
 

令 和 5 （ 2 0 2 3 ） 年度 

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度



学生便覧について 

 

この学生便覧は，歯学部の令和 5（2023）年度入学生を対象としており，大学・学部の

諸規則，教育課程，履修要領及び修学上の諸注意等を記載したものです。 

 

「I 広島大学歯学部について」では，広島大学の理念や歯学部の理念等，大学の概

要について記載してあります。 

「II 教務・学生生活関係」では，学生生活における注意事項等が記載してあります。 

「III 教育課程」では，歯学部の教育課程の履修基準表（教養教育及び専門教育）及

び各種取扱いが記載してあります。 

「IV 諸規則」では，学部生に必要な広島大学の規則等を記載してあります。 

「V 教員・配置図」では，令和 5（2023）年 4 月 1 日現在の歯学部の教員一覧と，歯学

部の建物配置図を記載してあります。 

卒業するまで，この学生便覧に従って履修等を行いますので，紛失しないよう大切に

扱ってください。 

この学生便覧と学生向け情報ポータルサイト 学生情報の森「もみじ」で閲覧できる各

授業科目の授業内容等を記載した講義概要（シラバス）を活用して，遺漏なく各自の履

修計画をたててください。 

 

 

注意事項 

 

「学生情報の森  もみじ」は学外者も閲覧可能な「もみじ Top」と，ID とパスワードを

使って利用する「My もみじ」で構成されています。 

確認を怠ったために，思いもよらない不利益を被る場合がありますので，一日に一度

は必ず両方の「もみじ」を確認してください。 
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Ⅰ 広島大学歯学部について 

 

 

 

 



 
 

広 島 大 学 の 理 念 

 

○平和を希求する精神 

○新たなる知の創造 

○豊かな人間性を培う教育 

○地域社会・国際社会との共存 

○絶えざる自己変革 

ー概要1ー



広島大学憲章 
 

 
広島大学は、人類史上初めての原子爆弾が投下された被爆地広島に 1949年に創設された

国立の総合研究大学である。 
広島大学は、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人間性を培う教育、地域社

会・国際社会との共存、絶えざる自己変革、という理念５原則の下、自由で平和な社会を実
現し、人類の幸福に貢献することを使命とする。 

 
 

１．人権の尊重 
広島大学は、そのあらゆる活動において、民族、国籍、宗教、信条、ジェンダー、経済

的・社会的地位、障がいの有無などに関わるあらゆる差別やハラスメントを許さず、一人
ひとりの人権と人格を尊重し、擁護する。 

 
２．教育 

広島大学は、個々の学生が主体的で柔軟な学びを実践できる環境を構築し、豊かな人間
性と幅広い教養、秀でた専門的知識と自ら課題を発見し解決する能力を備え、自由で平和
な持続的発展を可能とする社会の実現に貢献する人材を育成する。 

 
３．研究 

広島大学は、研究者の自由な発想に基づく高度で革新的な研究により、深い真理の探究
と新たな知の創造に邁進するとともに、その成果を広く社会に提供することにより、地域、
国及び国際社会が抱える課題の解決に向けたイノベーションを持続的に創出する。 

 
４．社会貢献 

広島大学は、自らの活動を積極的に公開し、社会に開かれた大学、社会から信頼される
大学として、地域や産業界、関係する諸機関とも連携・協働し、教育、研究、医療等の全
ての活動を通じて、地域社会及び国際社会に貢献する。 

 
５．持続可能な社会の実現 

広島大学は、持続可能な社会を実現するための世界最高水準の活動に取り組む大学と
して、貧困や紛争、人権の抑圧、感染症、環境や資源・エネルギー問題など、地球規模の
課題に対する先端的な解決策を世界に先駆けて実践する。 

 
 
広島大学の全構成員及び卒業生・修了生は、各々が矜持を持ち、国民及び世界から期待さ

れる役割をたゆまず省察し、コンプライアンスを徹底の上、相互に信頼・尊重しあいながら、
その個性と能力を十分に発揮して各々の使命を果たし続ける。 
 

（2021 年 12 月 27 日 制定） 
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広島大学行動規範 
  
 
 広島大学は、国立の総合研究大学として、自由で平和な社会を実現し、人類の幸福に貢献
するという使命を果たすと同時に、その活動に関して高い倫理性と社会に対する透明性を
持った十分な説明責任が求められています。社会からのこれらの負託に応えるために、私た
ち広島大学の全構成員が常に意識し、実行すべき指針として、「広島大学行動規範」を定め
ます。 
 
 
１．人権と多様性の尊重 

私たちは、一人ひとりの人権と人格を尊重し、あらゆる差別やハラスメントを許さず、
全ての構成員がその個性と能力を十分に発揮できるキャンパスを実現します。 

 
２．自主性・自律性の堅持 

私たちは、社会的規範や倫理、個々の活動に対するインテグリティに十分配慮しつつ、
学問の自由や教育・研究の自主性・自律性を堅持し、世界最高水準の教育・研究を実施・
発展させ、その成果を社会に還元します。 

 
３．法令等の遵守 

私たちは、広島大学の構成員として活動するにあたり、社会的規範・ルール、関係法令
及び学内諸規則を遵守します。 

 
４．情報の公開・保護 

私たちは、社会に対する透明かつ公正な説明責任を果たすため、その活動の内容や結果
など本学が保有する情報について適時適切な方法で社会に公開し、その情報の利用にあ
たっては、高い倫理規範を自らに課すとともに、個人情報の保護を図ります。 

 
５．情報の管理 

私たちは、広島大学の情報資産の価値を把握し、その安全性及び信頼性を確保するため
に、情報セキュリティ上の脅威を十分に認識し、それぞれの業務に応じて、適切な管理と
運用を行います。 

 
６．経費・資産の適正な管理 

私たちは、活動のための経費及び資産の多くが税金その他社会からの支援等によるも
のであることを常に自覚し、大学の経費及び資産を適正かつ効率的に管理し、使用します。 

 
７．安全・安心な環境の整備 

私たちは、業務の遂行にあたり、安全に対する意識を高め、安全・安心かつ快適な教育、
学修、研究及び労働の環境を整備します。 

 
８．環境問題への取組 

私たちは、気候変動や大規模災害、環境汚染や資源・エネルギー問題などの世界的な環
境問題に率先して取り組み、安定した環境を将来の世代に引き継ぎます。 

 
（2021 年 12 月 27 日 制定） 
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歯学部の理念と目標 

１）理念 

 １．高度な医療技術と学識，豊かな人間性を備えた歯科医療人の育成 

 ２．国際的に活躍できる歯科医学分野の教育者・研究者の養成 

 ３．地域医療と歯科医学分野への貢献 

 

２）目標 

１．幅広い教養と豊かな人間性，協調性を備え，国際化・情報化に迅速かつ的確

に対応できる能力を持った社会人を養成する。 

２．高度の医療技術と隣接医学を含む生命科学についての総合的知識を有する

歯科医療人を養成する。 

３．将来，歯科医学の教育・研究分野において指導的立場に立ち，国際的にも活

躍できる人材として大成するための必要な素養を培わせる。 
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各学科・専攻のディプロマ・ポリシー及び 

カリキュラム・ポリシー 
 

I．歯学科 

ディプロマ・ポリシー 

歯学プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修得した者

に学士（歯学）の学位を授与します。 

 

(1) 豊かな人間性を備え，専門職としての歯科医師の責務を理解し，これを実践する

ための知識，技能，態度を身につけている。 

(2) 研究の重要性を認識し，科学的思考力と創造性を備えている。 

(3) 論理的思考に基づく洞察力と問題解決能力を備え，生涯を通じて学習することが

できる。 

(4) 患者やその家族，医療関係者との適切なコミュニケーションができる。 

(5) 歯科医療に関連した社会の変化や科学の進歩に対応できる。 

(6) 多文化・多領域との共存と理解を深め，国際社会で自己の見解を積極的に主張

できる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

歯学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，以下

の方針の下に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 教養教育では，専門教育に必要な学問的基盤を確立させるとともに，学際的・総

合的な知識や方法論，視座を修得させ，医療人に必要な幅広い教養と規範意識を

備えた豊かな人間性を育む。 

(2) 教養教育の外国語科目の履修により基礎的英語力を高めるとともに，日本語・英

語併用で行われる専門教育（Dual Linguistic Education）を実施し，国際歯学コース

生や短期留学生と学生生活を共にすることにより，様々な国の文化への共感と理解

を深め，国際交流能力を向上させる。 

(3) 専門教育では，生命科学に基づく歯科医療を実践するためのバイオデンタル教

育を実施し，生命科学の基礎知識や技能，歯科医師に必要な専門知識や臨床基

礎技能を修得させるとともに，科学リテラシーや研究倫理，医の倫理についての理

解を深め，実践的な歯学研究教育により科学的思考力と創造性を育む。 
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(4) 早期臨床体験実習を通して，将来の歯科医療人としての自覚を促すとともに，患

者中心の歯科医療，患者やその家族，医療関係者との良好なコミュニケーション構

築の重要性，歯科医療のニーズの多様性を認識させる。さらに，臨床実習により，

国民が求める質の高い歯科医療を提供し，地域社会における役割を果たすために

必要な視座，知識・技能・態度を修得させる。 

(5) 自己主導型学習として Problem Based Learning（PBL）などを取り入れながら，全

教育課程を通じた統合的な歯科医学教育を行うことにより，医療人としてのプロ

フェッショナリズムを涵養するとともに，問題解決能力，批判的思考力，生涯学習能

力を向上させ，全人的な考え方に基づく歯科医療に必要な能力と国際社会に通用

する総合力を培う。 

 

学修の成果は，歯学プログラムによる各科目の成績評価と本教育プログラムで設定

する到達目標への到達度評価に，社会・国民の要請に応え優れた歯科医師の育成

に向けて臨床実習開始前に実施される共用試験 Computer Based Testing（CBT），

Objective Structured Clinical Examination（OSCE）及び診療参加型臨床実習後客観

的臨床能力試験を加えて評価する。 
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II．口腔健康科学科 口腔保健学専攻 

ディプロマ・ポリシー 

口腔保健学プログラムでは，口腔保健と学校保健の分野で活躍できる以下の人材

を養成します。 

・ 高度先進的な口腔保健医療人 

・ 口腔保健分野の研究者，教育者 

・ 養護教諭一種免許を取得し，学校保健で活躍できる歯科医療人 

 

そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修

得した者に学士（口腔健康科学）の学位を授与します。 

(1) 歯科衛生士として必要な基礎的教養，基礎歯科医学，臨床歯科医学，歯科衛生

士専門科目，隣接医学について，総合的知識と技能を統合し活用できる。 

(2) 患者，スタッフと良好な対人関係を築いて，チーム歯科医療を行うことができる。 

(3) 将来，口腔保健学の研究者，歯科衛生士の教育あるいは臨床における指導的役

割を担うために，最先端の知識，教育能力，情報収集能力，問題解決能力，研究

能力，倫理的思考力，生涯学習能力を修得し活用できる。 

(4) 歯科専門知識を有する養護教諭として，学校保健の場で必要とする知識，技能，

態度を修得し活用できる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

口腔保健学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるよう

に，以下の方針の下に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 第１年次には，他学部学生とともに教養教育を受け，幅広い教養を身につけ，歯

科医療人となるための知的基盤を養います。また，「教養ゼミ」における PBL

（Problem Based Learning）により，自己主導型学習を進めるための基本的な態度・

技能・知識を修得します。さらに，専門の基礎知識を修得し，専門性を深めるための

基盤を作ります。 

(2) 第２～４年次には，専門科目を履修し，専門知識と技能を修得します。この専門科

目には，口腔保健に関する科目とともに，生命科学などの基礎科学並びに歯科及

び隣接医学などを含みます。 

(3) 第３年次及び第４年次に「口腔保健学臨床・臨地実習」を履修し，それまでに修得

した専門知識と技能を臨床現場において実施します。それを通して，専門的歯科医

療，一般的歯科医療及びチーム医療などについての技能・知識を修得し，コミュニ
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ケーション能力，医療人としての規範意識とマナー，社会性，協調性及び判断力を

身につけます。 

(4) 養護教諭コース選択者は，第４年次に「養護実習」を履修し，学校保健活動を行う

教育者として，教職への使命感，教育的愛情及び対人関係能力などを修得しま

す。 

(5) 第３年次及び第４年次には「卒業研究」を履修し，教員が行なっている最先端の研

究に参加，あるいは口腔保健学に関する問題を自分で発見，研究及び解決しま

す。それを通じて情報収集能力，問題解決能力，研究能力及び論理的思考力の修

得を行います。 

(6) バイオデンタル教育を通じて，科学的探究心に加え，多職種と連携可能な高度な

学識と医療技術を養います。 

 

なお，学修の成果は，各科目の成績評価と，各教育プログラムで設定する到達目

標への到達度評価に，臨床実習開始前に実施される Objective Structured Clinical 

Examination（OSCE）を加えて評価する。 
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III．口腔健康科学科 口腔工学専攻 

ディプロマ・ポリシー 

口腔工学プログラムでは，歯学，医学及び工学に関する知識・技術を統合した口腔

工学の分野で活躍できる以下の人材を養成します。 

 

・ 研究者マインドを持った歯科医療人及び臨床マインドを持った企業人・研究者・教

育者 

・ 国際的に活躍できるオーラルエンジニア 

・ 口腔工学の分野を切り開き，口腔工学の確立と体系化，高度専門化に寄与する教

育者・研究者 

・ 人類愛にあふれ，道徳心と豊かな人間性をそなえ，強い責任感を持つ医療人・教

育者・研究者 

 

そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める単位を修

得した者に学士（口腔健康科学）の学位を授与します。 

(1) 教養教育科目，歯科技工学，基礎歯科医学，臨床歯科医学，隣接医学，関連工

学についての知識と技能を総合して活用できる。 

(2) 必要な知識・技能・コミュニケーション能力に加えて，医療人としての規範意識とマ

ナーを身につけ患者，スタッフと良好な対人関係を築くことができ，患者中心のチー

ム歯科医療が実践できる。 

(3) 最先端の知識，高度な技能，情報収集能力，問題解決能力，科学的探究心，研

究能力，論理的思考力生涯学習能力を基盤に，口腔工学の研究・教育・臨床にお

いて指導的役割を担うことができる。 

 

カリキュラム・ポリシー 

口腔工学プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生が達成できるように，

以下の方針の下に教育課程を編成し，実践します。 

 

(1) 第１年次には，他学部学生とともに教養教育を受け，幅広い教養を身につけ，歯

科医療人となるための知的基盤を養います。また，「教養ゼミ」における PBL

（Problem Based Learning）により，自己主導型学習を進めるための基本的な態度・

技能・知識を修得します。さらに，専門の基礎知識を修得し，専門を深めるための基

盤を作ります。 

(2) 第２～４年次には，専門科目を履修し，最先端の専門知識と高度な技能を修得し

ます。この専門科目には，歯科技工士に関する科目とともに，生命科学や生体材料
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などの基礎科学，歯科及び隣接医学，システム工学や IT などの関連工学を含みま

す。 

(3) 第３年次及び第４年次に「口腔保健工学臨床的実習」を履修し，それまでに修得

した専門知識と技能を大学病院において実践します。それを通して，大学病院にお

ける，歯科技工業務，専門的歯科医療，一般的歯科医療及びチーム医療について

の技能・知識を修得し，コミュニケーション能力，医療人としての規範意識とマナー，

社会性，協調性及び判断力を身につけます。 

(4) 第３年次及び第４年次に「卒業研究」を履修し，情報収集能力，問題解決能力，研

究能力，論理的思考能力及びプレゼンテ―ション能力を修得し，科学的な探究心と

積極性，柔軟性，創造力及び忍耐力を養います。 

(5) バイオデンタル教育を通じて，科学的探究心に加え，多職種と連携可能な高度な

学識と医療技術を養います。 

 

なお，学修の成果は，各科目の成績評価と，各教育プログラムで設定する到達目

標への到達度の二つで評価します。 

ー概要11ー



到達目標型教育プログラム「HiPROSPECTS（R）」について 

 

広島大学では，学生の皆さん一人ひとりに応じたよりきめ細かい学習サポートを実現し，教

育の質の向上，社会からの信頼に対応するため，「HiPROSPECTS(R)（到達目標型教育プロ

グラム）」を平成１８年度から開始しました。 

入学時に示す目標以上の知識や能力を，学生の皆さんが身に付けて卒業できるよう，目標

への一人ひとりの到達度を学期ごとにお知らせして，それに応じた学習へのアドバイス等を行

います。 

高度な研究実績，質の高い教員輩出等で各方面から高い評価を得てきた広島大学の教育

が，ますます魅力的になりました。 

 

 

歯学部の各主専攻プログラムについて 

※歯学部の場合，入学と同時に主専攻プログラムが決定しています。 

詳細は，この学生便覧に掲載している「到達目標型教育プログラム「HiPROSPECTS（R）」に

ついて」及び以下の URL に掲載している入学年度の詳述書で確認してください。 

 

歯学プログラム（歯学科入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/shigaku 

口腔保健学プログラム（口腔健康科学科口腔保健学専攻入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/koukuuhoken 

口腔工学プログラム（口腔健康科学科口腔工学専攻入学生に適用） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/program/syusenkou/haipuro_sigaku/koukukougaku 

ー概要12ー



 

 

 

 

 

Ⅱ 教務・学生生活関係 

 

 

 

 



1 令和 5（2023）年度広島大学学期区分 

前期 

期間 区 分 

4 月 1 日 ～ 4 月 7 日 春 季 休 業 

4 月 1 0 日 ～ 8 月 3 日 授 業 

8 月 4 日 ～ 9 月 3 0 日 夏 季 休 業 

後期 

1 0 月 2 日 ～ 1 2 月 2 5 日 授 業 

1 1 月 5 日 創 立 記 念 日 

1 2 月 2 6 日 ～ 1 月 5 日 冬 季 休 業 

1 月 9 日 ～ 2 月 8 日 授 業 

2 月 9 日 ～ 3 月 3 1 日 学 年 末 休 業 

※上記区分は令和 5（2023）年度のものです。

最新の学年暦は「もみじ」→「学びのサポート」→「学年暦（授業スケジュール）／授業時間割」 よりご

確認ください。 

2 授業時間 

時限 時刻 

1 8：45 ～ 9：30 

2 9：30 ～ 10：15 

3 10：30 ～ 11：15 

4 11：15 ～ 12：00 

5 12：50 ～ 13：35 

6 13：35 ～ 14：20 

7 14：35 ～ 15：20 

8 15：20 ～ 16：05 

9 16：20 ～ 17：05 

10 17：05 ～ 17：50 
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諸手続等について 

（1） 諸願・届の手続きについて 

① 休学願 

病気その他の理由により 3 か月以上修学できない者で，休学する場合は，休学願を学生支援グ

ループ（歯学部担当）に提出して学部長の許可を受けなければなりません。願い出に際しては，その

日付をさかのぼり処理することはできませんので，授業料等の関係も考慮し，早めに願い出てくださ

い。1 か月前には休学願を提出してください。 

なお，病気等の理由による場合は，必ず医師又は歯科医師の診断書を添付してください。 

 

② 欠席届 

病気その他のやむを得ない事由により，教養教育の授業を 2 週間以上（※）欠席する（した）場合

は，「欠席届」に欠席理由を客観的に証明する書類（診断書等）を添えて，学生支援グループ（歯学

部担当）に提出してください。提出された欠席届の内容に基づき，授業担当教員あて，欠席する（し

た）旨の通知が行われます（必ずしも欠席に対する配慮が行われるものではありませんので注意して

ください。）。 

※「欠席届」は，もみじ 広島大学 学生情報の森 もみじからダウンロードしてください。 

※欠席期間が 2 週間未満の場合は，欠席届の提出は必要ありません。 

各自で授業担当教員に欠席する（した）旨を直接申し出てください。 

 

③ 追試験受験願 

病気その他やむを得ない事情により，教養教育科目の期末試験等を受験できなかった場合に，追

試験の受験申請を行うことができます。追試験の受験を希望する場合は，「追試験受験願」にその理

由を証明する書類（診断書等）を添えて，当該授業科目の試験実施後 1 週間以内に学生支援グル

ープ（歯学部担当）へ申請してください。「追試験受験願」の受理以降は，授業担当教員の指示に従

ってください。 

 

④ 復学願 

休学期間内に休学の必要がなくなった場合は，復学願を学生支援グループ（歯学部担当）に提

出した後，学部長の許可を得て復学することができます。休学理由が解消されたことを示す証明書

（病院の場合は医師の診断書）を添付してください。 

 

⑤ 退学願 

退学する場合は，退学願を学生支援グループ（歯学部担当）に提出して学長の許可を受けなけ

ればなりません。この場合，授業料その他支払うべき金額が完納されていないと退学は許可されま

せん。 
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⑥ 既修得単位等の認定・外国語技能検定試験等による単位認定の申請等 

希望する場合は，学生便覧の各該当ページを参照の上，学生支援グループ（歯学部担当）に問

合せてください。 

 

⑦ その他 

氏名変更（改姓/改名）や旧姓使用を希望する場合は，届を提出してください。詳しくは，学生支

援グループ（歯学部担当）に問合せてください。 

 

（2） 各種証明書の交付について 

通学証明書，在籍証明書及び社会貢献活動証明書を必要とする場合は，交付願により学生支援グ

ループ（課外活動担当）に請求してください。 

学業成績証明書，在学証明書，卒業見込証明書，健康診断証明書（定期健康診断受診者のみ）及

び学割証については，証明書自動発行機（霞キャンパスの場合，医学部基礎・社会医学棟 １F 又は

歯学部研究棟 C ２F に設置されています。）により取得してください。 

なお，学業成績証明書，在学証明書，卒業見込証明書及び健康診断証明書（定期健康診断受診

者のみ）については，証明書発行サービスを利用したコンビニエンスストア（日本国内のローソン，ファミ

リーマート及びセブンイレブン）で，有料で受け取ることもできます。 

 

（3） 身体に障害のある学生の履修について 

身体に障害のある学生は，広島大学アクセシビリティセンターで履修の仕方について相談してくださ

い。 

 

（4） 身体等に障害のある学生に対する試験等における特別措置について 

IV 諸規則のページに掲載している「身体等に障害のある学生に対する試験等における特別措置

について（申合せ）」を参照の上，学生支援グループに相談してください。 

 

相談窓口及び緊急時の連絡先等について 

履修方法や学生生活において，不明なことがある場合は，チューター（指導教員）へ気軽に相談又は

電話をしてください。 

また．何らかの事件や事故にまきこまれた場合は，警察（110 番）や救急車（119 番）へ通報するととも

に，必ず，チューター（指導教員）へ届け出てください。 

連絡先：〒734−8553 広島市南区霞 1 丁目 2-3 

広島大学 霞地区運営支援部 学生支援グループ（歯学部担当） 

電話：082-257−5614   ※夜間，休日等の緊急時：082-257−5716 

E−mail: kasumi-gaku-d@office.hiroshima-u.ac.jp 
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学生生活注意事項 

 

① 学生ロッカールームの使用について 

学生ロッカールーム使用の際には，III 教育課程 4 その他の取扱い（歯学科・口腔健康科学科共

通）のページに掲載している「広島大学歯学部学生用ロッカー利用規則」を参照の上，次の各項を守っ

てください。歯学部の学生の場合，2 年次から使用可能です。 

（1） ロッカー及び周辺について，常に清潔整頓に心がけてください。 

（2） 最後に帰る者は必ず火元に注意し，消灯してください。 

（3） 貴重品の管理は，十分に留意してください。 

 

② アルバイトについて 

アルバイトを行う場合，次の事項に留意してください。 

（1） 常に学生であることを意識し，学生らしくない行動は巌に謹んでください。 

（2） 深夜作業並びに危険をともなうアルバイトは避けてください。 

（3） アルバイトの時間は最小限度にとどめ，極力学習の時間をつくるようにしてください。 

 

③ 諸手続について 

（1） 学生証を紛失したときは，学生証再交付願を学生支援グループ（歯学部担当）にて受け取り，必

要事項を記入の上，提出してください。再交付は有料となります。 

（2） 学生情報登録シートの連絡先等に変更があった場合は，その都度提出してください。 

（3） 毎年 4～5 月に定期健康診断を行います。定期健康診断を受けられない場合は，検査施行日ま

でに学生支援グループ（歯学部担当）に届け出てその指示を受けてください。 

（4） 学部内施設を使用するために学部長の許可を受けるときは，学部内施設使用願を 3 日前までに

学生支援グループ（歯学部担当）に提出してください。なお，学部内施設の管理又は警備の任にあ

る係員が，必要に応じ使用中の施設内に出入りすることがあります。 

（5） 学長への願い出，届け出については，広島大学学生生活に関する規則によることとします。 

（6） 霞キャンパスへの自動車通学は，原則として通学距離の遠近にかかわらず認められません。 

 

④ 各クラス役員 

自治会役員を除き，各クラスにて選出しなければならない役員は次のとおりです。 

学生代表，副代表，試験委員，アルバム委員等 

 

⑤ オフィスアワ一について 

講師以上の教員は，在室する部屋のドアにオフィスアワ一の時間を表示しています。授業の内容など

で聞きたいことがあれば，積極的に利用してください。 
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⑥ 父母等が死亡した場合の連絡について 

大学在籍中に，父母，配偶者又は子が死亡した場合は，学部長名の弔電を発信するため次に掲げ

る場所に連絡してください。また，別表の届出を学生支援グループ（歯学部担当）へ提出してください。 

（1） 月曜日～金曜日（8:30〜17:15） 

霞地区運営支援部学生支援グループ（歯学部担当） 電話：082-257−5614 

（2） 月曜日～金曜日（17:15〜 8:30） 

広島大学医学部管理室 電話：082-257−5091 

（3） 土曜日，日曜日及び祝日（夏季及び年末年始の休日を含む。） 

広島大学医学部管理室 電話：082-257−5091 
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○広島大学歯学部に在籍する学生の父母，配偶者又は子が死亡した場合の届出 （別表） 

 

令和   年   月   日 

学 生 番 号  

ふ り が な 

学 生 氏 名 
 

学生の連絡先 

（携帯電話等） 
 

ふ り が な 

死 亡 者 氏 名 

 

(続柄    )(年齢   歳)  

死 亡 

日 時  令和   年   月   日 (  )      時    分 

原 因 
 

 

葬 儀 

日 時  令和   年   月   日 (  )      時    分 

場 所 
 

             ℡  

ふ り が な 

喪主 (続柄 ) 

 

                  (      )   

備 考 

通夜等の日時 
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⑦ 授業（講義・実習）に関わるトラブル・相談事等の対応について 

本学部の授業（講義・実習）において，授業担当教員と学生との間で，何らかのトラブルや相談事等

（以下トラプル等といいます）があった場合は，授業担当教員及びチューター等に相談してください。トラ

ブル等の内容によっては，直接，学生支援グループ（歯学部担当）へ相談することもできます。 

学生支援グループ（歯学部担当）は，学部長，副学部長（教育担当）や歯学部長室会議と協議の上，

対応策を学生に指示・連絡します。詳細は下図を参照してください。 
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国家試験について 

1 歯科医師法（抄） 

第 1 章 総則 

第 1 条 歯科医師は，歯科医療及び保健指導を掌ることによつて，公衆衛生の向上及び増進に寄与し，

もつて国民の健康な生活を確保するものとする。 

第 2 章 免許 

第 2 条 歯科医師になろうとする者は，歯科医師国家試験に合格し，厚生労働大臣の免許を受けなけれ

ばならない。 

第 4 条 次の各号のいずれかに該当する者には，免許を与えないことがある。 

1 心身の障害により歯科医師の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

2 麻薬，大麻又はあへんの中毒者 

3 罰金以上の刑に処せられた者 

4 前号に該当する者を除くほか，医事に関し犯罪又は不正の行為のあつた者 

第 3 章 試験 

第 9 条 歯科医師国家試験は，臨床上必要な歯科医学及び口くう衛生に関して，歯科医師として具有す

べき知識及び技能について，これを行う。 

第 11 条 歯科医師国家試験は，次の各号の一に該当する者でなければ，これを受けることができない。 

1 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学（第 16 条の 2 第 1 項において単に「大学」とい

う。）において，歯学の正規の課程を修めて卒業した者 

2～3 （省略） 

第 4 章 業務 

第 17 条 歯科医師でなければ，歯科医業をなしてはならない。 

 

2 歯科医師法施行規則（抄） 

第 1 章 免許 

（法第 4 条第 1 号の厚生労働省令で定める者） 

第 1 条 歯科医師法（昭和 23 年法律第 202 号。以下「法」という。）第 4 条第 1 号の厚生労働省令で定

める者は，視覚，聴覚，音声機能若しくは言語機能又は精神の機能の障害により歯科医師の業務を適

正に行うに当たつて必要な認知，判断及び意思疎通を適切に行うことができない者とする。 

（障害を補う手段等の考慮） 

第 1 条の 2 厚生労働大臣は，歯科医師免許の申請を行つた者が前条に規定する者に該当すると認め

る場合において，当該者に免許を与えるかどうかを決定するときは，当該者が現に利用している障害を

補う手段又は当該者が現に受けている治療等により障害が補われ，又は障害の程度が軽減している

状況を考慮しなければならない。 

第 2 章 試験 

第 12 条 国家試験又は歯科医師国家試験予備試験（以下予備試験という。）を施行する場所及び期日

並びに受験願書の提出期限は，あらかじめこれを告示する。 

第 13 条 国家試験を受けようとする者は，受験願書（第 3 号書式）に，次に掲げる書類を添えて厚生労
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働大臣に提出しなければならない。 

1 法第 11 条第 1 号に該当する者であるときは，卒業証明書 

2～3 （省略） 

4 写真（出願前 6 箇月以内に脱帽正面で撮影した縦 6 センチメートル横 4 センチメートルのもので，

その裏面に（（シ））の記号，撮影年月日及び氏名を記載すること。） 

第 16 条 国家試験の受験を出願する者は，手数料として 18,900 円を納めなければならない。 

2 （省略） 

第 17 条 国家試験又は予備試験に合格した者には，合格証書を交付する。 

第 18 条 合格証書を破り，よごし又は失つた者は，合格証明書の交付を出願することができる。 

2 前項の規定によって合格証明書の交付を出願する者は，手数料として 2,950 円を納めなければな

らない。 

 

3 歯科衛生士法（抄） 

第 1 条 この法律は，歯科衛生士の資格を定め，もつて歯科疾患の予防及び口くう衛生の向上を図るこ

とを目的とする。 

第 2 条 この法律において「歯科衛生士」とは，厚生労働大臣の免許を受けて，歯科医師（歯科医業をな

すことのできる医師を含む。以下同じ。）の指導の下に，歯牙及び口腔の疾患の予防処置として次に掲

げる行為を行うことを業とする者をいう。 

1 歯牙露出面及び正常な歯茎の遊離縁下の付着物及び沈着物を機械的操作によつて除去するこ

と。 

2 歯牙及び口腔に対して薬物を塗布すること。 

2 歯科衛生士は，保健師助産師看護師法（昭和 23 年法律第 203 号）第 31 条第 1 項及び第 32 条

の規定にかかわらず，歯科診療の補助をなすことを業とすることができる。 

3 歯科衛生士は，前 2 項に規定する業務のほか，歯科衛生士の名称を用いて，歯科保健指導をなす

ことを業とすることができる。 

第 3 条 歯科衛生士になろうとする者は，歯科衛生士国家試験（以下「試験」という。）に合格し，厚生労

働大臣の歯科衛生士免許（以下「免許」という。）を受けなければならない。 

第 4 条 次の各号のいずれかに該当する者には，免許を与えないことがある。 

1 罰金以上の刑に処せられた者 

2 前号に該当する者を除くほか，歯科衛生士の業務（歯科診療の補助の業務及び歯科衛生士の名

称を用いてなす歯科保健指導の業務を含む。次号，第 6 条第 3 項及び第 8 条第 1 項において「業

務」という。）に関し犯罪又は不正の行為があつた者 

3 心身の障害により業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

4 麻薬，あへん又は大麻の中毒者 

第 10 条 試験は，歯科衛生士として必要な知識及び技能について，これを行う。 

第 11 条 試験は，厚生労働大臣が，毎年少くとも一回これを行う。 
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4 歯科技工士法（抄） 

第 1 章 総則 

（この法律の目的） 

第 1 条 この法律は，歯科技工士の資格を定めるとともに，歯科技工の業務が適正に運用されるように規

律し，もつて歯科医療の普及及び向上に寄与することを目的とする。 

（用語の定義） 

第 2 条 この法律において，「歯科技工」とは，特定人に対する歯科医療の用に供する補てつ物，充てん

物又は矯正装置を作成し，修理し，又は加工することをいう。ただし，歯科医師（歯科医業を行うことが

できる医師を含む。以下同じ。）がその診療中の患者のために自ら行う行為を除く。 

2 この法律において，「歯科技工士」とは，厚生労働大臣の免許を受けて，歯科技工を業とする者をい

う。 

第 2 章 免許 

（免許） 

第 3 条 歯科技工士の免許（以下「免許」という。）は，歯科技工士国家試験（以下「試験」という。）に合格

した者に対して与える。 

（欠格事由） 

第 4 条 次の各号のいずれかに該当する者には，免許を与えないことができる。 

1 歯科医療又は歯科技工の業務に関する犯罪又は不正の行為があつた者 

2 心身の障害により歯科技工士の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるも

の 

3 麻薬，あへん又は大麻の中毒者 

第 3 章 試験 

（試験の目的） 

第 11 条 試験は，歯科技工士として必要な知識及び技能について行う。 

（試験の実施） 

第 12 条 試験は，厚生労働大臣が，毎年少なくとも一回行う。 
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Ⅲ 教 育 課 程 

 

 

 

１ 歯学部細則 

（歯学科・口腔健康科学科共通） 



   ○広島大学歯学部細則 

(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁) 

 

 (趣旨) 

第 1 条 広島大学歯学部(以下「本学部」という。)の学生の修学については，広島大学通 

 則(平成 16 年 4 月 1 日規則第 2 号。以下「通則」という。)，広島大学教育プログラム規 

則(平成 18 年 2 月 14 日規則第 5 号)及び広島大学教養教育科目履修規則(平成 23 年 2 月 

15 日規則第 3 号。以下「教養教育科目履修規則」という。)に定めるもののほか，この 

細則の定めるところによる。 

 (学科及び専攻) 

第 2 条 本学部に，次の学科及び専攻を置く。 

 歯学科 

 口腔健康科学科 

  口腔保健学専攻 

  口腔工学専攻 

 (教育研究上の目的) 

第 2 条の 2 本学部は，歯科医学・医療，口腔保健学，口腔工学に関わる基盤的・融合的

教育を行うとともに，豊かな人間性及び科学的探究心を備え，国内・国際社会に貢献で

きる歯科医療人を輩出し，歯科医学・医療へ貢献することを目的とする。 

2 歯学科は，歯科医師となるための基盤的教育を行うとともに，歯科医学・医療の発展を

国内外で主導する人材を育むための専門教育を実施する。これらによって，科学的探求

心，国際性，高度な学識と医療技術及び豊かな人間性を備えた歯科医師を輩出し，歯科

医学・医療へ貢献することを目的とする。 

3 口腔健康科学科は，口腔健康科学に基づいた基盤的教育を行うとともに，口腔保健の発

展を国内外で主導する人材を育むための専門教育を実施する。 

4 各専攻の教育研究上の目的は，次に掲げるとおりとする。 

 (1) 口腔保健学専攻は，歯学，医学，保健学及び福祉に関する知識並びに技術を統合し

た口腔保健学の確立と体系化，国際的な教育研究拠点の構築，あるいは口腔保健学の

高度専門化において活躍できる人材を育成する。また同時に，上記の素養を備えた養

護教諭を育成する。これらによって，科学的探求心，国際性，高度な学識と医療技術

及び豊かな人間性を備えた口腔保健学の専門家を輩出し，歯科医学・医療，口腔保健

及び福祉に貢献することを目的とする。 

 (2) 口腔工学専攻は，歯学，医学及び工学に関する知識並びに技術を統合した口腔工学

の確立と体系化，国際的な教育研究拠点の構築，あるいは口腔工学の高度専門化にお

いて活躍できる人材を育成する。これらによって，科学的探求心，国際性，高度な学

識と医療技術及び豊かな人間性を備えた口腔工学の専門家を輩出し，歯科医学・医療

へ貢献することを目的とする。 
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 (口腔健康科学科の各専攻の入学定員) 

第 2 条の 3 口腔健康科学科の各専攻の入学定員は次のとおりとする。 

 (1) 口腔保健学専攻 20 人 

 (2) 口腔工学専攻  20 人 

 (教育課程) 

第 3 条 本学部の教育課程は，教育上の到達目標を達成するために必要な授業科目により， 

 主専攻プログラムとして，体系的に編成する。 

2 本学部が開設する主専攻プログラムは，次のとおりとする。 

 歯学プログラム 

 口腔保健学プログラム 

 口腔工学プログラム 

 国際歯学プログラム 

 (授業科目及び履修方法) 

第 4 条 授業科目は，教養教育科目及び専門教育科目に区分する。 

2 教養教育科目の授業科目及び履修方法は，教養教育科目履修規則及び別表第 1 のとお 

 りとする。 

3 専門教育科目の授業科目及び履修方法は，別表第 2 のとおりとする。 

4 前 2 項の授業科目のほか，必要に応じ教授会の議を経て，特定の授業科目を開講する 

 ことがある。 

 (履修手続) 

第 5 条 各学期に開講する授業科目及びその担当教員名等は，その学期の始めに公示する。 

第 6 条 歯学科の学生が履修できる科目は，その学期に配当されたものとする。 

第 7 条 学生は，履修しようとする授業科目について，各学期の指定する期間に所定の手 

 続を行わなければならない。 

2 前項の期間内に所定の手続をしない者には，履修を認めない。ただし，特別の事由が 

 ある場合に限り，当該授業科目担当教員の承認を経て，履修を認めることがある。 

第 8 条 他学部の学生が，本学部の授業科目を履修しようとするときは，当該授業科目担 

 当教員の承認を得て，前条第 1 項の手続を行わなければならない。 

 (修得単位数の少ない学生の履修指導) 

第 9 条 指導教員は，修得単位数の少ない学生に対し，履修促進のための適切な指導を行 

 うものとする。 

 (履修科目の登録の上限) 

第 10 条 1 年次に卒業要件単位として登録することができる教養教育科目の単位数は， 

 46 単位を上限とする。ただし，集中講義の授業科目の単位を除く。 

2 前項の規定にかかわらず，1 年次前期において 20 単位以上履修し，GPA が 80 以上の 

 学生については前項に定める単位数の上限を超えて登録を認めるものとする。 

 (日本語科目及び日本事情に関する科目) 
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第 11 条 外国人留学生及び外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中等教 

 育を受けたものが，日本語科目及び日本事情に関する授業科目を履修して，単位を修得 

 した場合は，当該授業科目の単位を卒業の要件として修得すべき教養教育科目の単位に 

 代えることができる。 

2 前項の授業科目及び単位数については，別に定める。 

 (既修得単位等の認定) 

第 12 条 広島大学既修得単位等の認定に関する細則(平成 16 年 4 月 1 日(副学長(教育・学 

 生担当)決裁)第 2 条第 1 項の規定に基づき定める第 1 年次に入学した者の既修得単位等 

 の認定単位数は，別に定める。 

2 前項の規定にかかわらず，広島大学での既修得単位の認定(科目等履修生として修得し 

 た単位を含む。)については，教授会の議を経て学部長が認めることができる。 

3 既修得単位等の認定を受けようとする者は，入学した年度の 6 月 30 日までに学部長に 

 申請しなければならない。 

 (教育課程の修了) 

第 13 条 教育課程の修了は，所定の試験に合格し，別表第 1 及び別表第 2 に規定する単 

 位を修得することによる。 

 (単位の授与) 

第 14 条 授業科目を履修した者には，科目ごとに定められた成績評価基準により所定の 

 単位を与える。 

 (単位数の計算の基準) 

第 15 条 各授業科目の単位数は，授業の方法に応じ，次の基準により計算するものとす 

 る。 

 (1) 講義は，15 時間の授業をもって 1 単位とする。 

 (2) 演習は，15 時間又は 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

 (3) 実験，実習及び実技は，30 時間又は 45 時間の授業をもって 1 単位とする。 

2 一の授業科目について，二以上の方法の併用により授業を行う場合の単位数の計算は， 

 1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することとなるよう， 

 前項の基準を考慮してそれらの方法ごとに時間を定めるものとする。 

 (科目試験) 

第 16 条 科目試験は，それぞれの授業科目(臨床実習を含む。)について行う。 

2 科目試験の方法及び期日については，当該授業担当教員が定め，原則として 2 週間前 

 までに発表する。 

3 授業実施時数の 3 分の 2 以上の出席を満たさない場合は，受験を認めない。ただし， 

 所定の手続をした上でその欠席が病気その他やむを得ない事由によると認められる場合 

 は，当該授業科目担当教員の判断に従うものとする。 

4 試験当日病気その他の事故で科目試験を受けることができない者は事前に，やむを得 

 ない場合は事後に，医師の診断書又は理由書を添えて速やかに学部長へ届け出なければ 
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 ならない。 

5 前項の届出のあった者に対しては，追試験を行うことがある。追試験の実施方法等に 

 ついては，別に定める。 

6 科目試験の得点が満点の 60％未満の者については，再試験を行うことがある。再試験 

 の実施方法等については，別に定める。 

 (成績評価基準の明示及び平均評価点) 

第 17 条 授業科目の成績評価基準は，授業担当教員が定め，シラバス(授業計画)に明示す 

 るものとする。 

2 学年，あるいはセメスターの成績は，次の算式により算出する平均評価点(GPA：Grade  

 Point Average)をもって評価する。 

 平均評価点＝((秀の単位数×4＋優の単位数×3＋良の単位数×2＋可の単位数×1)／(総

登録単位数×4))×100 

第 18 条 学生は，所定の授業科目の単位を修得しなければ，次の学年あるいはセメス 

 ターの授業科目を履修することはできない。 

2 前項の所定の単位数については，別に定める。 

 (教員免許) 

第 19 条 口腔健康科学科口腔保健学専攻の学生が，所定の授業科目を履修し，教育職員 

 免許法(昭和 24年法律第 147号)及び同法施行規則(昭和 29年文部省令第 26号)に定める 

 所要の単位を修得したときは，次に掲げる教育職員の普通免許状授与の所要資格を得る 

 ことができる。 

 免許状の種類 養護教諭一種免許状 

2 前項に定める授業科目及びその履修方法については，別に定める。 

 (他の学部の授業科目の履修) 

第 20 条 学生が，他の学部の授業科目を履修しようとするときは，当該学部の定めると 

 ころにより履修するものとする。 

 (副専攻プログラム及び特定プログラムの履修) 

第 21 条 副専攻プログラムは，広島大学副専攻プログラム履修細則(平成 18 年 3 月 14 日 

 副学長(教育・研究担当)決裁)の定めるところにより，履修することができる。 

2 特定プログラムは，広島大学特定プログラム履修細則(平成 18 年 3 月 14 日副学長(教 

 育・研究担当)決裁)の定めるところにより，履修することができる。 

 (休学) 

第 22 条 学生が休学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，その許可を得 

 なければならない。 

2 学生が休学期間を短縮しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，その許可 

 を得なければならない。 

 (退学) 

第 23 条 学生が退学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，学長の許可を 
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 得なければならない。 

 (転学) 

第 24 条 学生が他の大学に転学しようとするときは，所定の書類を学部長に提出し，学 

 長の許可を得なければならない。 

2 他の大学から本学部に転学を志望する者は，所定の書類を学部長に提出し，教授会の 

 議を経て，学長の許可を得なければならない。 

 (登録プログラムの変更) 

第 25 条 学生が本学部の他の主専攻プログラムに登録の変更をしようとするときは，所 

 定の書類を学部長に提出し，教授会の議を経て，その許可を得なければならない。 

2 前項の規定に基づき，登録プログラムの変更を願い出た者に対する選考の方法は，別に

定める。 

3 第 1 項の場合において，他の学部の主専攻プログラムに登録の変更をしようとするとき

は，広島大学転学部の取扱いに関する細則(平成 16 年 4 月 1 日副学長(教育・学生担当)

決裁)の規定に基づき，事前に転学部の許可を得なければならない。 

 （再入学） 

第 25 条の 2 通則第 14 条第 2 項の規定に基づき，本学部に再入学を願い出た者に対する

選考の方法は，別に定める。 

2 本学部に再入学を願い出るときは，所定の期日までに入学願書に必要書類及び検定料を

添えて学部長に提出しなければならない。 

3 再入学は，学科又は専攻の収容定員に欠員があり，かつ，再入学の時点で退学後 3 年を

超えていない場合に限り，選考の上，入学を許可することがある。 

4 再入学による入学者の既修得単位及び履修すべき授業科目は，教授会の議を経て学部長

が決定する。 

 (卒業の要件) 

第 26 条 本学部の卒業の要件は，本学部に通則第 4 条に規定する修行年限以上在学し， 

 かつ，別表第 1 及び別表第 2 に定める教育課程における所定の単位を修得することとす 

 る。 

 (雑則) 

第 27 条 この細則に定めるもののほか，本学部の学生の修学に関し必要な事項は，教授 

 会の議を経て，別に定める。 

   附 則 

1 この細則は，平成 16 年 7 月 28 日から施行し，平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 

2 平成 15 年度以前に入学した学生については，この細則の規定にかかわらず，なお従前 

 の例による。ただし，教育上必要と認める場合には，この細則に規定する授業科目を履 

 修させることができる。 

   附 則(平成 16 年 8 月 23 日 一部改正) 

 この細則は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

―課程5―



   附 則(平成 17 年 2 月 24 日及び平成 17 年 3 月 20 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 16 年度以前に入学した学生の教育課程(別表第 1 及び別表第 2)及び履修方法等に 

 ついては，この細則による改正後の広島大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前 

 の例による。 

   附 則(平成 18 年 3 月 14 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 17 年度以前に入学した学生の教育課程等は，この細則による改正後の広島大学歯 

 学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 19 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 18 年度以前に入学した学生の教育課程(別表第 1 及び別表第 2)及び履修方法等に 

 ついては，この細則による改正後の広島大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前 

 の例による。 

   附 則(平成 19 年 4 月 12 日 一部改正) 

 この細則は，平成 19 年 4 月 12 日から施行する。 

   附 則(平成 20 年 3 月 6 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 19 年度以前に入学した学生の教育課程(別表第 1 及び別表第 2)及び履修方法等に 

 ついては，この細則による改正後の広島大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前 

 の例による。 

   附 則(平成 21 年 3 月 31 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 20 年度以前に入学した学生の教育課程等については，この細則による改正後の広 

 島大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 22 年 2 月 5 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 21 年度以前に入学した学生の教育課程(別表第 1 及び別表第 2)及び履修方法等に 

 ついては，この細則による改正後の広島大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前 

 の例による。 

   附 則(平成 22 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 21 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定(平成 21 年度に入学した学生にあっては，第 23 条の規定を除く。) 

 にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 23 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 
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2 平成 22 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 24 年 3 月 8 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 23 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 25 年 1 月 10 日 一部改正) 

 この細則は，平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則(平成 26 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 25 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 27 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 26 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 28 年 3 月 17 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 27 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 29 年 3 月 6 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 28 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 30 年 3 月 19 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 29 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(平成 31 年 3 月 5 日 一部改正) 

1 この細則は，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 30 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和元年 9 月 12 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 31 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和 2 年 3 月 5 日 一部改正) 

―課程7―



1 この細則は，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

2 平成 31 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和 2 年 11 月 12 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 2 年 11 月 12 日から施行する。ただし，第 10 条第 1 項，別表第 1 及

び別表第 2 の改正規定は，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 2 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島大

学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，令和 2 年度に入学した

学生の教育課程(歯学科歯学プログラムに限る。)については，専門教育科目のうち基礎ゲ

ノム医学を必修科目とし，展開科目の歯科臨床英語を 2 単位から 1 単位に変更した上でが

んの生物学を加えるものとする。この場合において，がんの生物学は，必修科目とし，最

低修得単位数は 1 単位とし，学年・セメスター別履修単位数は第 5 学年第 9 セメスターの

1 単位とする。 

   附 則(令和 3 年 9 月 9 日 一部改正) 

 この細則は，令和 3 年 9 月 9 日から施行する。 

   附 則(令和 3 年 10 月 14 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 3 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和 4 年 2 月 9 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 3 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島大

学歯学部細則の規定(口腔衛生学及びリサーチスタートアップに係る部分を除く。)にか

かわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和 4 年 3 月 4 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 3 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島 

 大学歯学部細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附 則(令和 4 年 10 月 13 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 

2 令和 4 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島大

学歯学部細則の規定(デジタルデンティストリ実習に係る部分を除く。)にかかわらず，

なお従前の例による。ただし，令和 2 年度以降に入学した学生の教育課程(歯学科歯学

プログラムに限る。)については，専門教育科目のうち歯科臨床解剖学Ⅰ及び歯科臨床

解剖学Ⅱを必修科目とし，履修年次は第 4 学年第 8 セメスターの各 1 単位とする。 

   附 則(令和 5 年 2 月 9 日 一部改正) 

1 この細則は，令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 

―課程8―



2 令和 4 年度以前に入学した学生の教育課程については，この細則による改正後の広島大

学歯学部細則の規定(歯学国際演習 A 及び歯学国際演習 B に係る部分を除く。)にかかわ

らず，なお従前の例による。 

 

 

 

別表第 1(第 4 条第 2 項関係) 

 歯学部教育課程表(別表第 1) 

別表第 2(第 4 条第 3 項関係) 

 歯学部教育課程表(別表第 2) 
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<歯学科　歯学プログラム>　

1 2 3 4

2 選択必修 ○

大学教育入門 2 必　　修 ○

教養ゼミ 2 必　　修 ○

展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

人文社会科学系科目群から 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーション演習Ⅰ 1 ○

コミュニケーション演習Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

情報・データ科学入門 2
必　　修
(注5)

○

情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

1又は2 自由選択 ○ ○

一般化学 2 ○

細胞科学 2 ○

Development of International
Collaboration in Medical Science

2 ○

基礎微分積分学 2 ○

基礎線形代数学 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

初修物理学(注6) 2 ○

初修生物学(注7) 2 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1 ○

 

注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

注6：

注7：

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目に
より実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

大
学
教
育

基
礎
科
目

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

4

2

2

共
通
科
目

大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

4

40

必　　修

選択必修

計

選択必修

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単
位認定の取扱いについて」を参照すること。

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必
要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育
の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に
必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。

情報・データサイエンス科目

区
分

科目区分

大 学 教 育 入 門

2

コミュニケーションⅡ 2

領 域 科 目

平 和 科 目 2

2

教 養 ゼ ミ

英　語

コミュニケーションⅠ

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2

歯 学 部 教 育 課 程 表 (別 表 第 1)

教
養
教
育
科
目

基 盤 科 目 10

6

履修区分授　業　科　目　等 単位数

2

要修得
単位数

展 開 ゼ ミ 0

2

2

2

大学入学共通テストにおいて物理を選択していない者は，「初修物理学」を必修として履修すること。

外
国
語
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

4
選択必修
(注4)

社 会 連 携 科 目 0

必　　修
(注2)
(注3)

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

2

―課程10―



<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>

1 2 3 4

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必　　修 ○

2 教養ゼミ 2 必　　修 ○

0 展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

4 人文社会科学系科目群から(注2)(注3) 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

2 情報・データ科学入門 2
必　　修
(注7)

○

2 情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

スポーツ演習 1 ○ ○

0 1又は2 自由選択 ○ ○

医療従事者のための心理学 2
必　　修
(注8)

○

Development of International
Collaboration in Medical Science

2 必　　修 ○

初修生物学(注9) 2 ○

細胞科学 2 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1 ○

初修化学 2 ○

一般化学 2 ○

38

 

注1：

注2：
注3：
注4：

注5：

注6：

注7：
注8：

注9：

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

2

2

2

必　　修
(注4)
(注5)

選択必修

2

区
分

科目区分

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

教
養
教
育
科
目

要修得
単位数

平 和 科 目

大 学 教 育 入 門

コミュニケーション基礎

教 養 ゼ ミ

基　　盤　　科　　目

4

情報・データサイエンス科目

計

領 域 科 目

英　語

要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に必要な
英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。
「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得した単位を，卒業に必要な単位(2
単位)に算入することができる。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目により実
際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定
の取扱いについて」を参照すること。

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英
語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育の外国語科目
に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2

情報・データサイエンス科目の選択必修科目のうち2単位を超えて修得した場合は，4単位まで領域科目の人文社会科学系科目群から履修したものとみなす。

2

選択必修

選択必修

社 会 連 携 科 目

2

大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

展 開 ゼ ミ

大
学
教
育

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

選択必修
(注6)

4

共
通
科
目

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

養護教諭一種免許状を取得しようとする者は，領域科目の人文社会科学系科目群から「日本国憲法」2単位を修得すること。

―課程11―



<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必　　修 ○

2 教養ゼミ 2 必　　修 ○

0 展開ゼミ 1 自由選択 ○ ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修 ○

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修 ○

4 人文社会科学系科目群から(注2) 1又は2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

2 情報・データ科学入門 2
必　　修
(注6)

○

2 情報・データサイエンス科目から 2 選択必修 ○

健康スポーツ科学 2 ○ ○

スポーツ実習A 1 ○ ○

スポーツ実習B 1 ○ ○

スポーツ演習 1 ○ ○

0 1又は2 自由選択 ○ ○

2 医療従事者のための心理学 2
必　　修
(注7)

○

2
Development of International
Collaboration in Medical Science

2 必　　修 ○

初修生物学(注8) 2 ○

細胞科学 2 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1 ○

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1 ○

一般化学 2 ○

初修物理学(注9) 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

基礎微分積分学 2 ○

ヘルスサイエンスのための基盤数学
(注11)

2 ○

基礎線形代数学 2 ○

統計学 2 ○
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注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

注6：
注7：

注8：
注9：

注10：

注11：

大学入学共通テストにおいて物理を選択していない者は，「初修物理学」を必修として履修すること。

2 選択必修健 康 ス ポ ー ツ 科 目

社 会 連 携 科 目

2 選択必修

外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位
認定の取扱いについて」を参照すること。

「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

大
学
教
育

基
礎
科
目

初 修 外 国 語
(ドイツ語,フランス語, 中
国語のうちから1言語選択)

4
選択必修
(注5)

外
国
語
科
目共

通
科
目

2

必　　修
(注3)
(注4)

2

2

区
分

科目区分
要修得
単位数

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

教
養
教
育
科
目

平 和 科 目

大 学 教 育 入 門

教 養 ゼ ミ

領 域 科 目

英　語

コミュニケーション基礎

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

展 開 ゼ ミ

計

基　　盤　　科　　目

4
選択必修
(注10)

情報・データサイエンス科目

要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，シラバスの使用言語欄が「E：英語」の科目の履修により修得した単位を，卒業に必要
な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。詳細は，学生便覧の教養教育の項を参照すること。

「ヘルスサイエンスのための基盤数学」を選択できる者は，高等学校等で数学Ⅲ又は数学Ⅲに相当する科目を履修していないものに限る。

大学入学共通テストにおいて生物を選択していない者は，「初修生物学」を必修として履修すること。

生物に関する科目群，化学に関する科目群及び物理に関する科目群のうち，2科目群から1科目ずつ履修すること。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修することも可能である。授業科目によ
り実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）(注1)

1 2

情報・データサイエンス科目の選択必修科目のうち2単位を超えて修得した場合は，4単位まで領域科目の人文社会科学系科目群から履修したものとみな
す。

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要
な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧の教養教育の外国
語科目に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得した単位を，卒業に必要な単
位(2単位)に算入することができる。
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

◎ 臨床心理学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 特別科目 2 2

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 解剖学 2 2

◎ 局所解剖学Ⅰ 1 1

◎ 局所解剖学Ⅱ 1 1

◎ 解剖学実習Ⅰ 2 2

◎ 解剖学実習Ⅱ 2 2

◎ 発生学 2 2

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 組織学実習Ⅰ 1 1

◎ 組織学実習Ⅱ 1 1

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 人類遺伝学 2 2

◎ 口腔生化学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生化学Ⅱ 1 1

◎ 口腔生化学実習 1 1

◎ 口腔生理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔生理学実習 1 1

◎ 歯科理工学Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学Ⅱ 2 2

◎ 歯科理工学実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学実習Ⅱ 1 1

◎ 微生物学Ⅰ 2 2

◎ 微生物学Ⅱ 2 2

◎ 免疫学 2 2

◎ 口腔微生物学・免疫学実習 1 1

◎ 歯科薬理学Ⅰ 2 2

◎ 歯科薬理学Ⅱ 2 2

◎ 薬理学実習 1 1

◎ 口腔病理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔病理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔病理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔病理学実習Ⅱ 1 1

◎ 医科歯科分子生物学 1 1

◎ 放射線生物学・放射線健康リスク科学 2 2

◎ 基礎ゲノム医学 2 2

◎ 内科学Ⅰ 2 2

◎ 内科学Ⅱ 2 2

◎ 外科学Ⅰ 2 2

◎ 外科学Ⅱ 1 1

◎ 眼科学 1 1

◎ 耳鼻咽喉科学 1 1

◎ 皮膚科学 1 1

◎ 精神科学 1 1

◎ 小児科学 1 1

歯 学 部 教 育 課 程 表 （別 表 第 ２）

科目区分 授　業　科　目
最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

備　　考1 2 3 4 5 6

基

幹

科

目

専

門

基

礎

科

目

生

命

科

学

系

科

目

医

学

系

科

目
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 歯科放射線学Ⅰ 1 1

◎ 歯科放射線学Ⅱ 2 2

◎ 歯科放射線学基礎演習 1 1

◎ 診断・検査学 2 2

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯科麻酔学 2 2

◎ 歯科麻酔学基礎演習 1 1

◎ 歯内療法学Ⅰ 1 1

◎ 歯内療法学Ⅱ 1 1

◎ 保存修復学Ⅰ 1 1

◎ 保存修復学Ⅱ 1 1

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯周病学Ⅰ 1 1

◎ 歯周病学Ⅱ 2 2

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎機能学 2 2

◎ 補綴学Ⅰ 1 1

◎ 補綴学Ⅱ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅰ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅱ 1 1

◎ 口腔インプラント学 2 2

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔外科学Ⅰ 2 2

◎ 口腔外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎外科学Ⅰ 2 2

◎ 顎外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅲ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅳ 1 1

◎ 歯科矯正学Ⅰ 2 2

◎ 歯科矯正学Ⅱ 2 2

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 小児歯科学Ⅰ 2 2

◎ 小児歯科学Ⅱ 2 2

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 歯科臨床解剖学Ⅰ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学Ⅱ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科臨床解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅰ 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅰ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅱ 2 2

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

備　　考1 2 3 4 5 6

社
会
歯
学
系

科
目

歯
学
研

究
科
目

授　業　科　目
最低修得
単位数

科目区分

基

幹

科

目

総

合

臨

床

系

科

目
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 国際歯科医学特論 1 1

◎ 口腔機能修復学特論 1 1

◎ 応用口腔医学特論 1 1

◎ 顎口腔医療学特論 1 1

◎ 咬合発達育成学特論 1 1

◎ 臨床歯科医学総合演習 2 2

◎ 総合歯科医療学Ⅱ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅲ 1 1

◎ 基礎・臨床総合示説 4 4

◎ がんの生物学 1 1

◎ 救急集中治療医学 1 1

◎ 歯学研究実習Ⅰ 2 2

◎ 歯学研究実習Ⅱ 4 4

◎ 歯学研究実習Ⅲ 2 2

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業

科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業

科目を重複して単位修得可能

◎ 臨床見学演習・実習Ⅰ 1 1

◎ 臨床見学演習・実習Ⅱ 2 2

◎ 臨床見学演習・実習Ⅲ 1 1

◎ 臨床実習（予備実習含む） 39

2 6 23 27 26 31 34 23 16 1 0 39

228

（注）　◎は必修科目を示す。

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　基幹科目

　大学教育基礎科目  4単位 　　専門基礎科目  11単位

　共通科目 　　生命科学系科目  55単位

領域科目  8単位 　　医学系科目  12単位

外国語科目 　　総合臨床系科目  76単位

　英語  6単位 　　社会歯学系科目   4単位

　初修外国語  4単位 　　歯学研究科目   4単位

情報・データサイエンス科目  4単位 　展開科目  23単位

健康スポーツ科目  2単位 　臨床実習科目

　基盤科目 10単位 　　臨床見学演習・実習Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ   4単位

　　臨床実習（予備実習含む）  39単位

教養教育科目小計 40単位 専門教育科目小計 228単位

科目区分 授　業　科　目 備　　考1 2 3 4 5 6

歯学プログラム　卒業要件単位数　268 単位

展

開

科

目

臨床実習
科目

39

最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

57合　　計 8 50 57 17 39
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 免疫学 1 1

◎ 基礎オーラルサイエンス実習 1 1

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学実習 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 臨床心理学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 総合医科学 2 2

◎ 基礎栄養生化学 2 2

◎ 栄養指導学演習（食品学を含む。） 1 1

◎ 口腔保健学概論 1 1

◎ 口腔保健学臨床概論 1 1

◎ 臨床歯科学概論 1 1

◎ 発達期系歯科学（歯科矯正学） 2 2

◎ 発達期系歯科学（小児歯科学） 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 保存系歯科学（歯内療法学） 1 1

◎ 保存系歯科学（歯周病学） 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 歯科放射線学 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 歯科麻酔学 1 1

◎ 歯科医療管理学示説Ａ 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅰ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅱ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅲ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅳ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健教育学 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅵ 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

備　　考1 2 3 4

専

門

基

礎

科

目

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔保健管理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅵ 1 1

◎ 口腔保健カウンセリング実習 1 1

◎ 学校歯科保健教育論 1 1

◎ リハビリテーション概論 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅱ 1 1

◎ 看護学Ⅰ 1 1

◎ 看護学ⅡA 1 1

◎ 看護学ⅡB 1 1

看護学Ⅲ 2 2

看護学演習 1 1

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 1

養護概説 2 2

健康相談 1 1

学校保健演習Ⅰ 1 1

学校保健演習Ⅱ 1 1

小児科学 1 1

精神科学 1 1

精神保健学 1 1

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 口腔保健学臨床・臨地実習 20 5

口腔保健管理学臨床実習 5

◎ 卒業研究 3 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

3 4 24 24 24 16 0 17

112

（注）　◎は必修科目を示す。

口腔保健学プログラム　卒業要件単位数　150単位

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  33単位

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  79単位

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報・データサイエンス科目  4単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目  8単位

教養教育科目小計 38単位 専門教育科目小計 112単位

備　　考
区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

合　　　　　　　　計 177 48

専

門

教

育

科

目

40

専

門

科

目
15

5

2

最低修得
単位数

1 2 3 4

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔工学入門 1 1

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 口腔解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔機能学 2 2

◎ 顎口腔機能学実習 1 1

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

免疫学 1 1

口腔衛生学 2 2

◎ 社会歯科学 1 1

総合医科学 2 2

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 基礎栄養生化学 2 2

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 保存系歯科学（歯内療法学） 1 1

◎ 保存系歯科学（歯周病学） 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 障害者・有病者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 関係法規（社会保障制度を含む） 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 生体材料学 1 1

◎ 生体材料学実習 1 1

◎ 応用生体材料学実習 1 1

◎ 精密鋳造学 2 2

◎ 精密鋳造学実習 1 1

◎ CAD／CAMシステム工学 1 1

◎ 医療システム工学 1 1

◎ デジタルデンティストリ実習 1

◎ 口腔工学概論 2 2

◎ ME機器学 1 1

◎ 発達系歯科学（小児歯科学） 1 1

◎ 発達系歯科学（小児歯科学）基礎実習 1 1

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学） 2 2

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学）基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 発達系歯科学（矯正歯科学）基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅲ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（インレー） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（クラウンⅠ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（クラウンⅡ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（ブリッジⅠ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（ブリッジⅡ） 1 1

区
分

科目
区分

授　業　科　目
最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

専

門

科

目

備　　考1 2 3 4

1
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 歯冠修復保健工学実習（前装冠・インプラント上部構造Ⅰ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習（前装冠・インプラント上部構造Ⅱ） 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習 1 1

◎ 有床義歯保健工学（全部床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学（部分床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（全部床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（部分床義歯） 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習（アナプラストロジーⅠ） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習（アナプラストロジーⅡ） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習（インプラント上部構造） 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習 1 1

◎ 審美歯科学 1 1

◎ メディカルデザイン工学実習 1 1

◎ オーラルプロセス工学実習 1 1

◎ 口腔保健工学臨床的実習 13 1 6 6

◎ メディカルデザイン工学Ⅰ 1 1

◎ メディカルデザイン工学Ⅱ 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 卒業研究 9 6 2 1

夏季特別実習 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

歯学国際演習A 1
奇数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

歯学国際演習B 1
偶数セメスターに開講・同一授業
科目を重複して単位修得可能

3 6 27 17 22 16 8 12

111

（注）　◎は必修科目を示す。

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  24単位

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  87単位

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報・データサイエンス科目  4単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目 10単位

教養教育科目小計 40単位 専門教育科目小計 111単位

9 44 38 20

口腔工学プログラム　卒業要件単位数　151単位

備　　考1 2 3 4
科目
区分

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

合　　　　　　　　計

最低修得
単位数

履修年次（中段：年次/下段：セメスター）

授　業　科　目
区
分
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Ⅲ 教 育 課 程 

 

 

 

２ 歯学科関係の取扱い 



   ○広島大学歯学部歯学科教育課程の履修方法について 
(平成 17 年 3 月 20 日学部長決裁) 

 
1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁)の規定に基づき，

広島大学歯学部歯学科の履修方法に関し必要な事項を定めるものとする。 
2 第 1 年次の授業科目の履修について 
  広島大学歯学部細則別表第 1(以下「別表第 1」という。)及び広島大学歯学部細則別表

第 2(以下「別表第 2」という。)で定める卒業要件単位のうち，第 1 年次に次の単位を修

得しなければ，第 2 年次の専門教育科目の授業科目を履修することができない。 
 大学教育基礎科目 
  教養ゼミ 2 単位 
 共通科目 
  外国語科目 7 単位(コミュニケーション演習は含まない。) 
  領域科目，情報・データサイエンス科目及び健康スポーツ科目 4 単位 
 基盤科目 
  必修科目 6 単位 
  選択必修科目 4 単位 
 専門教育科目 
  解剖学 2 単位 

局所解剖学Ⅰ 1 単位 
局所解剖学Ⅱ 1 単位 

  解剖学実習Ⅰ 2 単位 
  解剖学実習Ⅱ 2 単位 
3 第 2 年次から第 5 年次の授業科目の履修について 
  別表第 2 で定める卒業要件単位のうち，各年次で修得すべき授業科目の単位が未修得

の場合は，次年次の授業科目を履修することができない。 
4 特別試験について 
 (1) 各年次で修得すべき授業科目の不足数が 4 科目以内の場合は，広島大学大学院医系

科学研究科の歯学部併任の教員及び広島大学病院の歯科領域の専任の教員に限り，学

年末に特別試験を行うことがある。 
 (2) 特別試験の成績評価は，可又は不可とする。 
5 臨床実習の履修について 

第 5 年次第 9 セメスターまでに，以下の（1）（2）の条件をすべて満たさない場合は，

臨床実習を履修することができない。 
（1）別表第 1 で定める卒業要件単位のうち，すべての修得すべき授業科目の単位を

修得すること。 
（2）別表第 2 で定める卒業要件単位のうち，第 5 年次第 9 セメスターまでのすべて
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の修得すべき授業科目の単位を修得すること。 
   
   附 則 
1 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 16 年以前に入学した学生については，この取扱いの規定にかかわらず，広島大学 
 歯学部教育課程の履修方法についてによる。 
   附 則(平成 18.3.6 及び平成 18.3.20 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 16 年以前に入学した学生の，広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1)に定める 
 授業科目の履修については，この取扱いの規定にかかわらず，広島大学歯学部教育課程 
 の履修方法についてによる。 
   附 則（平成 20.3.6 一部改正） 
 この取扱いは，平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則（平成 21.2.5 一部改正） 
 この取扱いは，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則（平成 22.2.  一部改正） 
 この取扱いは，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 23.3.3 一部改正) 
 この取扱いは，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 24.3.8 一部改正) 
 この取扱いは，平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 26.3.19 一部改正) 
 この取扱いは，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 26.9.11 一部改正) 
 この取扱いは，平成 26 年 10 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 28.3.3 一部改正) 
 この取扱いは，平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 29.3.6 一部改正) 
 この取扱いは，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 30.3.19 一部改正) 
 この取扱いは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 31.3.5 一部改正) 
 この取扱いは，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(令和元.8.30 一部改正) 
 この取扱いは，令和元年 8 月 30 日から施行し，令和元年 4 月 1 日から適用する。 
   附 則(令和元.9.12 一部改正) 
 この取扱いは，令和元年 9 月 12 日から施行し，令和元年 4 月 1 日から適用する。 
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附 則(令和 5.3.6 一部改正) 
1 この取扱いは，令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 4 年度以前に入学した学生の履修方法については，この取り扱いによる改正後の

広島大学歯学部歯学科教育課程の履修方法について(5 臨床実習の履修についてに係る

部分を除く。)にかかわらず，なお従前の例による。 



○広島大学歯学部歯学科における既修得単位等の認定の取扱い

平成 17 年 3 月 20 日 
学部長決裁

1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁)に基づき，広島 
大学歯学部歯学科における既修得単位等の認定に関し必要な事項を定めるものとする。

2 1 年次入学生については，広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1)に基づく科目区分 
ごとに認定できる単位数を次のように定める。

(1) 大学教育基礎科目 0 単位

(2) 共通科目

領域科目 8 単位以内

外国語科目 10 単位以内 
英語 6 単位以内 
初修外国語 4 単位以内 

情報・データサイエンス科目 4 単位以内 
健康スポーツ科目 2 単位以内 

(3) 基盤科目 10 単位以内

(4) 上記にかかわらず，広島大学で修得した単位については，大学教育基礎科目 4 単位

及び平和科目 2 単位を認定できる。

 附 則

附 則(平成 18.3.20 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 17 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 

部細則第 14 条に基づく歯学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわらず，な 
お従前の例による。

 附 則(平成 20.3.6 一部改正) 
この取扱いは，平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

 附 則(平成 23.3.19 一部改正) 
この取扱いは，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

 附 則(平成 26.3.6 一部改正) 
この取扱いは，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

 附 則(平成 28.4.14 一部改正) 
この取扱いは，平成 28 年 4 月 14 日から施行し，平成 28 年 4 月 1 日から適用する。 

 附 則(平成 30.3.19 一部改正) 
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1 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 16 年以前に入学した学生については，この取扱いの規定にかかわらず，広島大学

既修得単位などの認定に関する細則の歯学部における取り扱いについてによる。



 この取扱いは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 31.3.5 一部改正) 
 この取扱いは，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(令和 3.3.4 一部改正) 
 この取扱いは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
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   ○講座配属制のマッチング方法と学生発表会について 
平成 31 年 3 月 19 日 

歯学部教授会承認 
 
 歯学科コース制は，平成 30 年度まで「最先端歯学研究コース」と「臨床歯科医学コー

ス」の 2 コース選択となっていましたが，研究教育のさらなる充実化のため平成 31 年度

から新しいシステムになります。 
 これまでは「最先端歯学研究コース」と「臨床歯科医学コース」に分かれた上で，さら

に基礎系研究室，臨床系研究室のうち 1 つに配属されていましたが，新システムでは 2 コ

ース選択とせず，最初から全研究室のうちいずれか 1 つに所属します。これにより，配属

研究室の選択が簡略化されるとともに，1 つの研究室で一貫した研究を行えるようになり

ます。 
 従来，「臨床歯科医学コース」のみで行われていた臨床歯科医学総合演習及び各種特論は，

全員を対象に行います。一方，「臨床歯科医学コース」の各演習・実習科目は，配属された

研究室でそれぞれ特徴のある教育として受けていただくことになります。 
 
1 講座配属制のマッチング方法について 
 (1) 歯学研究特論Ⅰ(3 年次第 1 ターム)及び歯学研究特論Ⅱ（3 年次第 2 ターム)で制度

の説明及び全研究室の講義を行う。 
 (2) 各研究室は受入れ可能最大人数及び国際歯学コース学生の受入れ可能な人数を学

生支援グループへ提出する(原則として最少 1 名とする)。 
 (3) 学生支援グループは歯学科 3 年次の学年代表に受入れ人数を提示し，調整を依頼す

る。 
 (4) 歯学科 3 年次の学年代表は各研究室の受入れ人数について，原則として最少 1 名と

なるように調整を行い，学生同士で協議して研究室を決定する。 
   なお，学生同士の協議で決まらなかった場合は， くじ又は GPA 等を用いて決める

ことができる。 
 (5) 歯学部長室会議，歯学部教授会の順に承認を受ける。 
 
2 学生発表会について 
 (1) ポスター発表で行う。 
 (2) 1 グループ 1 人以上で発表する。 
 (3) 学生が運営を担う。 
 

附 則 
この取り扱いは，平成 31 年 4 月 1 日より適用する。 

附 則（令和 3.2.9 一部改正） 
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この取り扱いは，令和 3 年 4 月 1 日より適用する。 
附 則（令和 5.3.6 一部改正） 

この取り扱いは，令和 5 年 4 月 1 日より適用する。 
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   ○広島大学歯学部共用試験歯学系 CBT に関する申合せ 
平成 29 年 9 月 14 日 

学部長決裁 
 
第 1 この申合せは，本学部の共用試験歯学系 CBT(以下「CBT」という。)に関し必要な

事項を定めるものとする。 
第 2 CBT 本試験，CBT 追試験及び CBT 再試験の IRT 標準スコアがそれぞれ 480 未満

かつテスト得点が 70％未満の者は，不合格とする。 
第 3 CBT 本試験の不合格者は，CBT 再試験の対象とする。 
第 4 CBT 再試験の不合格者には，総合歯科医療学Ⅲの単位を与えない。 
第 5 CBT のその他必要な事項については，医療系大学間共用試験実施機構の定める当該

年度の実施マニュアルに従う。 
 
   附 則 
1 この申合せは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
2 共用試験(歯学 CBT 及び歯学 OSCE)の成績の取扱いに関する申合せ(平成 25 年 11 月 
 14 日学部長決裁)は，廃止する。 
   附 則(令和元年 12 月 12 日 一部改正) 
 この申合せは，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(令和 3 年 3 月 4 日 一部改正) 
1 この申合せは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 3 年度以前に歯学系 CBT を受験する者の広島大学歯学部共用試験歯学系 CBT に

関する申合せについては，この申合せによる改正後の広島大学歯学部共用試験歯学系

CBT に関する申合せの規定にかかわらず，なお従前の例による。 
   附 則(令和 4 年 9 月 8 日 一部改正) 
 この申合せは，令和 4 年 9 月 8 日から施行する。 
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  ○広島大学歯学部共用試験歯学系 OSCE に関する申合せ 
平成 29 年 9 月 14 日 

学部長決裁 
 
第 1 この申合せは，本学部の共用試験歯学系 OSCE(以下「OSCE」という。)に関し必要 
 な事項を定めるものとする。 
第 2 OSCE 本試験をやむを得ない理由により受験できなかった者は，OSCE 追試験を行

う。 
第 3 OSCE 本試験の総得点が 60％未満又は概略評定が 3 点未満の者は，OSCE 再試験を

行う。 
第 4 OSCE 追試験の結果が不合格の者は，OSCE 再試験を行う。 
第 5 OSCE 追試験又は OSCE 再試験に合格した者は，OSCE 本試験に合格した者とみな

す。 
第 6 OSCE 再試験の結果が不合格の者は，総合歯科医療学Ⅲの単位を与えない。 
   附 則 
 この申合せは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(令和元年 12 月 12 日 一部改正) 
 この申合せは，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(令和 3 年 3 月 4 日 一部改正) 
1 この申合せは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 3 年度以前に歯学系 OSCE を受験する者の広島大学歯学部共用試験歯学系 OSCE

に関する申合せについては，この申合せによる改正後の広島大学歯学部共用試験歯学系

OSCE に関する申合せにかかわらず，なお従前の例による。 
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  ○広島大学歯学部 歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC PX)に
関する申合せ 

令和 3 年 3 月 4 日 
学部長決裁 

 
第 1 この申合せは，本学部の歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC 

PX)(以下「Post-CC PX」という。)に関し必要な事項を定めるものとする。 
第 2 Post-CC PX の臨床実施試験（CPX）又は一斉技能試験（CSX）が不合格の者に対

し，それぞれ再試験を行う。 
第 3 Post-CC PX の臨床実施試験（CPX）において，臨床実習終了時に不十分と判定さ

れた項目が残っている者には，臨床実習の単位を与えない。 
第 4 Post-CC PX の一斉技能試験（CSX）において，臨床実習終了時に不合格の者には，

臨床実習の単位を与えない。 
   附 則 
1 この申合せは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
2 広島大学歯学部 歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC OSCE )に

関する申合せ（令和元年 12 月 12 日学部長決裁）は，廃止する。 
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○広島大学歯学部口腔健康科学科教育課程の履修方法について

平成 17 年 3 月 20 日 
学部長決裁

1 この扱いは，広島大学歯学部細則の規定に基づき，広島大学歯学部口腔健康科学科の 
履修方法に関し必要な事項を定めるものとする。

2 第 2 学年の授業科目の履修について 
(1) 広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1)に定める卒業要件単位数のうち，第 3，

第 4 セメスター開講の科目以外で未習得の科目のある者は，第 2 学年の授業科目を履

修することができない。

ただし，不合格科目が 2 科目以内で，第 2 学年以降に履修の見込みがあると認めた 
場合は，第 2 学年の授業科目の履修を許可することがある。 

(2) 広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1 及び別表第 2)で定める修得すべき授業科

目のうち，4 科目以上の単位が第 1 学年末で未修得の者は，第 2 学年の授業科目を履

修することができない。

なお，3 科目以内の単位未修得者については，履修を許可することがある。 
3 第 3 学年の授業科目の履修について 

広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 1 及び別表第 2)で定める修得すべき授業科目 
のうち，4 科目以上の単位が第 2 学年末で未修得の者は，第 3 学年の授業科目を履修す 
ることができない。

なお，3 科目以内の単位未修得者については，履修を許可することがある。 
4 「口腔保健衛生学臨床・臨地実習」，「口腔保健工学臨床的実習」の履修について 

第 3 学年の第 5 セメスターまでに所定の単位(広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 
1 及び別表第 2))を未修得の者は，第 6 セメスターから始まる「口腔保健衛生学臨床・臨 

 地実習」，「口腔保健工学臨床的実習」を履修することができない。

5 第 4 学年の履修について 
広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 2)に定める第 3 学年までに修得すべき授業科 

目の単位を未習得の者は，第 4 学年の「口腔保健衛生学臨床・臨地実習」又は「口腔保 
健工学臨床的実習」を履修することができない。

6 口腔保健学専攻における養護教諭一種免許取得に必要な授業科目の履修について 
(1) 口腔保健学専攻の学生は，口腔保健学専攻教育課程の必修科目に加えて，別表「養

  護教諭一種免許取得に必要な履修科目」を修了することにより，養護教諭一種免許を

  取得することができる。

(2) 第 6 セメスター以降の履修について

① 第 5 セメスター終了時点での通算 GPA が，原則 55 以上でなければ，別表「養護

教諭一種免許取得に必要な履修科目」の第 6 セメスター以降の科目を履修すること

ができない。
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  ② 第 5 セメスターまでに所定の単位(歯学部細則教育課程表(別表第 1 及び別表第 2) 
   及び別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科目」)を未修得の者は，別表「養護 
   教諭一種免許取得に必要な履修科目」の第 6 セメスター(※)以降の科目を履修する 
   ことができない。 
  ③ 第 6 セメスターまでに所定の単位(別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科 
   目」のうち第 6 セメスター(※)までの単位)を未修得の者は，「基礎看護学臨床実習(養 
   護教諭)」を履修することができない。 
  ④ 第 6 セメスターまでに所定の単位(別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科 
   目」のうち第 6 セメスターまでの単位)を未修得の者は，第 7 セメスターの「養護実 
   習」，「養護実習指導論」を履修することができない。 
  ⑤ 第 7 セメスターまでに所定の単位(別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科 
   目」のうち第 7 セメスターまでの単位)を未修得の者は，第 8 セメスターの「教職実 
   践演習(養護教諭)」を履修することができない。 
    ただし，第 6 セメスター開講の「教職に関する科目」は除く。 
7 再履修について 
  不合格科目は，再履修が原則であるが当該科目の担当教員(兼担教員を含む。)の指導 
 によるものとする。 
8 特別試験について 
  この取扱い 2 及び 3 により次学年の授業科目の履修を許可した場合，広島大学歯学部 
 細則教育課程表(別表第 2)の授業科目のうち当該不合格科目について，学期末に特別試験 
 を実施し，成績評価を行う。成績評価は可又は不可とする。なお，第 5 セメスターの科 
 目については，特別試験を行わない。 
  なお，各科目の特別試験は原則として年 1 回のみ実施する。 
9 その他 
  広島大学歯学部細則教育課程表(別表第 2)の授業科目の試験において，不正行為のあっ 
 た者については，厳しく処分を行う。 
   附 則 
 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 18.3.6 一部改正) 
 この取扱いは，平成 18 年 3 月 6 日から施行し，平成 17 年 4 月 1 日から適用する。 
   附 則(平成 18.3.20 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 17 年度に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学部細 
 則第 20 条に基づく口腔保健学科の履修方法の取扱いにかかわらず，なお従前の例によ 
 る。 
   附 則(平成 21.3.19 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 
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2 平成 20 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 20 条に基づく口腔健康科学科の履修方法の取扱いにかかわらず，なお従前の 
 例による。 
  附 則(平成 23.3.19 一部改正) 
１ この取扱いは，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 22 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 20 条に基づく口腔健康科学科の履修方法の取扱いにかかわらず，なお従前の 
 例による。 
  附 則(平成 25.1.10 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 24 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 20 条に基づく口腔健康科学科の履修方法の取扱いにかかわらず，なお従前の 
 例による。 
  附 則(平成 26.3.6 一部改正) 
 この取扱いは，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(平成 27.3.19 一部改正) 
 この取扱いは，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(平成 27.12.10 一部改正) 
 この取扱いは，平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(平成 28.3.3 一部改正) 
 この取扱いは，平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(平成 30.3.19 一部改正) 
 この取扱いは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(平成 31.3.5 一部改正) 
 この取扱いは，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(令和 3.3.4 一部改正) 
 この取扱いは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
  附 則(令和 4.3.4 一部改正) 
1 この取扱いは，令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 3 年度以前に入学した学生の別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科目」に

ついては，この改正後の広島大学歯学部口腔健康科学科教育課程の履修方法についての

規定にかかわらず，なお従前の例による。 
  附 則(令和 5.3.6 一部改正) 
1 この取扱いは，令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 4 年度以前に入学した学生の別表「養護教諭一種免許取得に必要な履修科目」に

ついては，この改正後の広島大学歯学部口腔健康科学科教育課程の履修方法についての

規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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別表（第6項関係）

科目名
合計必要
単位数

履修年次
履修登録
の必要
（注1）

備考

日本国憲法 2 1 〇 教養教育科目の領域科目。

健康スポーツ科学

スポーツ実習A

スポーツ実習B

スポーツ演習

コミュニケーションIA

コミュニケーションIB

コミュニケーションIIA

コミュニケーションIIB

数理、データ活用及び人工知能に
関する科目

情報・データ科学入門 ×

情報活用演習 〇

情報活用概論 ※ 〇

コンピュータ・プログラミング 1 〇

8

教育の思想と原理 2

教職入門 2

教育と社会・制度 2

児童・青年期発達論 2

特別支援教育 1 偶数年度（西暦）開講

教育課程論 2

道徳教育指導法 2 奇数年度（西暦）開講

総合的な学習の時間の指導法 1 奇数年度（西暦）開講

特別活動指導法 2 偶数年度（西暦）開講

教育方法・技術論及び情報活用教育
論

2

生徒・進路指導論 2

教育相談 2

養護実習指導論 4

養護実習 4

教職実践演習（養護教諭） 2 4

29

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関する内容

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び
方法

養護実習
[養護実習に係る事前事後指導1単位を含む]

教職実践演習

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含
む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及
び学校安全への対応を含む。）

情報機器の操作

合計単位数

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

2 1

1

数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作

2

体育

1

養護教諭一種免許取得に必要な履修科目

（口腔健康科学科口腔保健学専攻）

いずれかの科目を履修し、
2単位以上修得すること。

いずれかの科目を履修し、
2単位以上修得すること。

※夜間授業時間帯にのみ開
設される

教員免許取得に際しては2単
位で足りるが、口腔保健学専
攻を卒業するためには、すべ
ての単位を修得する必要があ
る。

日本国憲法

科目の区分

〇

×

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
六
の
六
に
定
め
る
科
目

合計単位数

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

1～3

〇

2外国語コミュニケーション

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び
生

徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

5

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
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別表（第6項関係）

科目名
合計必要
単位数

履修年次
履修登録
の必要
（注1）

備考

養護教諭一種免許取得に必要な履修科目

（口腔健康科学科口腔保健学専攻）

科目の区分

口腔衛生学 2 2 ×

衛生学・口腔衛生学実習 1 2 × （注2）

社会歯科学 1 2 × （注2）

衛生行政 1 2 ×

衛生学・公衆衛生学 1 2 ×

口腔保健教育学 1 2 ×

学校歯科保健教育論 1 3 ×

学校保健演習Ⅰ 1 3 〇

学校保健演習Ⅱ 1 3 〇

スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 3 ×

養護概説 2 3 〇

臨床心理学 1 3 × （注2）

口腔保健カウンセリング実習 1 3 ×

健康相談 1 3 〇

基礎栄養生化学 2 2 ×

栄養指導学演習(食品学を含む。) 1 2 ×

解剖学・口腔解剖学 2 1 ×

歯の形態学 1 2 × （注2）

口腔科学基礎 1 2 × （注2）

生理学・口腔生理学 2 1 ×

病理学・口腔病理学 2 2 × （注2）

薬理学・歯科薬理学 2 2 ×

微生物学・口腔微生物学 2 2 ×

免疫学 1 2 ×

精神科学 1 3 〇

精神保健学 1 3 〇

総合医科学 2 3 ×

看護学Ⅰ 1 2 ×

看護学ⅡA 1 2 ×

看護学ⅡB 1 2 ×

看護学Ⅲ 2 3 〇

看護学演習 1 2 〇

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 3 〇

小児科学 1 3 〇

44

「微生物学、免疫学、薬理概論」

精神保健

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）

（注1）　「履修登録の必要性」欄の〇は学生自身で履修登録が必要であることを、×は必要ないことを表す（×の科目は口腔保健学専攻の必修科目であり、履修登録を大学で行うため）。

    　　 ただし×の科目であっても、再履修の場合は学生自身による履修登録が必要である。

（注2）　教員の免許状取得科目のための選択科目であるが、口腔保健学専攻を卒業するためには単位を修得する必要がある。

合計単位数

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。）

学校保健

養護概説

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法

栄養学（食品学を含む。）

解剖学・生理学

養
護
に
関
す
る
科
目
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   ○広島大学歯学部口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱い 
平成 17 年 3 月 20 日 

学部長決裁 
 
1 この取扱いは，広島大学歯学部細則(平成 16 年 7 月 28 日学部長決裁)の規定に基づき， 
 広島大学歯学部口腔健康科学科における既修得単位等の認定に関し必要な事項を定める 
 ものとする。 
2 1 年次入学生については，広島大学歯学部細則教育課程表(別表第１)に基づく科目区分 
 ごとに認定できる単位数を次のように定める。 
 (1) 大学教育基礎科目 0 単位 
 (2) 共通科目 
    領域科目 
     口腔保健学プログラム 8 単位以内 
     口腔工学プログラム 2 単位以内 
    外国語科目 10 単位以内 
     英語 6 単位以内 
     初修外国語 4 単位以内 
    情報・データサイエンス科目 4 単位以内 
    健康スポーツ科目 2 単位以内 
 (3) 基盤科目 
    口腔保健学プログラム 8 単位以内 
    口腔工学プログラム 10 単位以内 
 (4) 上記にかかわらず，広島大学で修得した単位については，大学教育基礎科目 4 単位 
  及び平和科目 2 単位を認定できる。 
   附 則 
 この取扱いは，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則(平成 18.3.20 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 17 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔保健学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわら 
 ず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 21.3.19 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 20 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 22.3.  一部改正) 
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1 この取扱いは，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 21 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 23.3.19 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 22 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 26.3.6 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 25 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 28.4.14 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 28 年 4 月 14 日から施行し，平成 28 年 4 月 1 日から適用する。 
2 平成 27 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 29.3.6 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 28 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 30.3.19 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 29 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則第 14 条に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわ 
 らず，なお従前の例による。 
   附 則(平成 31.3.5 一部改正) 
1 この取扱いは，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
2 平成 30 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
 部細則に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわらず，な 
 お従前の例による。 
   附 則(令和 3.3.4 一部改正) 
1 この取扱いは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
2 令和 2 年度以前に入学した学生については，この取扱いによる改正後の広島大学歯学 
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 部細則に基づく口腔健康科学科における既修得単位等の認定の取扱いにかかわらず，な 
 お従前の例による。 
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注　　　意

１�．教養教育科目は東広島，霞及び東千田の各キャンパスで開
講されます。履修を希望する科目がどこのキャンパスで開講
される科目なのかを別途配付する冊子「教養教育科目授業時
間割」などで確認の上，履修手続等を行ってください。
２�．授業に関する連絡事項，時間割変更，休講・補講・教室変
更，期末試験情報等の講義情報は「学生情報の森　もみじ」
で通知します。「学生情報の森　もみじ」は学外者も閲覧可
能な「もみじTop」と，ID とパスワードを使って利用する�
「My もみじ」で構成されています。確認を怠ったために，
思いもよらない不利益を被る場合がありますので，一日に一
度は必ず両方の「もみじ」を確認してください。

３�．記載事項等に不明な点や疑問な点があれば，この学生便覧
を持参の上，直接関係窓口で確認してください。

　TOEFL 及び TOEIC はエデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）の登録
商標です。この印刷物はETSの検討を受けまたはその承認を得たものではありません。
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Ⅰ
．
教
養
教
育
の
理
念
と
目
的

　
広
島
大
学
は
，
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
被
爆
地
広
島
に
19
49
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
森
戸
辰
男
初
代
学
長
は
，
19
50
年
11
月
5日
の
広
島
大
学
開
学
式
に
お
い
て
，「
平
和
な
一
つ
の
世

界
」
を
実
現
す
る
た
め
に
，
ま
ず
民
主
的
で
平
和
な
「
一
つ
の
祖
国
」
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
，
そ

し
て
「
一
つ
の
祖
国
」
の
精
神
的
基
礎
を
な
す
自
由
で
平
和
な
「
一
つ
の
大
学
」
と
し
て
，
広
島
大
学
が

世
界
と
日
本
の
平
和
的
再
建
と
い
う
責
任
を
果
た
す
決
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
学
の
精
神
に
基

づ
き
，
広
島
大
学
で
は
教
養
教
育
に
お
け
る
理
念
と
目
的
を
次
の
よ
う
に
立
て
て
い
ま
す
。

教
養
教
育
の
理
念

教
養
教
育
の
目
的

　
教
養
教
育
の
目
的
は
，
幅
広
い
教
養
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
，
い
わ
ゆ
る
専
門
に
直
結
す
る
基
礎
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
だ
け
で
な
く
，
そ
の
枠
を
超
え

て
広
く
学
問
へ
の
関
心
を
高
め
，
も
の
ご
と
を
学
際
的
・
総
合
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
能
力
を
養
う
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
，
教
養
教
育
で
得
た
も
の
を
，
み
な
さ
ん
の
人
間
と
し
て
の
成
長
と
人
類
の
未

来
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

【
教
養
教
育
の
学
習
イ
メ
ー
ジ
】

　
広
島
大
学
は
，
我
が
国
有
数
の
規
模
を
も
つ
総
合
大
学
と
し
て
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
，
幅
広

く
深
い
教
養
と
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
，
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
指
す
教
養
教
育
を
行

い
，
専
門
的
知
識
・
技
術
の
修
得
と
あ
い
ま
っ
て
，
人
間
の
尊
厳
と
人
類
愛
に
基
づ
く
国
際
理
解
と
世
界

平
和
へ
の
寄
与
を
通
し
て
，
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

視
野
を
ひ
ろ
げ
る
，

視
点
を
か
え
る

（
学
際
・
総
合
）

学
び
の
土
台
を
つ
く
る

（
基
礎
力
）

○
�人
類
の
知
識
の
根
源
を
知
る
。

○
�異
な
る
言
語
や
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
。

○
�情
報
化
社
会
に
お
け
る
基
礎
知

識
を
修
得
す
る
。

○
�体
力
・
健
康
づ
く
り
の
方
法
を

修
得
す
る
。

○
�社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
高

め
る
。

○
�大
学
で
学
ぶ
上
で
必
要
な
知
識

や
能
力
を
修
得
す
る
。

○
�豊
か
な
感
受
性
・
柔
軟
な
発
想

力
を
培
う
。

自 己 を 発 見 し 、 成 長 す る

○
基
礎
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
。

○
�平
和
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か

ら
考
え
，
理
解
を
深
め
る
。

共
通
科
目

基
盤
科
目

大
学
教
育
基
礎
科
目

平
和
科
目
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教
養
教
育
の
科
目
区
分

　
教
養
教
育
の
理
念
と
目
的
を
達
成
す
る
た
め
，「
平
和
科
目
」「
大
学
教
育
基
礎
科
目
」「
共
通
科
目
」「
基

盤
科
目
」
の
４
つ
の
大
科
目
区
分
か
ら
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
，
大
学
教
育
基
礎
科
目
と
共
通
科
目
は
複
数

の
小
科
目
区
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
科
目
区
分
構
成
】

【
各
科
目
区
分
の
教
育
目
標
】

科
目
区
分

教
　
　
育
　
　
目
　
　
標

平
和

科
目

戦
争
・
紛
争
，
核
廃
絶
，
貧
困
，
飢
餓
，
人
口
増
加
，
環
境
，
教
育
，
文
化
等
の
様
々
な
観
点
か

ら
平
和
に
つ
い
て
自
ら
考
え
，
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

大 学 教 育 基 礎 科 目

大
学
教
育
入
門

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
目
標
を
理
解
し
，
大
学
で
学
ぶ
上
で
基
本
と
な
る
技
能
や
態
度
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

教
養
ゼ
ミ

人
類
や
社
会
が
抱
え
て
き
た
歴
史
的
，
現
代
的
な
課
題
に
対
し
て
，
証
拠
に
基
づ
き
論
理
的
に
考

え
批
判
的
に
自
身
の
思
考
を
吟
味
す
る
能
力
と
，
適
切
に
自
己
表
現
を
行
う
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

展
開
ゼ
ミ

最
先
端
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
討
論
し
た
り
，
体
験
型
の
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
問
題
発

見
・
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
，チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
，プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
，リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領
域
科
目

人
間
が
蓄
積
し
て
き
た
知
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
，
育
っ
て
き
た
の
か
，
そ
の
根
本
の
考

え
方
は
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
，
文
化
的
・
社
会
的
・
自
然
科
学
的
な
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
，

専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
知
的
な
技
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
科
目

・
英
語
　
　
　

・
初
修
外
国
語

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
，
様
々
な
外
国
語
で
情
報
を
受
信
し
，
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
成
し
，
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，
異
な
る
言
語
や
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

情
報
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

科
目

高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
の
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を

修
得
し
，
そ
の
有
用
性
と
問
題
点
，
情
報
倫
理
上
の
課
題
を
理
解
し
，
活
用
す
る
能
力
を
身
に
つ

け
さ
ら
に
，
将
来
，
新
し
く
現
れ
る
技
術
に
も
対
応
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ

科
目

体
力
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
科
学
的
理
論
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，
自
己
の
特
性
や
ス
ポ
ー
ツ

の
技
能
水
準
に
適
合
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
通
じ
て
，
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

態
度
・
マ
ナ
ー
や
協
調
性
な
ど
の
社
会
的
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
連
携
科
目

社
会
に
お
け
る
多
様
性
を
理
解
し
，
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
で
生
き
，
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

基
盤

科
目

専
門
教
育
と
の
有
機
的
関
連
性
を
持
つ
前
専
門
教
育
と
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
学
ぶ
た

め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
の
学
習
に
よ
り
，
基
礎
学
問
の
論
理
的
骨
格
や
体
系
及
び
学
問
形
成
に

必
要
な
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

平
和
科
目

大
学
教
育
基
礎
科
目

　
大
学
教
育
入
門

　
教
養
ゼ
ミ

　
展
開
ゼ
ミ

共
通
科
目

　
領
域
科
目

　
外
国
語
科
目（
英
語
・
初
修
外
国
語
）

　
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

　
社
会
連
携
科
目

基
盤
科
目

�｜�｜�

�｜｜�｜｜�
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Ⅱ
．
用
語
解
説
と
一
般
的
な
履
修
上
の
注
意
事
項

１
．
学
期
，
タ
ー
ム
及
び
セ
メ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
で
は
，
１
年
間
を
前
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
と
後
期
（
10
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
）
の
２
学
期
に
分
け
，
原
則
学
期
ご
と
に
履
修
す
る
授
業
科
目
を
選
択
し
ま
す
。
さ
ら
に
，
各

学
期
の
授
業
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
期
間
に
分
け
ら
れ
た
「
第
１
タ
ー
ム
か
ら
第
４
タ
ー
ム
」
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
各
授
業
科
目
は
実
施
方
法
に
応
じ
て
，
原
則
タ
ー
ム
内
で
週
２
回
の
授
業
を
行
う
「
タ
ー
ム

科
目
」
と
，
学
期
を
通
じ
て
週
１
回
の
授
業
を
行
う
「
セ
メ
ス
タ
ー
科
目
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
，
一
般
的
に
，
１
年
次
前
期
を
１
期
（
１
セ
メ
ス
タ
ー
），
後
期
を
２
期
（
２
セ
メ
ス
タ
ー
），
２

年
次
前
期
を
３
期
（
３
セ
メ
ス
タ
ー
），
後
期
を
４
期
（
４
セ
メ
ス
タ
ー
）・
・
・
と
い
う
よ
う
に
呼
ん
で

い
ま
す
。

２
．
授
業
科
目
と
単
位
に
つ
い
て

　（
1）
授
業
科
目

　
　
�　
本
年
度
の
教
養
教
育
の
開
設
授
業
科
目
は「
令
和
５（
20
23
）年
度
教
養
教
育
開
設
授
業
科
目
一
覧
」

（
p.
教
養
21
～
p.
教
養
29
）
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
，
法
学
部
・
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス
の

学
生
は
，
昼
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
さ
れ
る
授
業
科
目
も
，
開
講
キ
ャ
ン
パ
ス
を
問
わ
ず
定
め
ら
れ

た
単
位
数
ま
で
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
，
夜
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
さ
れ
る
授
業
科
目

は
，
許
可
さ
れ
た
特
定
の
学
部
の
学
生
し
か
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　（
2）
単
位
と
単
位
の
修
得

　
　
�　
卒
業
す
る
た
め
に
は
，
所
属
学
部
が
履
修
基
準
表
な
ど
で
定
め
て
い
る
一
定
の
「
単
位
」
を
修
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
�　
単
位
は
，
各
授
業
科
目
に
お
い
て
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
た
場
合
な
ど
に
修
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
各
授
業
科
目
で
修
得
で
き
る
単
位
数
は
，
予
習
・
復
習
の
時
間
も
考
慮
し
て
，
別
に
定
め

る
算
定
基
準
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
，「
令
和
５（
20
23
）年
度
教
養
教
育
開
設
授
業
科
目

一
覧
」（
p.
教
養
21
～
p.
教
養
29
）
の
「
開
設
単
位
数
」
欄
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　【
修
得
で
き
る
単
位
数
と
学
修
時
間
（
例
）】

　
　
※
�法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
い
ず
れ
の
授
業
科
目
も
１
単
位
の
修
得
に
45
時
間
の
学
修
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
※
�一
部
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
算
定
基
準
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
島
大
学

教
養
教
育
科
目
履
修
規
則
（
p.
教
養
30
～
p.
教
養
32
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
の
方
法
（
単
位
数
）
学
修
時
間

学
修
時
間
の
内
訳

講
　
　
　
義
（
２
単
位
）

90
時
間

（
授
業
２
時
間
＋
予
習
・
復
習
４
時
間
）×
15
回

演
習
・
実
習
（
１
単
位
）

45
時
間

（
授
業
２
時
間
＋
予
習
・
復
習
１
時
間
）×
15
回

実
　
　
　
験
（
１
単
位
）

45
時
間

（
授
業
３
時
間
＋
予
習
・
復
習
０
時
間
）×
15
回

年
　
次

１
年
次

２
年
次

…
学
　
期

前
期

後
期

前
期

後
期

タ
ー
ム

１
タ
ー
ム
２
タ
ー
ム
３
タ
ー
ム
４
タ
ー
ム
１
タ
ー
ム
２
タ
ー
ム
３
タ
ー
ム
４
タ
ー
ム

セ
メ
ス
タ
ー

１
セ
メ
ス
タ
ー

２
セ
メ
ス
タ
ー

３
セ
メ
ス
タ
ー

４
セ
メ
ス
タ
ー
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�　
な
お
，
原
則
と
し
て
同
一
授
業
科
目
を
重
複
し
て
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
，
以

下
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
繰
り
返
し
履
修
し
，
一
定
の
単
位
数
ま
で
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　【
重
複
し
て
履
修
可
能
で
単
位
が
認
め
ら
れ
る
科
目
】

３
．
そ
の
他

　（
1）
開
設
年
次

　
　
�　
授
業
科
目
ご
と
に
設
定
さ
れ
る
対
象
学
年
の
こ
と
を
，「
開
設
年
次
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
，

学
生
に
と
っ
て
履
修
可
能
と
な
る
年
次
を
意
味
し
ま
す
。
例
え
ば
，
開
設
年
次
「
２
」
の
授
業
科
目

の
場
合
，
３
セ
メ
ス
タ
ー
ま
た
は
４
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
�　
各
授
業
科
目
に
よ
り
開
設
年
次
・
開
講
学
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
，「
令
和
５（
20
23
）年
度
教
養

教
育
開
設
授
業
科
目
一
覧
」（
p.
教
養
21
～
p.
教
養
29
），
当
該
年
度
「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」

ま
た
は
「
M
y
も
み
じ
」
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
2）
指
定
授
業
時
間

　
　
�　
各
学
部
，学
科
・
類
（
系
），
コ
ー
ス
・
専
攻
，プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
「
各
学
部
等
」
と
い
い
ま
す
。）

が
履
修
基
準
表
な
ど
で
定
め
て
い
る
必
修
科
目
，
選
択
必
修
科
目
，
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

す
る
一
部
の
科
目
は
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
の
「
指
定
授
業
時
間
割
表
」
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
す
る
場
合
は
，指
定
さ
れ
た
曜
日
・
時
限
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
�　
同
一
の
指
定
授
業
科
目
を
複
数
の
教
員
が
担
当
す
る
場
合
は
，「
M
y
も
み
じ
」
の
「
履
修
登
録
・

参
照
」画
面
に
あ
る「
教
養
教
育
科
目
指
定
ク
ラ
ス
情
報
」に
よ
り
担
当
教
員
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
3）
修
学
上
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
学
生
の
履
修

　
　
�　
修
学
上
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
学
生
は
，
総
合
科
学
部
事
務
棟
１
階
の
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ

教
養
教
育
担
当
ま
た
は
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
で
履
修
の
仕
方
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　（
4）
２
年
次
生
以
降
の
履
修
上
の
注
意
点

　
　
�　
次
年
度
以
降
に
お
い
て
，
授
業
科
目
名
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
，「
も
み
じ
T
op
」
の

中
に
あ
る
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/

le
ar
ni
ng
/k
yo
uy
ou
/ ）
な
ど
で
「
教
養
教
育
科
目
新
旧
対
応
表
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

大
学
教
育
基
礎
科
目

展
開
ゼ
ミ

外
国

語
科

目

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
，

英
語
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
級
英
語
，

海
外
語
学
演
習
，
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
（
夜
間
授
業
時
間
帯
），

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

ス
ポ
ー
ツ
実
習
，
ス
ポ
ー
ツ
演
習

社
会
連
携
科
目

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
，

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
，

実
践
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
，

国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
Ａ
，
国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
B，

国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
Ｃ
，

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
演
習
（
e-
ST
A
RT
）
A
，

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
演
習
（
e-
ST
A
RT
）
B

―
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Ⅲ
．
授
業
科
目
の
履
修

１
．
平
和
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
戦
争
・
紛
争
，
核
廃
絶
，
貧
困
，
飢
餓
，
人
口
増
加
，
環
境
，
教
育
，
文
化
等
の
様
々
な
観
点
か

ら
平
和
に
つ
い
て
自
ら
考
え
，
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

＊
�平
和
科
目
群
設
置
の
目
的
：
広
島
大
学
の
理
念
５
原
則
に
「
平
和
を
希
求
す
る
精
神
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
，学
生
に
は
平
和
に
対
す
る
意
識
の
涵
養
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
平
和
に
つ
い
て
は
，

戦
争
の
悲
惨
さ
を
直
視
し
，
核
廃
絶
を
含
む
軍
縮
を
展
望
す
る
視
点
を
育
む
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
，そ
れ
以
外
に
も
「
貧
困
」，「
飢
餓
」，「
人
口
増
加
」，「
環
境
」，「
教
育
」，

「
文
化
」
な
ど
多
様
な
観
点
か
ら
広
く
平
和
を
捉
え
直
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
「
平
和
を
考
え
る
」
場
を
提
供
す
る
た
め
に
平
和
科
目
群
を
提
示
す
る
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
，
専
門
と
す
る
学
問
分
野
や
視
点
か
ら
講
義
し
，
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
場

を
提
供
し
ま
す
。
す
べ
て
の
科
目
に
お
い
て
，
平
和
に
関
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
見
学
や
，
平
和
に

関
す
る
映
像
作
品
の
視
聴
等
を
行
っ
た
上
で
，
授
業
担
当
教
員
か
ら
提
示
さ
れ
る
テ
ー
マ
等
に
沿
っ

た
「
平
和
を
考
え
る
レ
ポ
ー
ト
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
ａ
．
学
部
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
時
間
帯
か
ら
科
目
を
選
択
し
て
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
�　
な
お
，指
定
時
間
帯
，開
講
科
目
に
つ
い
て
は
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
ま
た
は
「
M
y

も
み
じ
」
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｂ
．
修
得
可
能
な
単
位
数
は
２
単
位
（
１
科
目
）
ま
で
で
す
。

２
．
大
学
教
育
入
門

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
目
標
を
理
解
し
，
大
学
で
学
ぶ
上
で
基
本
と
な
る
技
能
や
態
度
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
大
学
で
何
を
学
ぶ
の
か
，
自
分
の
目
標
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
方
法
や
，

情
報
収
集
・
発
信
を
す
る
時
の
倫
理
規
範
，
他
者
と
の
交
流
や
か
か
わ
り
方
，
大
学
の
施
設
や
各
種

制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
科
目
で
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
　
学
部
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
時
間
帯
で
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
�　
な
お
，
指
定
時
間
帯
に
つ
い
て
は
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
ま
た
は
「
M
y
も
み
じ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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３
．
教
養
ゼ
ミ

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
人
類
や
社
会
が
抱
え
て
き
た
歴
史
的
，
現
代
的
な
課
題
に
対
し
て
，
証
拠
に
基
づ
き
論
理
的
に
考

え
批
判
的
に
自
身
の
思
考
を
吟
味
す
る
能
力
と
，
適
切
に
自
己
表
現
を
行
う
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
高
等
学
校
ま
で
の
受
身
の
講
義
で
は
な
く
，
大
学
生
ら
し
く
自
主
的
に
学
習
し
，
積
極
的
に
発
言

し
て
い
く
態
度
を
育
む
科
目
で
す
。
自
主
学
習
の
姿
勢
，
討
論
へ
の
参
加
，
質
疑
応
答
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
す
。

　
　
�　
全
学
生
２
単
位
必
修
で
す
。
原
則
と
し
て
10
名
程
度
の
少
人
数
ク
ラ
ス
で
行
い
ま
す
が
，
多
人
数

ク
ラ
ス
で
行
う
学
部
も
あ
り
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
�　
大
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
，
自
学
自
習
と
そ
こ
で
の
十
分
な
思
考
と
理
解
を
も
っ
て
教
養
ゼ

ミ
に
臨
み
，
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
授
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
所
属
学
部
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
展
開
ゼ
ミ

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
最
先
端
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
討
論
し
た
り
，
体
験
型
の
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
問
題
発

見
・
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
，チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
，プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
，リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　「
教
養
ゼ
ミ
」
で
の
学
び
を
土
台
と
し
，
社
会
に
お
け
る
新
た
な
価
値
創
出
や
課
題
解
決
の
た
め

の
「
総
合
知
」
を
実
践
的
に
活
用
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。
テ
ー
マ
別
に
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
開
講

し
，
学
部
・
学
年
の
枠
を
超
え
た
少
人
数
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
，
最
先
端
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び

討
論
し
た
り
，
体
験
型
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
a. 	

履
修
セ
メ
ス
タ
ー
は
学
部
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
，
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
対
象
学
年
が

限
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
b.
 	
実
施
時
期
や
テ
ー
マ
は
授
業
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
「
学
生
情
報
の
森
　
も
み
じ
」
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
c.  	

原
則
と
し
て
10
人
以
内
の
ク
ラ
ス
で
実
施
し
ま
す
。
受
講
希
望
者
多
数
の
場
合
は
，
抽
選
又
は

受
講
動
機
に
よ
る
選
抜
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
�d.
 	
修
得
し
た
単
位
を
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
（
要
修
得
単
位
数
）
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

―
教
養
 8
 
―

５
．
領
域
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
人
間
が
蓄
積
し
て
き
た
知
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
，
育
っ
て
き
た
の
か
，
そ
の
根
本
の
考

え
方
は
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
，
文
化
的
・
社
会
的
・
自
然
科
学
的
な
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
，

専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
知
的
な
技
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
文
明
の
継
承
と
知
的
創
造
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
を
伝
え
，
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
に
つ

い
て
の
知
的
関
心
を
喚
起
す
る
科
目
で
す
。

　
　
�　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
に
基
づ
い
て
，
人
文
社
会
科
学
系
科
目
群
と
自
然
科
学
系
科
目
群
の
２
つ

の
科
目
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
，
各
科
目
群
に
は
，
以
下
の
と
お
り
分
類
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
　
ａ
�．
全
学
生
共
通
し
て
，
人
文
社
会
科
学
系
科
目
群
４
単
位
及
び
自
然
科
学
系
科
目
群
４
単
位
の

計
８
単
位
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る
た
め
，
で
き
る

だ
け
異
な
る
分
類
の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
領
域
科
目
で
は
，
各
学
部
等
に

指
定
時
間
帯
を
設
け
て
お
り
，
指
定
時
間
帯
で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
，
１
科
目
（
２
単
位
）

ず
つ
履
修
し
て
い
け
ば
，
計
８
単
位
修
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
な
お
，
他
学
部
・
他
学
科

指
定
の
時
間
帯
を
除
き
，
所
属
学
部
・
学
科
の
指
定
時
間
帯
以
外
で
開
講
さ
れ
る
領
域
科
目
を

履
修
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　
　
ｂ
�．
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
が
８
単
位
を
超
え
る
学
部
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
，
必
修
科
目
，
選
択

必
修
科
目
ま
た
は
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
科
目
は
学
部
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
，
所

属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｃ
�．
要
修
得
単
位
数
を
超
え
て
修
得
し
た
領
域
科
目
の
う
ち
，
使
用
言
語
が
「
英
語
」
の
授
業
科

目
の
単
位
を
外
国
語
科
目
（
英
語
）
の
単
位
数
に
算
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
所

属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｄ
�．
指
定
時
間
帯
，
開
講
科
目
に
つ
い
て
は
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
ま
た
は
「
M
y

も
み
じ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

科
目
群

分
　
　
　
　
類

人
文
社
会
科
学
系

科
目
群

「
哲
学
・
倫
理
学
・
宗
教
学
・
芸
術
学
」「
人
類
学
・
地
理
学
・
歴
史
学
」

「
文
学
・
言
語
学
」「
法
学
・
政
治
学
・
社
会
学
・
経
済
学
・
教
育
学
」「
心
理
学
」

自
然
科
学
系

科
目
群

「
数
学
・
情
報
学
」「
自
然
環
境
・
社
会
基
盤
」

「
物
理
・
天
文
・
応
用
物
理
」「
化
学
」「
生
物
」「
健
康
科
学
・
医
学
情
報
」
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６
．
外
国
語
科
目

授
業
の
目
標

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
，
様
々
な
外
国
語
で
情
報
を
受
信
し
，
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
成
し
，
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，
異
な
る
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
1
）
英
　
語

　
１
）
授
業
の
内
容

　
　
　
授
業
は
原
則
と
し
て
習
熟
度
別
の
ク
ラ
ス
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
①
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎

　
　
　
�　
W
BT
（
W
eb
-B
as
ed
 T
ra
in
in
g）
に
よ
る
自
学
自
習
に
よ
り
，
英
語
で
の
日
常
生
活
に
必
要

と
な
る
語
彙
や
文
法
（
T
O
EI
C（
R）
L 
&
 R
テ
ス
ト
60
0点
相
当
）
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
　
　
ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ
（
原
則
１
セ
メ
ス
タ
ー
に
開
講
）

　
　
　
ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ
（
原
則
２
セ
メ
ス
タ
ー
に
開
講
）

　
　
②
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
Ａ
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
Ｂ
（
原
則
１
セ
メ
ス
タ
ー
に
開
講
）

　
　
　
　
Ⅰ
Ａ
で
は
「
話
す
」，
Ⅰ
Ｂ
で
は
「
読
む
」
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
運
用
能
力
を
養
い
ま
す
。

　
　
　
ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
Ａ
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
Ｂ
（
原
則
２
セ
メ
ス
タ
ー
に
開
講
）

　
　
　
　
Ⅱ
Ａ
で
は
「
書
く
」，
Ⅱ
Ｂ
で
は
「
聴
く
」
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
運
用
能
力
を
養
い
ま
す
。

　
　
③
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

　
　
　
�　
日
常
的
・
国
際
的
な
場
面
に
お
い
て
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
英
語
運
用

能
力
を
養
い
ま
す
。

　
　
　
�　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
は
，
総
合
科
学
部
国
際
共
創
学
科
，
医
学
部
医
学
科
，
歯
学
部
歯

学
科
，
薬
学
部
薬
学
科
，
薬
学
部
薬
科
学
科
の
学
生
を
対
象
と
し
た
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基

礎
に
代
わ
る
科
目
で
す
。

　
　
　
ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

　
　
　
ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

　
　
④
　
英
語
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

　
　
　
�　
英
語
圏
の
大
学
へ
の
海
外
語
学
研
修
に
参
加
し
，
そ
こ
で
の
実
生
活
を
通
し
て
英
語
や
英
語
圏

文
化
を
学
び
，
こ
れ
を
単
位
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
原
則
と
し
て
研
修
先
で
の
30
時
間
の

研
修
を
も
っ
て
１
単
位
（
上
限
４
単
位
）
と
し
，
研
修
先
の
評
価
に
基
づ
い
て
単
位
が
認
定
さ
れ

ま
す
。
学
年
に
関
係
な
く
履
修
で
き
ま
す
。

　
　
　
�　
ま
た
，
海
外
語
学
研
修
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
・
演
習
・
Ⅰ
・
Ⅱ
の
授
業
科
目
の
単
位

と
し
て
認
定
す
る
学
部
も
あ
り
ま
す
。
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
，
一
度
認
定
さ
れ
た
授
業
科
目
名
と
成
績
評
価
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
研
修
の
案
内
と
履
修
手
続
方
法
に
つ
い
て
は
シ
ラ
バ
ス
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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　【
海
外
語
学
研
修
の
単
位
認
定
の
流
れ
】

　
　
※
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
指
示
さ
れ
る
所
定
の
手
続
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

単
位
認
定

修
得
し
た

単
位
の
役
割

（
択
一
）

海
外
語
学
研
修

「
英
語
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
」

と
し
て
単
位
認
定

英
語
要
修
得
単
位

に
含
め
る

英
語
要
修
得
単
位

に
含
め
な
い

所
属
す
る
学
部
で
他
科
目

の
単
位
に
読
み
替
え
認
定

� � � � � � � � � �

　
⑤
　
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

　
　
�　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
，
速
読
訓
練
や
聴
解
訓
練
，
語
彙
・
文
法
学
習
な
ど
特
定
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
自
学
自
習
し
，
30
時
間
分
の
学
修
を
１
単
位
と
し
，
期
末
試
験
な
ど
に
よ
り
単
位
の
認
定
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
履
修
手
続
の
方
法
な
ど
の
詳
細
は
，
シ
ラ
バ
ス
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑥
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
級
英
語

　
　
�　
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
活
動
を
通
じ
て
，
よ
り
高
度
な
英
語
運
用
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
授
業
で
す
。

　
２
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
①
　
英
語
の
履
修
基
準

　
　
　
�所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
で
，
必
修
単
位
数
と
履
修
科
目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
�　
ま
た
，
学
部
等
に
よ
っ
て
は
，「
英
語
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
」，
「
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
・
Ⅲ
」
及
び
要
修
得
単
位
数
を
超
え
て
修
得
し
た
領
域
科
目
及
び
社
会
連
携
科
目
の
う
ち
，
使
用

言
語
が
「
英
語
」
の
授
業
科
目
の
単
位
を
英
語
の
要
修
得
単
位
数
な
ど
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
②
　
正
規
の
授
業
科
目
以
外
で
の
単
位
の
認
定

　
　
　
�　
T
O
EI
C（
R）
，
T
O
EF
L（
R）
，
IE
LT
S
及
び
英
検
の
外
国
語
技
能
検
定
試
験
で
一
定
の
成

績
以
上
に
達
し
て
い
る
場
合
は
，
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。（
p.
教
養

33
～
p.
教
養
39
「
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
�　
ま
た
，
放
送
大
学
を
利
用
し
た
単
位
の
認
定
も
一
部
の
学
部
で
可
能
で
す
。
詳
細
は
所
属
学
部

の
学
生
支
援
担
当
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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（
2
）
初
修
外
国
語

　
�　「
初
修
外
国
語
」
と
し
て
，
７
つ
の
言
語
－
ア
ラ
ビ
ア
語
，
ロ
シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
語
，
ス
ペ

イ
ン
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ド
イ
ツ
語
－
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
１
）
授
業
の
内
容

　
　
①
　
授
業
科
目
の
種
類

　
　
�　
ａ
．
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
Ⅰ
・
Ⅱ
（
そ
れ
ぞ
れ
１
・
２
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
　
�　
発
音
・
表
記
の
基
礎
，
基
礎
的
な
文
法
・
文
型
，
初
歩
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

修
得
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
�　
ｂ
．
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
Ⅲ
・
Ⅳ
（
そ
れ
ぞ
れ
３
・
４
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
　
�　
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
Ｉ
・
Ⅱ
に
引
き
続
き
，
基
礎
的
な
文
型
・
文
法
を
学
び
，
視
聴
覚
教
材

な
ど
を
活
用
し
て
，
初
級
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
修
得
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
ｃ
�．
初
修
外
国
語
を
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
場
合
は
，「
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
」
と
合
わ
せ
て
「
イ

ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
」
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
Ⅰ
Ａ
（
１
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
Ⅰ
Ｂ
（
２
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
Ⅱ
Ａ
（
３
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
Ⅱ
Ｂ
（
４
タ
ー
ム
に
開
講
，
週
２
回
）

　
　
　
�　「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
」
と
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
」
は
連
動
し
て
お
り
，
週
４
回
の
集
中

的
な
学
習
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，「
話
す
」「
聞
く
」「
読
む
」「
書
く
」
の
実
用
的
な
４
技
能
の
修

得
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
は
，
中
国
語
，
韓
国
語
，
ス
ペ
イ
ン
語
，
フ

ラ
ン
ス
語
，
ド
イ
ツ
語
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
学
部
に
よ
っ
て
は
，
時
間
割
の
都
合
上
，
履
修
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
�　
週
４
回
の
授
業
を
履
修
す
る
の
で
，
集
中
的
に
実
践
的
な
外
国
語
能
力
が
身
に
つ
き
ま
す
が
，

そ
れ
だ
け
に
受
講
生
に
は
積
極
的
な
授
業
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
※
�イ
ン
テ
ン
シ
ブ
外
国
語
は
開
講
ク
ラ
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
定
員
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者
が
多
い

場
合
に
は
抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
，
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　【
参
考
】
初
修
外
国
語
の
学
習
モ
デ
ル

　
　
　
・
�ベ
ー
シ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
（
ア
ラ
ビ
ア
語
，
ロ
シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
語
，
ス
ペ
イ
ン
語
， …

フ
ラ
ン
ス
語
，
ド
イ
ツ
語
）

１
年
次
前
期

１
年
次
後
期

第
１
タ
ー
ム

第
２
タ
ー
ム

第
３
タ
ー
ム

第
４
タ
ー
ム

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅰ

（
週
２
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅱ

（
週
２
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅲ

（
週
２
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅳ

（
週
２
回
）

初
級
レ
ベ
ル
修
了

―
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・
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
コ
ー
ス
（
中
国
語
，
韓
国
語
，
ス
ペ
イ
ン
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ド
イ
ツ
語
）

　
　
　
・
２
年
次
以
降
「
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」�

中
級
レ
ベ
ル
修
了
・
　
　

�
上
級
レ
ベ
ル
へ
　
　
　
　

　
　
　
　
�　
ロ
シ
ア
，
中
国
，
韓
国
，
ス
ペ
イ
ン
，
フ
ラ
ン
ス
，
ド
イ
ツ
に
お
い
て
，
本
学
又
は
そ
の
国

の
教
育
機
関
が
運
営
す
る
当
該
言
語
の
語
学
研
修
に
参
加
し
，
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

は
，「
海
外
語
学
演
習
」
の
単
位
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
，「
海

外
語
学
演
習
」
の
シ
ラ
バ
ス
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
①
　
初
修
外
国
語
の
履
修
基
準

　
　
　
�　
各
学
部
等
に
よ
っ
て
は
，
選
択
可
能
な
言
語
や
修
得
す
べ
き
言
語
，
単
位
数
が
指
定
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
の
で
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
②
　
正
規
の
授
業
科
目
以
外
で
の
単
位
の
認
定

　
　
　
�　
各
言
語
の
外
国
語
技
能
検
定
試
験
で
一
定
の
成
績
以
上
に
達
し
て
い
る
場
合
は
，
別
に
定
め
る

基
準
に
よ
り
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。（
p.
教
養
33
～
p.
教
養
39
「
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に

よ
る
単
位
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）
詳
細
は
所
属
学
部
の
学
生
支

援
担
当
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
③
　
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
　
　
ａ
�．
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
Ⅰ
で
選
ん
だ
も
の
と
同
じ
外
国
語
を
，
ベ
ー
シ
ッ
ク
外
国
語
Ⅱ
・
Ⅲ
・

Ⅳ
で
も
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｂ
�．
開
講
時
間
帯
は
「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
の
「
指
定
授
業
時
間
割
表
」
な
ど
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｃ
�．
留
学
な
ど
を
通
じ
て
，
す
で
に
以
下
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
場
合
は
，
別
の
言
語
の
履

修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
前
期

１
年
次
後
期

第
１
タ
ー
ム

第
２
タ
ー
ム

第
３
タ
ー
ム

第
４
タ
ー
ム

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅰ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
IA

（
週
４
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅱ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
IB

（
週
４
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅲ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
Ⅱ
A

（
週
４
回
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
Ⅱ
B

（
週
４
回
）

中
級
レ
ベ
ル
到
達

言
語

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位
・
得
点

ド
イ
ツ
語

ド
イ
ツ
語
技
能
検
定

2級
以
上

Ö
st
er
re
ic
hi
sc
he
s 
Sp
ra
ch
di
pl
om
 D
eu
ts
ch

A
2以
上

Go
et
he
-Z
er
tifi
ka
t

A
2以
上

フ
ラ
ン
ス
語

フ
ラ
ン
ス
語
技
能
検
定

3級
以
上

D
EL
E/
D
A
LF

A
1以
上

T
CF
フ
ラ
ン
ス
語
能
力
テ
ス
ト

10
0以
上

T
EF
パ
リ
商
工
会
議
所
フ
ラ
ン
ス
語
能
力
認
定
試
験

69
以
上

中
国
語

中
国
語
検
定
試
験

3級
以
上

H
SK

4級
以
上

韓
国
語

韓
国
語
能
力
試
験
（
T
O
PI
K
）

5級
以
上

ス
ペ
イ
ン
語

ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検
定

4級
以
上

D
EL
E

A
2以
上
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７
．
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
の
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を

修
得
し
，
そ
の
有
用
性
と
問
題
点
，
情
報
倫
理
上
の
課
題
を
理
解
し
，
活
用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け

さ
ら
に
，
将
来
，
新
し
く
現
れ
る
技
術
に
も
対
応
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　「
情
報
・
デ
ー
タ
科
学
入
門
」

　
　
�　
全
て
の
科
目
受
講
の
基
礎
と
な
る
，
情
報
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
・

技
能
を
解
説
し
ま
す
。

　
　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
」

　
　
�　
標
本
と
母
集
団
，
確
率
分
布
や
統
計
的
手
法
な
ど
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
初
歩
的
な
内

容
を
解
説
し
，
簡
単
な
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
　「
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
知
識
や
技
能
を
解
説
し
ま
す
。

　
　「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
学
者
を
想
定
し
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
を
解
説
し
ま
す
。

　
　「
知
能
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

　
　
�　
人
工
知
能
の
構
成
と
そ
の
特
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
，
人
間
の
知
識
，
創
造
性
，
思
考
力
と

は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
各
自
の
解
答
作
成
を
試
み
ま
す
。

　
　「
教
育
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

　
　
�　
教
育
現
場
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
扱
い
方
を
通
じ
て
，
教
員
を
目
指
し
て
い
る
人
が
学
ぶ
べ
き
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
①
　
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
の
履
修
基
準

　
　
　
ａ
�．
各
学
部
等
に
よ
っ
て
，
履
修
基
準
（
必
修
科
目
，
選
択
科
目
，
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
等
）

が
異
な
り
ま
す
の
で
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ｂ
�．
法
学
部
・
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス
の
学
生
は
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
る
「
情
報

活
用
概
論
」
を
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
②
　
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
　
　
ａ
．「
情
報
・
デ
ー
タ
科
学
入
門
」
は
１
週
目
か
ら
授
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
�　
日
時
，
教
室
は
あ
ら
か
じ
め
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
M
y 
も
み
じ
」
に
掲
示
し

ま
す
。
各
学
部
等
に
よ
っ
て
日
時
，
教
室
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
「
教
養

教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
の
「
指
定
授
業
時
間
割
表
」
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
�　
ま
た
，
初
回
授
業
時
に
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
経
験
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
，
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
，
ク
ラ
ス
編
成
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
，
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
，

２
週
目
に
行
く
べ
き
教
室
が
異
な
り
ま
す
の
で
，
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
M
y 
も

み
じ
」
の
掲
示
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

―
教
養
1
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―

　
　
　
ｂ
�．
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
後
期
に
開
講
す
る
「
情
報
活
用
演
習
」
は
再
履
修
生

を
対
象
と
し
て
お
り
，
人
数
制
限
を
行
う
た
め
，
受
講
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

８
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
科
学
的
理
論
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，
自
己
の
特
性
や
ス
ポ
ー
ツ

の
技
能
水
準
に
適
合
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
通
じ
て
，
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
態

度
・
マ
ナ
ー
や
協
調
性
な
ど
の
社
会
的
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
生
涯
に
わ
た
り
健
康
を
考
え
る
科
目
と
し
て
，
講
義
科
目
と
実
習
科
目
と
演
習
科
目
を
ま
と
め
て

１
つ
の
科
目
区
分
と
し
て
提
供
し
ま
す
。
講
義
科
目
に
は
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」，
実
習
科
目
に

は
「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ａ
」，
「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ｂ
（
主
と
し
て
障
害
の
あ
る
学
生
及
び
有
疾
患
学
生
対

象
）」
，
実
習
と
講
義
を
合
わ
せ
た
演
習
科
目
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
演
習
」
が
あ
り
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
ａ
．
各
学
部
等
に
よ
っ
て
，
履
修
基
準
（
必
修
科
目
，
選
択
科
目
，
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
等
）
が

異
な
り
ま
す
の
で
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｂ
．「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ａ
」，「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ｂ
」
及
び
「
ス
ポ
ー
ツ
演
習
」
は
，同
じ
教
員
や
種
目
，

授
業
科
目
名
で
あ
っ
て
も
繰
り
返
し
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
１
年
次
に
つ
い
て

は
，
１
・
２
タ
ー
ム
で
１
科
目
の
み
，
３
・
４
タ
ー
ム
で
１
科
目
の
み
し
か
履
修
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
（
集
中
講
義
を
除
く
）。

　
　
ｃ
．「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ａ
」，
「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ｂ
」
及
び
「
ス
ポ
ー
ツ
演
習
」
は
，
初
回
に
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
行
い
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
場
所
，
服
装
，
シ
ュ
ー
ズ
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
は
，
各
科

目
の
シ
ラ
バ
ス
及
び
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
指
示
し
ま
す
。

　
　
ｄ
．
集
中
講
義
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
日
程
は
別
途
掲
示
等
で
指
示
し
ま
す
。

９
．
社
会
連
携
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
社
会
に
お
け
る
多
様
性
を
理
解
し
，
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
で
生
き
，
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
連
携
し
協
同
す
る
た
め
に
必
要
な
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育

む
科
目
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
科
目
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
�　
各
学
部
等
に
よ
っ
て
，
履
修
基
準
（
必
修
科
目
，
選
択
科
目
，
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
等
）
が
異

な
り
ま
す
の
で
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
�　
ま
た
，
要
修
得
単
位
数
を
超
え
て
修
得
し
た
社
会
連
携
科
目
の
う
ち
，
使
用
言
語
が
「
英
語
」
の

授
業
科
目
の
単
位
を
外
国
語
科
目
（
英
語
）
の
単
位
数
に
算
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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10
．
基
盤
科
目

　
１
）
授
業
の
目
標

　
　
�　
専
門
教
育
と
の
有
機
的
関
連
性
を
持
つ
前
専
門
教
育
と
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
学
ぶ
た

め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
の
学
習
に
よ
り
，
基
礎
学
問
の
論
理
的
骨
格
や
体
系
及
び
学
問
形
成
に
必

要
な
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
）
授
業
の
内
容

　
　
�　
各
専
門
分
野
に
お
け
る
論
理
的
骨
格
や
学
問
形
成
に
必
要
不
可
欠
な
基
礎
的
知
識
と
技
術
を
修
得

す
る
科
目
で
す
。
高
等
学
校
な
ど
で
学
ん
で
い
な
い
学
生
を
対
象
と
し
た
基
礎
的
な
内
容
を
含
む
科

目
も
開
設
し
て
い
ま
す
（「
初
修
物
理
学
」，
「
初
修
生
物
学
」
な
ど
）。

　
３
）
履
修
上
の
注
意
事
項

　
　
�　
基
盤
科
目
と
し
て
卒
業
に
必
要
な
授
業
科
目
と
単
位
数
は
，
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な

ど
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
以
外
の
基
盤
科
目
に
つ
い
て
は
，
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
に
含

ま
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅳ
．
履
修
に
関
す
る
手
続
・
相
談
等

１
．
履
修
手
続

　
�　
所
属
学
部
が
定
め
る
履
修
基
準
表
な
ど
に
基
づ
き
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」
及
び
シ
ラ
バ
ス

な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
履
修
計
画
を
作
成
し
，
履
修
を
希
望
す
る
授
業
科
目
は
履
修
手
続
期
間
内
に
履
修

手
続
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
，
同
学
期
（
１
タ
ー
ム
と
２
タ
ー
ム
，
３
タ
ー
ム
と
４
タ
ー
ム
）
で

開
講
さ
れ
て
い
る
同
一
授
業
科
目
を
重
複
し
て
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
，
受
講
者
定
員
を

超
過
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
受
講
者
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
，
そ
の
結
果
を
必
ず
「
M
y
も
み
じ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�　
履
修
手
続
を
行
っ
て
い
な
い
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，授
業
に
全
て
出
席
し
期
末
試
験
を
受
験
し
て
も
，

単
位
を
修
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
�　
各
授
業
科
目
の
履
修
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
各
タ
ー
ム
開
始
前
に
「
M
y
も
み
じ
」
で
通
知
し

ま
す
の
で
，
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
履
修
相
談

　
�　
教
養
教
育
科
目
の
履
修
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は
，
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
教
養
教
育
担
当
及
び
霞
地
区

運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
（
学
生
生
活
・
教
養
担
当
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
，
学
部
が

定
め
る
履
修
基
準
な
ど
に
関
す
る
質
問
・
相
談
に
つ
い
て
は
，
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
�　
連
絡
先
な
ど
は
p.
教
養
53
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
病
気
等
で
授
業
を
欠
席
す
る
場
合
に
つ
い
て

　
�　
教
養
教
育
に
お
い
て
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
２
週
間
以
上
欠
席
す
る
場
合

は
，
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
事
由
を
証
明
す
る
書
類
（
診
断
書
な
ど
）
を
添
え
て
，
欠
席
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
２
週
間
未
満
の
場
合
は
，
各
授
業
担
当
教
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
�　
な
お
，
教
育
実
習
・
介
護
等
体
験
に
よ
り
欠
席
す
る
場
合
の
欠
席
届
は
別
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
�　
ま
た
，
病
気
等
で
試
験
を
欠
席
す
る
場
合
の
対
応
は
，
p.
教
養
20
の
「
４
．
追
試
験
」
の
項
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�　
こ
れ
ら
履
修
手
続
な
ど
，
教
養
教
育
に
関
す
る
様
々
な
情
報
は
，
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
le
ar
ni
ng
/k
yo
uy
ou
/）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
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●
「
学
生
情
報
の
森
　
も
み
じ
」
に
つ
い
て

　
�　「
学
生
情
報
の
森
　
も
み
じ
」
は
広
島
大
学
で
学
び
，
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
サ
ー
ク
ル
情
報
，
そ
の
他
手
続
き
に
関
す
る
情
報
な
ど
，
誰
で
も

自
由
に
閲
覧
可
能
な
「
も
み
じ
T
op
」
と
，
広
大
ID
・
広
大
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン
後
に
利
用
す

る
「
M
y
も
み
じ
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
1）
広
大
ID
と
広
大
パ
ス
ワ
ー
ド

　
�　
広
大
ID
と
広
大
パ
ス
ワ
ー
ド
の
認
証
を
受
け
て
利
用
す
る
「
M
y
も
み
じ
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
，

住
所
や
成
績
等
の
個
人
情
報
の
参
照
，
履
修
科
目
の
登
録
・
変
更
等
の
手
続
が
含
ま
れ
ま
す
。
第
三
者

に
よ
る
な
り
す
ま
し
を
防
ぎ
，
安
全
な
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
も
，
広
大
ID
と
広
大
パ
ス
ワ
ー
ド

は
適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
2）
掲
示
，
休
講
補
講
教
室
変
更
，
試
験
情
報

　
�　
各
種
通
知
や
お
知
ら
せ
掲
示
，
休
講
・
補
講
，
試
験
情
報
や
そ
の
他
授
業
に
関
す
る
連
絡
事
項
な
ど
，

学
生
生
活
に
関
す
る
多
く
の
情
報
は
「
M
y
も
み
じ
」
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。
重
要
な
情
報
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
，
毎
日
「
M
y
も
み
じ
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
3）
履
修

　
�　
学
生
は
設
定
さ
れ
た
期
間
に
「
M
y
も
み
じ
」
か
ら
履
修
す
る
科
目
を
登
録
し
ま
す
。
設
定
さ
れ
た

期
間
以
外
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
可
能
な
期
間
は
「
も
み
じ
T
op
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

部
の
授
業
で
は
履
修
学
生
の
調
整
を
行
う
こ
と
も
あ
る
の
で
，
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。「
M
y

も
み
じ
」
か
ら
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
p.
教
養
16
参
照
）

　（
4）
学
籍
情
報

　
�　
所
属
，
住
所
，
父
母
等
の
住
所
，
電
話
番
号
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

は
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
指
導
，事
務
職
員
に
よ
る
緊
急
を
要
す
る
場
合
の
連
絡
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
，

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
際
に
は
所
属
学
部
の
学
生
支
援
室
へ
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
，メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
，
携
帯
電
話
番
号
，
電
話
番
号
は
，
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
H
IN
ET
）
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
い
る
場
合
「
M
y
も
み
じ
」
か
ら
変
更
可
能
で
す
。

　（
5）
成
績

　
�　
学
生
は
各
自
の
成
績
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
部
に
よ
っ
て
は
，
チ
ュ
ー
タ
ー
，
指
導
教

員
に
よ
る
面
談
及
び
承
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
p.
教
養
20
参
照
）

　（
6）
ア
ン
ケ
ー
ト

　
�　「
M
y
も
み
じ
」
か
ら
簡
単
に
回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
が
あ
り
，
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
授

業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　（
7）
「
M
y
も
み
じ
」
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
�　「
M
y
も
み
じ
」
は
，
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
な
お
，
学
生
情
報
，
成
績
情
報
等
，
個
人
情
報
が
含
ま

れ
る
情
報
は
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
ア
ク
セ
ス
し
た
時
の
み
参
照
可
能
で
す
。

　（
8）
「
学
生
情
報
の
森
　
も
み
じ
」
の
利
用
可
能
時
間
に
つ
い
て

　
�　「
学
生
情
報
の
森
　
も
み
じ
」
は
24
時
間
利
用
で
き
ま
す
が
，
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
よ
り
シ
ス
テ
ム

を
一
時
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
，「
も
み
じ
T
op
」
の
「
シ
ス
テ
ム
運
用
の
お
知

ら
せ
」
で
通
知
し
ま
す
。
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　（
9）
 そ
の
他
の
注
意
に
つ
い
て

　
�　
そ
の
他
「
M
y
も
み
じ
利
用
上
の
注
意
」
を
下
記
U
RL
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必
ず
一
読
し
た
上

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
in
fo
rm
at
io
n/
at
te
nt
io
n.
ht
m
l

　
�　
な
お
，
も
み
じ
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
上
で
の
モ
ラ
ル
や
注
意
点
に
つ
い

て
は
，「
大
学
教
育
入
門
」
の
授
業
の
中
で
説
明
が
あ
り
ま
す
。

　
�　
ま
た
，
学
生
生
活
の
手
引
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ⅴ
．
試
験
及
び
成
績

１
．
期
末
試
験

　
　
ａ
�．
通
常
，
15
回
の
授
業
が
実
施
さ
れ
た
後
に
期
末
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
授
業
に
出
席

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｂ
�．
出
席
回
数
が
授
業
実
施
時
数
の
３
分
の
２
に
満
た
な
い
学
生
は
，
期
末
試
験
の
受
験
を
認
め
ま

せ
ん
。
た
だ
し
，
所
定
の
手
続
を
経
て
欠
席
し
た
場
合
で
，
そ
の
理
由
が
病
気
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
の
と
き
は
，
授
業
担
当
教
員
の
判
断
に
よ
り
受
験
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｃ
．
試
験
実
施
日
程
や
時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
。

２
．
試
験
時
の
主
な
注
意
事
項

　［
対
面
に
よ
る
試
験
に
つ
い
て
］

　
　
ａ
�．
受
験
に
際
し
て
は
，
必
ず
学
生
証
を
机
上
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｂ
�．
学
生
証
を
携
帯
し
て
い
な
い
学
生
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
の
で
，
試
験
開
始
前
に
所
定
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｃ
�．
遅
刻
し
た
学
生
は
，
試
験
室
の
入
室
を
許
可
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｄ
�．
試
験
開
始
後
30
分
を
経
過
し
な
け
れ
ば
，
試
験
室
か
ら
の
退
室
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
ｅ
�．
答
案
用
紙
は
，
試
験
室
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
ｆ
�．
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
モ
バ
イ
ル
機
器
は
電
源
を
切
り
，
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
時
計
代
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
ｇ
�．
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
試
験
に
必
要
な
い
も
の
を
机
上
に
置
い
て
い
る
，
ま
た
は
使

用
し
て
い
る
場
合
は
不
正
行
為
と
認
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｈ
．
そ
の
他
，
試
験
中
は
監
督
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　［
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
試
験
に
つ
い
て
］

　
　
ａ
�．
受
験
に
際
し
て
は
，
本
人
確
認
の
た
め
，
学
生
番
号
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
学
生
証

を
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｂ
�．
受
験
時
に
，
シ
ス
テ
ム
等
の
ロ
グ
イ
ン
操
作
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
，
必
ず
，
本
学
で
発
行
さ

れ
る
自
身
の
ID
や
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｃ
�．
試
験
開
始
前
に
，
周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ｄ
�．
遅
刻
し
た
学
生
は
，
受
験
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｅ
�．
受
験
に
必
要
な
い
も
の
を
周
囲
に
置
い
て
い
る
，
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
場
合
は
不
正
行
為
と

認
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｆ
．
そ
の
他
，
試
験
中
は
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
  

３
．
不
正
行
為

　
�　
教
養
教
育
科
目
の
期
末
試
験
等
で
不
正
行
為
を
行
っ
た
学
生
は
，
そ
の
期
に
履
修
し
て
い
る
教
養
教

育
科
目
（
教
養
ゼ
ミ
を
除
く
）
の
評
価
を
す
べ
て
「
不
可
（
Ｄ
）」
と
し
，
あ
わ
せ
て
「
広
島
大
学
学

生
懲
戒
規
則
」
に
よ
り
厳
正
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

―
教
養
2
0
―

４
．
追
試
験

　
�　
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
，
期
末
試
験
等
の
一
部
な
い
し
全
部
を
受
験
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
，
追
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
試
験
の
受
験
を
希
望
す
る
場
合
は
，
所
定
の

追
試
験
受
験
願
と
そ
の
理
由
を
客
観
的
に
証
明
す
る
書
類
（
診
断
書
等
）
を
添
え
て
，
当
該
授
業
科
目

の
試
験
実
施
後
１
週
間
以
内
に
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
法
学
部
昼
間

コ
ー
ス
，
医
学
部
，
歯
学
部
，
薬
学
部
の
１
年
次
生
は
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
（
教
養
教
育
担
当
）
及

び
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
（
学
生
生
活
・
教
養
担
当
）
で
も
手
続
可
能
で
す
。）
。

追
試
験
受
験
願
の
受
理
以
降
は
，
授
業
担
当
教
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
�　
詳
細
は
，
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履
修
規
則
の
第
８
条
（
p.
教
養
31
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
試
験
等
の
特
別
措
置

　
�　
身
体
等
の
障
害
の
た
め
に
期
末
試
験
等
を
通
常
の
条
件
の
も
と
で
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
学
生
は
，

所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
特
別
措
置
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
�　
詳
細
に
つ
い
て
は
，「
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
試
験
等
に
お
け
る
特
別
措
置
に
つ
い

て
」（
学
部
規
則
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
成
績

　
　
ａ
�．
学
業
成
績
の
評
価
は
，試
験
，レ
ポ
ー
ト
及
び
授
業
へ
の
参
加
態
度
等
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。

成
績
は
，
別
に
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
，
秀
（
Ｓ
），
優
（
Ａ
），
良
（
Ｂ
），
可
（
Ｃ
）

及
び
不
可
（
Ｄ
）
の
５
段
階
で
厳
格
に
評
価
さ
れ
，
秀
，
優
，
良
，
可
を
合
格
と
し
ま
す
。

　
　
ｂ
�．
成
績
の
発
表
に
つ
い
て
は
，
所
属
学
部
等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
，
タ
ー
ム
科
目

で
あ
っ
て
も
セ
メ
ス
タ
ー
科
目
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
　
ｃ
�．
成
績
評
価
に
疑
義
の
あ
る
場
合
は
，
該
当
科
目
の
授
業
担
当
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
か
，
異
議

申
立
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
確
認
が
で
き
ま
す
。
異
議
申
立
書
を
提
出
す
る
場
合
は
，
成
績
発
表

日
か
ら
次
の
タ
ー
ム
の
履
修
登
録
期
間
終
了
日
ま
で
に
「
成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
，
学
業
成
績
証
明
書
を
添
付
の
上
，
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
教
養
教
育
担
当
…

（
法
学
部
昼
間
コ
ー
ス
・
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
の
学
生
は
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援

グ
ル
ー
プ
（
学
生
生
活
・
教
養
担
当
），
法
学
部
・
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス
の
学
生
は
東
千
田

地
区
支
援
室
（
学
生
支
援
担
当
））
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
�　
な
お
，
詳
細
は
下
記
U
RL
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
le
ar
ni
ng
/p
os
t_
4.h
tm
l
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Ⅵ
．
令
和
5（
20
23
）年
度
教
養
教
育
開
設
授
業
科
目
一
覧

　
各
科
目
の
開
講
時
期
，
開
講
キ
ャ
ン
パ
ス
，
授
業
内
容
等
の
詳
細
は
，「
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
」

及
び
シ
ラ
バ
ス
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
，
最
新
の
教
養
教
育
開
設
授
業
科
目
一
覧
は
教
養
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.

hi
ro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
le
ar
ni
ng
/k
yo
uy
ou
/）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
，
そ
ち
ら
も
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
昼
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
す
る
授
業
科
目

科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設

年
次

備
　
　
　
考

平
　
和
　
科
　
目

広
島
と
平
和

2
1

ヒ
ロ
シ
マ
発
平
和
学

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

平
和
と
人
間
Ａ
－
環
境
と
生
物
の
未
来
へ
－

2
1

平
和
と
人
間
Ｂ
－
人
間
と
文
化
の
未
来
へ
－

2
1

平
和
と
人
間
Ｃ
－
広
島
で
学
ぶ（
原
爆
と
は
何
だ
っ
た
か
）－

2
1

文
学
と
芸
術
か
ら
考
え
る
核
時
代

2
1

Ne
w 
Te
ch
no
log
y 
an
d 
Et
hic
s: 
Gl
ob
al 
Pe
rsp
ec
tiv
es

（
新
技
術
と
倫
理
：
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
）

2
1

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
学
際
的
考
察

2
1

飢
餓
・
貧
困
・
環
境
問
題
か
ら
み
た
平
和
学

2
1

環
境
と
平
和

2
1

国
際
関
係
論

2
1

医
学
か
ら
み
た
戦
争
と
平
和

2
1

世
界
の
紛
争
と
平
和

2
1

国
際
政
治
と
地
球
環
境
か
ら
見
る
平
和

2
1

暴
力
の
比
較
宗
教
学

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

核
時
代
の
科
学
と
社
会

2
1

放
射
線
と
自
然
科
学

2
1

安
全
な
社
会
環
境
の
構
築
を
め
ざ
し
て

2
1

Gl
ob
al
 Is
su
es
 T
ow
ar
ds
 P
ea
ce

2
1

広
島
の
歴
史
と
国
際
社
会

2
1

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
平
和
発
信

2
2

ひ
ろ
し
ま
平
和
共
生
リ
ー
ダ
ー
概
論

2
1

国
際
平
和
へ
の
記
憶
学

2
1

広
島
か
ら
考
え
る
戦
争
・
平
和
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

2
1

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
と
平
和

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

広
島
大
学
の
め
ざ
す
国
際
平
和

2
1

平
和
の
人
類
学

2
1

沖
縄
と
平
和

2
1

V
isu
al
iz
at
io
n 
of
 W
ar

2
1

大
学
教
育

基
礎
科
目

大
学
教
育
入
門
大
学
教
育
入
門

2
1

教
養

ゼ
ミ
教
養
ゼ
ミ

2
1

展
開

ゼ
ミ
展
開
ゼ
ミ

（
1）

1

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学
・

倫
理
学
・

宗
教
学
・

芸
術
学

哲
学
Ａ

2
1

哲
学
Ｂ

2
1

A
es
th
et
ic
s, 
Ph
ilo
so
ph
y 
of
 S
en
sib
ili
ty

2
1

哲
学
の
世
界

2
1

東
洋
の
思
想

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 J
ap
an
es
e 
T
ho
ug
ht

2
1

倫
理
学

2
1

南
ア
ジ
ア
宗
教
論

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

キ
リ
ス
ト
教
学
A

2
1

キ
リ
ス
ト
教
学
B

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

比
較
宗
教
学

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

Ja
pa
ne
se
 R
el
ig
io
n 
A

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

Ja
pa
ne
se
 R
el
ig
io
n 
B

2
1

（
注
１
）
�開
設
単
位
数
（
修
得
可
能
な
上
限
単
位
数
）
と
開
講
単
位
数
（
1科
目
当
た
り
の
単
位
数
）
が
異
な
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，（
　
）
で
開
講
単
位
数
を
表
示
し
て
い
る
。

な
お
，
展
開
ゼ
ミ
，
ス
ポ
ー
ツ
実
習
A
，
ス
ポ
ー
ツ
実
習
B
及
び
ス
ポ
ー
ツ
演
習
に
つ
い
て
は
，
開
講
単
位
数
の
み
設
定
し
て
い
る
（
上
限
単
位
数
の
設
定
な
し
）。

（
注
２
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。

―
教
養
2
2
―

科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設
年
次

備
　
　
　
考

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学
・

倫
理
学
・

宗
教
学
・

芸
術
学

芸
術
学
Ａ

2
1

芸
術
学
Ｂ

2
1

合
唱
Ａ

1
1

合
唱
Ｂ

1
1

吹
奏
楽
I

1
1

吹
奏
楽
II

1
1

人
類
学
・

地
理
学
・

歴
史
学

ア
ジ
ア
の
近
現
代

2
1

ア
ジ
ア
の
社
会
史

2
1

ア
ジ
ア
史
Ａ

2
1

ア
ジ
ア
史
Ｂ

2
1

Po
lit
ic
s 
an
d 
So
ci
et
y 
in
 E
ur
op
e

2
1

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

2
1

広
島
大
学
の
歴
史

2
1

西
ア
ジ
ア
近
現
代
史

2
1

中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界

2
1

日
本
の
歴
史
と
文
化

2
1

日
本
現
代
史

2
1

ア
メ
リ
カ
現
代
史

2
1

日
本
史
Ａ

2
1

日
本
史
Ｂ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

科
学
史
Ａ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

科
学
史
Ｂ

2
1

技
術
史
Ａ

2
1

技
術
史
Ｂ

2
1

環
境
観
と
環
境
問
題

2
1

観
光
地
理
学

2
1

人
文
地
理
学

2
1

地
域
地
理
学

2
1

Re
gi
on
al
 G
eo
gr
ap
hy
 o
f J
ap
an

2
1

地
理
・
考
古
・
文
化
財
の
世
界

2
1

文
化
人
類
学
Ａ

2
1

文
化
人
類
学
Ｂ

2
1

Cu
ltu
ra
l A
nt
hr
op
ol
og
y

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 M
ed
ia
 S
tu
di
es

2
1

Co
nt
em
po
ra
ry
 W
or
ld
 Is
su
es

2
1

Co
nt
em
po
ra
ry
 Is
su
es
 o
f J
ap
an

2
1

A
nt
hr
op
ol
og
y 
of
 M
ed
ia

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 T
ou
ris
m
 S
tu
di
es

2
1

文
学
・

言
語
学

人
文
学
入
門
A

2
1

人
文
学
入
門
B

2
1

In
tro
du
cti
on
 to
 B
rit
ish
 an
d 
Am
er
ica
n 
Cu
ltu
re
 I

1
1

In
tro
du
cti
on
 to
 B
rit
ish
 an
d 
Am
er
ica
n 
Cu
ltu
re
 II

1
1

In
tro
du
cti
on
 to
 B
rit
ish
 an
d 
Am
er
ica
n 
Cu
ltu
re
 II
I

1
2

In
tro
du
cti
on
 to
 B
rit
ish
 an
d 
Am
er
ica
n 
Cu
ltu
re
 IV

1
2

中
国
語
圏
の
現
代
文
化

2
1

中
国
語
圏
の
伝
統
文
化

2
1

英
語
圏
の
文
学
と
社
会

2
1

西
欧
語
圏
の
文
学

2
1

日
本
の
文
学（
古
典
）

2
1

日
本
の
文
学（
近
現
代
）

2
1

日
本
の
言
語（
古
典
）

2
1

文
学
の
世
界

2
1

法
学
・

政
治
学
・

社
会
学
・

経
済
学
・

教
育
学

自
動
車
産
業
と
日
本
経
済

2
1

現
代
社
会
と
経
済

2
1

現
代
社
会
と
産
業

2
1

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
環
境
権

2
1

社
会
経
済
統
計
論

2
1

Co
nt
em
po
ra
ry
 E
co
no
m
ic
 Is
su
es
 I

2
1

Co
nt
em
po
ra
ry
 E
co
no
m
ic
 Is
su
es
 II

2
1

現
代
社
会
と
福
祉

2
1

（
注
１
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。



―
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科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設

年
次

備
　
　
　
考

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

法
学
・

政
治
学
・

社
会
学
・

経
済
学
・

教
育
学

現
代
社
会
学
Ａ

2
1

現
代
社
会
学
Ｂ

2
1

社
会
的
な
も
の
と
人
間

2
1

社
会
福
祉
と
貧
困

2
1

生
活
を
と
り
ま
く
家
族
・
地
域
・
産
業

2
1

Int
rod
uc
tio
n t
o S
tat
ist
ics
 an
d Q
ua
nti
tat
ive
 So
cio
log
y

2
1

現
代
社
会
と
農
山
村

2
1

政
治
の
世
界

2
1

人
の
生
と
死
を
め
ぐ
る
法
と
社
会

2
1

日
本
国
憲
法

2
1

La
w
 a
nd
 P
ol
iti
cs
 I

2
1

La
w
 a
nd
 P
ol
iti
cs
 II

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 J
ap
an
es
e 
Le
ga
l S
ys
te
m

1
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 In
te
rn
at
io
na
l C
oo
pe
ra
tio
n

2
1

教
育
と
人
間

2
1

教
育
と
制
度

2
1

大
学
と
学
生

2
1

大
学
と
社
会

2
1

M
ul
tic
ul
tu
ra
lis
m
 in
 E
du
ca
tio
n

2
1

Le
arn
ing
 H
iro
sh
im
a:  
pr
oje
cts
 w
ith
 Ja
pa
ne
se 
stu
de
nts

2
1

持
続
可
能
な
開
発
と
教
育

2
1

教
養
と
し
て
の
金
融

2
1

心
理
学

行
動
の
科
学

2
1

心
と
社
会
A

2
1

心
と
社
会
B

2
1

心
の
健
康

2
1

心
理
学
概
論
A

2
1

心
理
学
概
論
B

2
1

睡
眠
の
科
学

2
1

心
理
学
の
最
前
線

2
1

学
問
と
社
会

2
1

自 然 科 学 系 科 目 群

法
学
・

政
治
学
・

社
会
学
・

経
済
学
・

教
育
学

知
識
基
盤
社
会
に
お
け
る
情
報
検
索
入
門

2
1

数
学
・

情
報
学

思
考
と
情
報
の
デ
ザ
イ
ン

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

数
学
の
世
界

2
1

数
理
科
学
で
考
え
る

2
1

自
然
環
境
・

社
会
基
盤

自
然
環
境
形
成
論

2
1

自
然
災
害
と
防
災

2
1

水
・
物
質
循
環
の
科
学

2
1

物
質
循
環
と
地
球
環
境

2
1

地
球
と
生
物

2
1

地
球
科
学
A

2
1

地
球
科
学
B

2
1

物
理
・

天
文
・

応
用
物
理

天
文
学

2
1

物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

2
1

物
理
の
視
点
A

2
1

物
理
の
視
点
B

2
1

物
理
入
門

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 p
hy
sic
al
 m
at
he
m
at
ic
s

2
1

Pr
in
ci
pl
es
 o
f P
hy
sic
s

2
1

M
et
ho
ds
 o
f P
hy
sic
s

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 M
ec
ha
ni
ca
l E
ng
in
ee
rin
g

2
1

In
tro
du
cti
on
 to
 A
pp
lie
d 
Ch
em
ist
ry
, C
he
mi
ca
l 

En
gin
ee
rin
g, 
an
d 
Bi
ote
ch
no
log
y

2
1

産
業
と
技
術

2
1

乗
り
物
と
輸
送
の
科
学

2
1

機
械
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と
最
適
化

2
1

社
会
の
中
に
お
け
る
工
学

2
1

（
注
１
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。

―
教
養
2
4
―

科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設
年
次

備
　
　
　
考

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 域 　 科 　 目

自 然 科 学 系 科 目 群

物
理
・
天
文
・

応
用
物
理

燃
料
・
燃
焼
と
現
代
社
会

2
1

原
発
の
哲
学

2
1

化
学

い
の
ち
を
支
え
る
酵
素
－
生
命
科
学
へ
の
招
待
－

2
1

環
境
と
化
学

2
1

文
理
科
学
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

2
1

M
od
er
n 
Ch
em
ist
ry

2
1

Fu
nd
am
en
ta
l C
he
m
ist
ry
 A

2
1

Fu
nd
am
en
ta
l C
he
m
ist
ry
 B

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

生
物

生
物
の
世
界

2
1

生
物
学
か
ら
み
た
ス
ト
レ
ス

2
1

釣
り
の
科
学
－
魚
と
人
間
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
－

2
1

適
応
の
生
理

2
1

微
生
物
の
世
界

2
1

In
tr
od
uc
tio
n 
to
 B
io
lo
gy

2
1

両
生
類
か
ら
見
た
生
命
シ
ス
テ
ム

2
1

脳
と
行
動

2
1

分
子
か
ら
生
命
へ

2
1

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
入
門

2
1

食
の
安
心
・
安
全
と
健
康
科
学

2
1

Fo
od
 a
nd
 L
ife
 S
ci
en
ce

2
1

SD
Gs
に
向
け
た
生
物
生
産
学
入
門

2
1

Hu
m
an
 a
nd
 E
co
log
ica
l S
ys
te
m
s i
n 
Tr
an
sit
ion

2
1

食
文
化
論

2
1

環
境
と
開
発

2
1

環
境
と
森
林

2
1

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
環
境
管
理

2
1

自
然
科
学
研
究
の
倫
理
と
法
令

2
1

生
活
の
中
の
遺
伝
と
突
然
変
異

2
1

健
康
科
学
・

医
学
情
報

脳
の
は
た
ら
き

2
1

全
身
の
健
康
と
口
腔
科
学
I

2
1

全
身
の
健
康
と
口
腔
科
学
II

2
1

人
の
健
康
と
社
会

2
1

ヒ
ト
と
微
生
物
の
関
わ
り

2
1

サ
イ
エ
ン
ス
入
門

2
1

外 国 語 科 目

英 　 語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
基
礎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
I

1
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
II

1
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
I

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
IＡ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
IＢ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
II

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
II
Ａ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
II
Ｂ

3（
1）

1
英
語
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

4（1
～4
）

1
令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
演
習
I

1
1

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
演
習
II

1
1

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
演
習
II
I

1
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
I

1
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
II

1
1

A
dv
an
ce
d 
En
gl
ish
 fo
r 
Co
m
m
un
ic
at
io
n

2（
1）

1

初 修 外 国 語

ベ
ー
シ
ッ
ク

外
国
語

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ロ
シ
ア
語
I

1
1

（
注
１
）
�開
設
単
位
数
（
修
得
可
能
な
上
限
単
位
数
）
と
開
講
単
位
数
（
1科
目
当
た
り
の
単
位
数
）
が
異
な
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，（
　
）
で
開
講
単
位
数
を
表
示
し
て
い
る
。

（
注
２
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。



―
教
養
2
5
―

科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設

年
次

備
　
　
　
考

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

外 国 語 科 目

初 修 外 国 語

ベ
ー
シ
ッ
ク

外
国
語

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ロ
シ
ア
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ロ
シ
ア
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ロ
シ
ア
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ラ
ビ
ア
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ラ
ビ
ア
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ラ
ビ
ア
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ラ
ビ
ア
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
IV

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
II

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
II
I

1
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
IV

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ

外
国
語

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
IＡ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
IＢ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
II
Ａ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
II
Ｂ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
IＡ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
IＢ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
II
Ａ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
II
Ｂ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
IＡ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
IＢ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
II
Ａ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
II
Ｂ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
IＡ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
IＢ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
II
Ａ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
II
Ｂ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
IＡ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
IＢ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
II
Ａ

1
1

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
II
Ｂ

1
1

海
外
語
学
演
習（
ド
イ
ツ
語
）

4（1
～4
）

1
海
外
語
学
演
習（
フ
ラ
ン
ス
語
）

4（1
～4
）

1
海
外
語
学
演
習（
ス
ペ
イ
ン
語
）

4（1
～4
）

1
海
外
語
学
演
習（
ロ
シ
ア
語
）

4（1
～4
）

1
海
外
語
学
演
習（
中
国
語
）

4（1
～4
）

1
海
外
語
学
演
習（
韓
国
語
）

4（1
～4
）

1

日
本
語

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
I

3（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
II

3（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
II
I

3（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
IV

3（
1）

1

情
報
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
科
目

情
報
・
デ
ー
タ
科
学
入
門

2
1

情
報
活
用
演
習

2
1

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

2
1

ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

2
1

教
育
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

2
1

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

2
1

知
能
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

2
1

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学

2
1

ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ａ

（
1）

1
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ｂ

（
1）

1

ス
ポ
ー
ツ
演
習

（
1）

1
授
業
10
時
間
と
実
習
10
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

社
会
連
携
科
目

学
生
生
活
概
論
－
生
き
方
と
暮
ら
し
方
の
ヒ
ン
ト
－

2
1

障
害
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

1
1

障
害
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

1
1

（
注
１
）
�開
設
単
位
数
（
修
得
可
能
な
上
限
単
位
数
）
と
開
講
単
位
数
（
1科
目
当
た
り
の
単
位
数
）
が
異
な
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，（
　
）
で
開
講
単
位
数
を
表
示
し
て
い
る
。

な
お
，
展
開
ゼ
ミ
，
ス
ポ
ー
ツ
実
習
A
，
ス
ポ
ー
ツ
実
習
B
及
び
ス
ポ
ー
ツ
演
習
に
つ
い
て
は
，
開
講
単
位
数
の
み
設
定
し
て
い
る
（
上
限
単
位
数
の
設
定
な
し
）。

（
注
２
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。

―
教
養
2
6
―

科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設
年
次

備
　
　
　
考

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

社
会
連
携
科
目

IN
U
特
別
協
力
講
義

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

IN
U
 S
pe
ci
al
 In
te
ns
iv
e 
Co
ur
se

2
1

国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
A

2（
1）

1
国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
B

2（
1）

1
国
際
交
流
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
演
習
C

2（
1）

1
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
社
会

2
1

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
概
論

2
1

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論

2
1

職
業
選
択
と
自
己
実
現
－
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
－

2
1

実
践
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

2（
1）

1
地
域
社
会
探
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
み
よ
う
－

2
1

講
義
20
時
間
と
実
習
30
時
間
の
授

業
で
2単
位
と
す
る
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
－
先
輩
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
が
「
あ
な
た
の
未
来
」
の
た
め
に
語
る
－

2
1

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
と
年
金
・
社
会
保
険
の
し
く
み

2
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

1
1

学
術
的
文
章
作
成
の
基
礎

1
1

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
基
礎

1
2

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g 
I

2
1

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g 
II

2
1

英
語
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方

1
1

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

2
1

ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

2
1

地
域
お
こ
し
実
習
－
田
舎
か
ら
始
め
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
探
求

2
1

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

東
広
島
日
本
酒
学

1
1

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

4（
2）

1
講
義
20
時
間
と
演
習
44
時
間
の
授

業
で
2単
位
と
す
る
。

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト

4（
2）

1
講
義
20
時
間
と
演
習
44
時
間
の
授

業
で
2単
位
と
す
る
。

海
外
派
遣
・
留
学
入
門

1
1

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
演
習（
e-
ST
A
RT
）A

8（
1）

1
講
義
10
時
間
と
演
習
10
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
演
習（
e-
ST
A
RT
）B

8（
2）

1
講
義
20
時
間
と
演
習
20
時
間
の
授

業
で
2単
位
と
す
る
。

海
外
短
期
研
修（
ST
A
RT
） 
A

1
1

講
義
5時
間
と
実
習
20
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

海
外
短
期
研
修（
ST
A
RT
） 
B

2
1

講
義
5
～
10
時
間
と
実
習
40
～

50
時
間
の
授
業
で
2単
位
と
す
る
。

海
外
短
期
研
修（
ST
A
RT
） 
C

3
1

講
義
5
～
10
時
間
と
実
習
70
～

80
時
間
の
授
業
で
3単
位
と
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
推
進
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

2
1

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
科
学

2
1

基
　
　
盤
　
　
科
　
　
目

ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門

2
1

マ
ク
ロ
経
済
学
入
門

2
1

医
療
従
事
者
の
た
め
の
心
理
学

2
1

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
の
た
め
の
基
盤
数
学

2
1

基
礎
微
分
積
分
学

2
1

基
礎
線
形
代
数
学

2
1

微
分
積
分
通
論

2
1

微
分
積
分
学
I

2
1

微
分
積
分
学
II

2
1

数
学
演
習
I

1
1

数
学
演
習
II

1
1

線
形
代
数
学
I

2
1

線
形
代
数
学
II

2
1

線
形
代
数
学
演
習
I

1
1

線
形
代
数
学
演
習
II

1
1

統
計
学

2
1

（
注
１
）
�開
設
単
位
数
（
修
得
可
能
な
上
限
単
位
数
）
と
開
講
単
位
数
（
1科
目
当
た
り
の
単
位
数
）
が
異
な
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，（
　
）
で
開
講
単
位
数
を
表
示
し
て
い
る
。

（
注
２
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。
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科
　
目
　
区
　
分

授
　
業
　
科
　
目

開
設

単
位
数

開
設

年
次

備
　
　
　
考

基
　
　
盤
　
　
科
　
　
目

地
学
実
験
法
・
同
実
験
I

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

地
学
実
験
法
・
同
実
験
II

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

初
修
物
理
学

2
1

基
礎
物
理
学
I

2
1

基
礎
物
理
学
II

2
1

一
般
力
学
I

2
1

一
般
力
学
II

2
1

基
礎
電
磁
気
学

2
1

物
理
学
実
験
法
・
同
実
験
I

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

物
理
学
実
験
法
・
同
実
験
II

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

新
入
生
の
た
め
の
物
理
学
入
門

2
1

初
修
化
学

2
1

一
般
化
学

2
1

有
機
化
学

2
1

基
礎
物
理
化
学

2
1

化
学
実
験
法
・
同
実
験
I

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

化
学
実
験
法
・
同
実
験
II

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

化
学
実
験
ベ
ー
シ
ッ
ク

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

初
修
生
物
学

2
1

細
胞
科
学

2
1

生
態
学

2
1

種
生
物
学

2
1

生
物
学
実
験
法
・
同
実
験
I

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

生
物
学
実
験
法
・
同
実
験
II

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

人
間
理
解
の
た
め
の
人
体
解
剖
学
I

1
1

人
間
理
解
の
た
め
の
人
体
解
剖
学
II

1
1

D
ev
el
op
m
en
t o
f I
nt
er
na
tio
na
l 

Co
lla
bo
ra
tio
n 
in
 M
ed
ic
al
 S
ci
en
ce

2
1

Ex
pe
rim
en
ta
l M
et
ho
ds
 a
nd
 L
ab
or
at
or
y 

W
or
k 
in
 S
ci
en
ce
 A

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

Ex
pe
rim
en
ta
l M
et
ho
ds
 a
nd
 L
ab
or
at
or
y 

W
or
k 
in
 S
ci
en
ce
 B

1
1

講
義
8時
間
と
実
験
24
時
間
の
授

業
で
1単
位
と
す
る
。

（
注
１
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発
行
す
る
教

養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。
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科
目
区
分

授
業
科
目

開
設

単
位
数
開
設

年
次

備
　
　
考

昼
間
授
業
時
間
帯

開
設
授
業
科
目

平
　
和
　
科
　
目

平
和
と
人
間
Ｃ
－
広
島
で
学
ぶ

（
原
爆
と
は
何
だ
っ
た
か
）
－

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
平
和
と
人
間
C
－
広
島
で
学
ぶ

（
原
爆
と
は
何
だ
っ
た
か
）
－

平
和
と
人
間
Ｄ
－
広
島
か
ら

未
来
に
向
け
て
－

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

ヒ
ロ
シ
マ
発
平
和
学

2
1

ヒ
ロ
シ
マ
発
平
和
学

大
学
教
育

基
礎
科
目

大
学
教
育
入
門
大
学
教
育
入
門

2
1

大
学
教
育
入
門

教
養

ゼ
ミ
教
養
ゼ
ミ

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

展
開

ゼ
ミ
展
開
ゼ
ミ

（
1）

1
展
開
ゼ
ミ

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領 　 　 域 　 　 科 　 　 目

人 文 社 会 科 学 系 科 目 群

哲
学
・

倫
理
学
・

宗
教
学
・

芸
術
学

哲
学
Ａ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
哲
学
A

倫
理
学

2
1

倫
理
学

キ
リ
ス
ト
教
学
A

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
学
A

キ
リ
ス
ト
教
学
B

2
1

キ
リ
ス
ト
教
学
B

人
類
学
・

地
理
学
・

歴
史
学

ア
ジ
ア
史
Ａ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
史
A

ア
ジ
ア
史
Ｂ

2
1

ア
ジ
ア
史
B

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

ア
メ
リ
カ
現
代
史

2
1

ア
メ
リ
カ
現
代
史

科
学
技
術
史

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

地
域
地
理
学

2
1

地
域
地
理
学

日
本
史
Ａ

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
日
本
史
A

日
本
史
Ｂ

2
1

日
本
史
B

文
化
人
類
学

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
文
化
人
類
学
A

文
学
・

言
語
学

日
本
の
文
学
（
古
典
）

2
1

日
本
の
文
学
（
古
典
）

日
本
の
文
学
（
近
現
代
）

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
日
本
の
文
学
（
近
現
代
）

世
界
の
文
学
（
西
洋
文
学
）

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
西
欧
語
圏
の
文
学

世
界
の
文
学
（
東
洋
文
学
）

2
1

中
国
語
圏
の
現
代
文
化

法
学
・

政
治
学
・

社
会
学
・

経
済
学
・

教
育
学

社
会
学
の
視
点

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
現
代
社
会
学
A

政
治
の
世
界

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
政
治
の
世
界

日
本
国
憲
法

2
1

日
本
国
憲
法

心
理
学

心
理
学
概
論
A

2
1

心
理
学
概
論
A

心
理
学
概
論
B

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
心
理
学
概
論
B

自 然 科 学 系 科 目 群

数
学
・

情
報
学

統
計
学
へ
の
招
待

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

自
然
環
境
・

社
会
基
盤

地
球
と
そ
の
環
境

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

物
理
・
天
文
・

応
用
物
理

物
理
入
門

2
1

物
理
入
門

化
学

化
学
と
人
間

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

生
物

食
文
化
論

2
1

食
文
化
論

生
物
学

2
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。（
対
応
科
目
な
し
）

外 国 語 科 目

英 語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
基
礎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
I

1
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
I

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
II

1
1

令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
II

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
I

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
Ａ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
Ｂ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
II

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
IIＡ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
IIＢ

3（
1）

1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

初 修 外 国 語

ベ
ー
シ
ッ
ク

外
国
語

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
I

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･ド
イ
ツ
語
I

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
II

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･ド
イ
ツ
語
II

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
III

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･ド
イ
ツ
語
III

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
IV

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･ド
イ
ツ
語
IV

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
I

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･フ
ラ
ン
ス
語
I

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
II

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･フ
ラ
ン
ス
語
II

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
III

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･フ
ラ
ン
ス
語
III

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
IV

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
･フ
ラ
ン
ス
語
IV

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
I

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
I

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
II

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
II

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
III

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
III

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
IV

2（
1）

1
ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
IV

２
．
夜
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
す
る
授
業
科
目
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科
目
区
分

授
業
科
目

開
設

単
位
数
開
設
年
次

備
　
　
考

昼
間
授
業
時
間
帯

開
設
授
業
科
目

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目

情
報
活
用
概
論

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

2
1

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

2
1

ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学

2
1

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学

ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ａ

（
1）

1
ス
ポ
ー
ツ
実
習
A

ス
ポ
ー
ツ
演
習

（
1）

1
令
和
５（
20
23
）年
度
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
演
習

社
会
連
携
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論

2
1

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論

職
業
選
択
と
自
己
実
現
－
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン

し
よ
う
－

2
1

職
業
選
択
と
自
己
実
現
…

－
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ

ザ
イ
ン
し
よ
う
－

基
　
盤
　
科
　
目

経
済
学
入
門

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

経
営
学
入
門

2
1

（
対
応
科
目
な
し
）

微
分
積
分
通
論

2
1

微
分
積
分
通
論

基
礎
線
形
代
数
学

2
1

基
礎
線
形
代
数
学

（
注
１
）
�本
表
は
令
和
５
（
20
23
）
年
度
入
学
生
が
「
令
和
５
（
20
23
）
年
度
教
養
教
育
開
設
授
業
科
目
一
覧
」
の
「
１
．
昼
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
す
る
授

業
科
目
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
授
業
科
目
を
履
修
し
た
場
合
の
対
応
表
を
兼
ね
る
。
本
表
の
「
昼
間
授
業
時
間
帯
開
設
授
業
科
目
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
授
業
科
目
を
履
修
し
た
場
合
は
，
左
欄
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

（
注
２
）
�開
設
単
位
数
（
修
得
可
能
な
上
限
単
位
数
）
と
開
講
単
位
数
（
１
科
目
当
た
り
の
単
位
数
）
が
異
な
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，（
　
）
で
開
講
単

位
数
を
示
し
て
い
る
。
な
お
，
展
開
ゼ
ミ
，
ス
ポ
ー
ツ
実
習
A
及
び
ス
ポ
ー
ツ
演
習
に
つ
い
て
は
，
開
講
単
位
数
の
み
設
定
し
て
い
る
（
上
限
単
位

数
の
設
定
な
し
）。

（
注
３
）
�各
授
業
科
目
は
，
開
設
年
次
欄
に
記
載
す
る
年
次
か
ら
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
実
際
に
開
講
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
，
毎
年
度
発

行
す
る
教
養
教
育
科
目
授
業
時
間
割
等
に
示
す
。

―
教
養
3
0
―

科
目
区
分

教
育
目
標

平
　
和
　
科
　
目

戦
争
・
紛
争
，
核
廃
絶
，
貧
困
，
飢
餓
，
人
口
増
加
，
環
境
，
教
育
，
文
化
等
の
様
々

な
観
点
か
ら
平
和
に
つ
い
て
自
ら
考
え
，
理
解
を
深
め
る
。

大 学 教 育 基 礎 科 目

大
 学
 教
 育
 入
 門

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
目
標
を
理
解
し
，
大
学
で
学
ぶ
上
で
基
本
と
な
る
技
能

や
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

教
養

ゼ
ミ

人
類
や
社
会
が
抱
え
て
き
た
歴
史
的
，
現
代
的
な
課
題
に
対
し
て
，
証
拠
に
基
づ
き

論
理
的
に
考
え
批
判
的
に
自
身
の
思
考
を
吟
味
す
る
能
力
と
，
適
切
に
自
己
表
現
を

行
う
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

展
開

ゼ
ミ
最
先
端
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
討
論
し
た
り
，
体
験
型
の
学
習
を
行
う
こ
と
を
通

じ
て
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
，
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
，
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
。

共 　 　 通 　 　 科 　 　 目

領
域

科
目

人
間
が
蓄
積
し
て
き
た
知
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
，
育
っ
て
き
た
の
か
，
そ

の
根
本
の
考
え
方
は
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
，
文
化
的
・
社
会
的
・
自
然
科
学
的

な
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
，
専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
知
的
な

技
法
を
学
ぶ
。

外
国
語
科
目
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
，様
々
な
外
国
語
で
情
報
を
受
信
し
，発
信
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
成
し
，知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，

異
な
る
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

情
報
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
科
目

高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
の
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知

識
や
技
能
を
修
得
し
，
そ
の
有
用
性
と
問
題
点
，
情
報
倫
理
上
の
課
題
を
理
解
し
，

活
用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
さ
ら
に
，
将
来
，
新
し
く
現
れ
る
技
術
に
も
対
応

し
て
い
く
態
度
を
育
て
る
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

体
力
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
科
学
的
理
論
を
修
得
す
る
と
と
も
に
，
自
己
の
特
性

や
ス
ポ
ー
ツ
の
技
能
水
準
に
適
合
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
通
じ
て
，
生
涯
に
わ

た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
態
度
・
マ
ナ
ー
や
協
調
性
な
ど
の
社
会
的
技
能
を
修
得

す
る
。

社
会
連
携
科
目
社
会
に
お
け
る
多
様
性
を
理
解
し
，
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
で
生
き
，
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
高
め
る
。

基
盤

科
目

専
門
教
育
と
の
有
機
的
関
連
性
を
持
つ
前
専
門
教
育
と
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
を
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
の
学
習
に
よ
り
，
基
礎
学
問
の
論
理
的
骨
格

や
体
系
及
び
学
問
形
成
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。

Ⅶ
．
教
養
教
育
関
係
規
則
等

１
．
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履
修
規
則

�
平
成
23
年
２
月
15
日
規
則
第
３
号

　（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第
２
号
）
第
19
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
，
広
島
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
科
目
の
履
修
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

　（
科
目
区
分
及
び
教
育
目
標
）

第
２
条
　
教
養
教
育
科
目
の
科
目
区
分
及
び
教
育
目
標
は
，
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　（
授
業
科
目
及
び
単
位
数
等
）

第
�３
条
　
教
養
教
育
科
目
と
し
て
開
設
す
る
授
業
科
目
（
以
下
「
授
業
科
目
」
と
い
う
。）
，単
位
数
等
は
，

別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
授
業
時
間
割
は
，
学
年
の
始
め
に
発
表
す
る
。
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　（
履
修
方
法
）

第
�４
条
　
教
養
教
育
科
目
の
履
修
方
法
に
つ
い
て
は
，
各
学
部
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　（
単
位
数
の
計
算
の
基
準
）

第
�５
条
　
授
業
科
目
の
単
位
数
は
，
授
業
の
方
法
に
応
じ
，
次
の
基
準
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
1）
講
義
は
，
15
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。

　（
2）
演
習
及
び
実
習
は
，
30
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。

　（
3）
実
験
は
，
45
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。

２
�　
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
，二
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ
り
授
業
を
行
う
場
合
の
単
位
数
の
計
算
は
，

１
単
位
の
授
業
科
目
を
45
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
，

前
項
の
基
準
を
考
慮
し
て
そ
れ
ら
の
方
法
ご
と
に
時
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３
�　
前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

　（
1）
教
養
ゼ
ミ
及
び
展
開
ゼ
ミ
は
，
15
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。

　（
2�）
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
の
情
報
・
デ
ー
タ
科
学
入
門
及
び
情
報
活
用
演
習
は
，
15
時
間

の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。

　（
履
修
手
続
）

第
�６
条
　
学
生
は
，
授
業
科
目
を
履
修
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
毎
学
期
指
定
す
る
期
間
中
に
所
定
の
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
受
講
者
数
の
制
限
等
を
行
う
授
業
科
目
に
あ
っ
て
は
，
所
定

の
手
続
を
経
た
場
合
で
あ
っ
て
も
履
修
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

２
�　
前
項
本
文
に
規
定
す
る
所
定
の
手
続
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
，
当
該
授
業
科
目
の
履
修
を
認
め
な

い
。
た
だ
し
，
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
，
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
承
認
を
経
て
，
履
修

を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

３
　
既
に
単
位
を
修
得
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
原
則
と
し
て
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　（
試
験
）

第
�７
条
　
試
験
は
，
原
則
と
し
て
タ
ー
ム
末
に
行
う
。
た
だ
し
，
授
業
科
目
に
よ
り
レ
ポ
ー
ト
又
は
平
常

の
成
績
を
も
っ
て
試
験
の
成
績
に
代
え
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
試
験
の
方
法
及
び
期
日
は
，
あ
ら
か
じ
め
発
表
す
る
。

３
�　
授
業
実
施
時
数
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
，
受
験
を
認
め
な
い
。
た
だ
し
，

所
定
の
手
続
を
経
て
欠
席
し
た
場
合
で
，
そ
の
欠
席
が
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
，
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　（
追
試
験
）

第
�８
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
，
追
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
1）
�配
偶
者
（
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
念
と
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
－
LG
BT
等
の
学
生
と
教
職
員

を
包
摂
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
－
（
令
和
４
年
12
月
27
日
役
員
会
承
認
）
に
示
す
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
証
明
す
る
書
類
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含
む
。）
又
は
３
親
等
内
の

親
族
の
死
亡
に
よ
る
忌
引

　（
2）
負
傷
又
は
疾
病
（
入
院
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
に
限
る
。）

　（
3）
天
災
そ
の
他
の
非
常
災
害

　（
4）
交
通
機
関
の
突
発
事
故

　（
5）
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
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２
�　
追
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
１
週
間
以
内
に
…

所
定
の
追
試
験
受
験
願
を
所
属
学
部
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
�　
追
試
験
受
験
を
許
可
さ
れ
た
者
は
，
原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
指
定
す
る
日
時
に
追

試
験
を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
�　
追
試
験
の
実
施
期
間
は
，
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
３
週
間
以
内
と
す
る
。

　（
雑
則
）

第
�９
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
教
養
教
育
科
目
の
履
修
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
教
育

本
部
が
定
め
る
。

（
略
）

　
附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
，
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
４
年
度
以
前
に
入
学
し
た
学
生
の
教
養
教
育
科
目
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
後
の
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履
修
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
教
育
本
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
，
新
規
則
に
規
定
す
る
授
業
科
目
の
履
修
を
認
め
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
別
表
（
略
）

　
※
�別
表
の
内
容
は
，「
令
和
5（
20
23
）年
度
教
養
教
育
科
目
開
設
授
業
科
目
一
覧
」（
p.
教
養
21
～
…

p.
教
養
29
）
に
一
部
加
筆
修
正
の
上
，
掲
載
し
て
い
ま
す
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２
．
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
通
則
（
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。）
第
30
条
第
１
項
及
び
第
31
条
第
２
項
に
規
定
す
る
文
部

科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
の
う
ち
，
外
国
語
の
外
部
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
に
つ
い
て
は
，

次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

（
1）
�認
定
の
対
象
と
な
る
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
，認
定
授
業
科
目
及
び
認
定
単
位
数
（
言
語
別
）
は
，

別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
2）
単
位
認
定
の
申
請
方
法
及
び
範
囲

　
①
　
認
定
の
対
象
と
な
る
級
位
又
は
得
点
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
英
語
・
・
・
・
・
入
学
後
に
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。

　
　
　
英
語
以
外
・
・
・
申
請
日
か
ら
遡
っ
て
２
年
以
内
に
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。

　
②
　
�入
学
前
に
所
定
の
級
位
又
は
得
点
を
得
た
者
で
，
通
則
第
31
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
単
位
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
，
広
島
大
学
既
修
得
単
位
等
の
認
定
に
関
す
る
細
則
に
定
め
る
既

修
得
単
位
等
認
定
願
に
代
え
て
，外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
申
請
書（
別
紙
）に
，

原
則
と
し
て
認
定
証
又
は
得
点
証
明
書
の
原
本
を
添
え
て
，
所
属
す
る
学
部
に
申
請
す
る
。

　
③
　
�入
学
後
に
所
定
の
級
位
又
は
得
点
を
得
た
者
で
，
通
則
第
30
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
単
位
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
，
各
履
修
手
続
期
間
内
に
，
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単

位
認
定
申
請
書
（
別
紙
）
に
，
原
則
と
し
て
認
定
証
又
は
得
点
証
明
書
の
原
本
を
添
え
て
，
所
属

す
る
学
部
に
申
請
す
る
。

　
④
　
�申
請
時
に
単
位
を
修
得
し
て
い
な
い
授
業
科
目
に
つ
い
て
の
み
，申
請
を
認
め
る
。
た
だ
し
，ベ
ー

シ
ッ
ク
日
本
語
は
除
く
。

　
⑤
　
認
定
は
単
位
の
み
と
し
，
成
績
評
価
は
付
さ
な
い
。

　
⑥
　
�各
授
業
科
目
の
認
定
単
位
数
は
，
１
単
位
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
，
ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
に
お

い
て
は
，
各
授
業
科
目
の
認
定
単
位
数
は
，
３
単
位
を
限
度
と
す
る
。

　
⑦
　
�申
請
の
際
現
に
履
修
登
録
し
て
い
る
授
業
科
目
の
認
定
を
希
望
す
る
場
合
は
，
当
該
授
業
科
目
の

登
録
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
，「
単
位
不
要
」
又
は
「
履
修
取
消
」
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
択
す
る
。

　
附
則

１
　
こ
の
取
扱
い
は
，
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
�外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
６
月
23
日
教
育
本
部

全
学
教
育
統
括
部
統
括
会
議
長
決
裁
）
は
，
廃
止
す
る
。

３
　
�令
和
４
年
度
以
前
に
入
学
し
た
学
生
の
英
語
に
関
す
る
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
こ
の
取
扱
い
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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別
表
①
　
英
語

※
1　
�T
es
t 
D
at
e 
ス
コ
ア
の
み
対
象
。
Be
st
T
M
ス
コ
ア
は
対
象
外
。
T
O
EF
L 
iB
T（
R）
テ
ス
ト
H
om
e 
Ed
iti
on
及
び

Sp
ec
ia
l H
om
e 
Ed
iti
on
 は
対
象
外
。

※
2　
広
島
大
学
が
実
施
す
る
T
O
EF
L 
IT
P（
R）
テ
ス
ト
の
得
点
は
，表
中
の
Pa
pe
r-B
as
ed
の
得
点
に
読
み
替
え
て
認
定
す
る
。

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位
・
得
点

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
（
英
検
）

準
１
級
以
上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

２
単
位
以
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

４
単
位
以
内

・
�T
O
E
F
L
　
iB
T
 

（
R）
テ
ス
ト
※
1

・
�広
島
大
学
が
実
施

す
る
T
O
EF
L 
IT
P

（
R）
テ
ス
ト
※
2

Pa
pe
r-B
as
ed

※
2

52
0点
以
上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

２
単
位
以
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

４
単
位
以
内

In
te
rn
et
-B
as
ed

68
点
以
上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

２
単
位
以
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

４
単
位
以
内

・
�T
O
EI
C（
R）
Li
st
en
in
g 
&
 R
ea
di
ng
 

T
es
t公
開
テ
ス
ト

・
�広
島
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

が
認
め
る
T
O
EI
C（
R）
 L
ist
en
in
g 
&
 

Re
ad
in
g 
T
es
t I
P
テ
ス
ト

73
0点
以
上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

２
単
位
以
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

４
単
位
以
内

・
�In
te
rn
at
io
na
l 
En
gl
is
h 
La
ng
ua
ge
 

T
es
tin
g 
Sy
st
em
（
IE
LT
S）
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
」

・
�Co
m
pu
te
r-d
el
iv
er
ed
 IE
LT
S 

A
ca
de
m
ic

5.5
点
以
上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ

２
単
位
以
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
B

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
B

４
単
位
以
内
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②
　
ド
イ
ツ
語

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

ド
イ
ツ
語
技
能
検
定

（
独
検
）

２
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

３
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

４
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

２
単
位
以
内

Ö
st
er
re
ic
hi
sc
he
s 
Sp
ra
ch
di
pl
om
 

D
eu
ts
ch

（
Ō
SD
）
※

A
2以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

A
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

Go
et
he
-Z
er
tifi
ka
t ※

A
2以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

A
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

※
　
４
技
能
（
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
）
す
べ
て
に
お
い
て
合
格
し
た
場
合
に
の
み
申
請
可
能
。
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③
　
フ
ラ
ン
ス
語

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位
・
得
点

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

フ
ラ
ン
ス
語
技
能
検
定

（
仏
検
）

３
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

４
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

５
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

２
単
位
以
内

D
EL
E/
D
A
LF
 ※

A
1以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

T
CF
フ
ラ
ン
ス
語
能
力
テ
ス
ト

10
0以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

T
EF
パ
リ
商
工
会
議
所
フ
ラ
ン
ス
語

能
力
認
定
試
験

69
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

※
　
４
技
能
（
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
）
す
べ
て
に
お
い
て
合
格
し
た
場
合
に
の
み
申
請
可
能
。
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④
　
中
国
語

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

中
国
語
検
定
試
験

（
中
検
）

３
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

４
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

準
４
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

２
単
位
以
内

H
SK
 ※

４
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
中
国
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

３
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

２
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
国
語
Ⅱ

２
単
位
以
内

※
　「
筆
記
試
験
」
に
合
格
し
て
い
る
場
合
，申
請
可
能
。「
口
頭
試
験
」（
初
級
・
中
級
・
高
級
）
の
み
で
の
申
請
は
認
め
な
い
。
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⑤
　
韓
国
語

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

韓
国
語
能
力
試
験
（
T
O
PI
K
）

５
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
韓
国
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

４
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

３
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
韓
国
語
Ⅳ

２
単
位
以
内

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検
定

（
西
検
）

４
級
以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

５
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

６
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ

２
単
位
以
内

D
EL
E 
※

A
2以
上

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ
B

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
A

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ
B

８
単
位
以
内

A
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

※
　
４
技
能
（
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
）
す
べ
て
に
お
い
て
合
格
し
た
場
合
に
の
み
申
請
可
能
。

⑥
　
ス
ペ
イ
ン
語



―
教
養
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―

外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

級
位
・
得
点

認
定
授
業
科
目

認
定
単
位
数

日
本
語
能
力
試
験
（
JL
PT
）

N
1

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅳ

８
単
位
以
内

N
2

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅰ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅱ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅲ

ベ
ー
シ
ッ
ク
日
本
語
Ⅳ

４
単
位
以
内

⑦
　
日
本
語

―
教
養
4
0
―

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
　
総
合
科
学
部
Ｊ
棟
２
階

北 グ ラ ン ド

西 グ ラ ン ド

南
グ
ラ
ン
ド

Ⅷ
．
配
置
図
等

１
．
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
図
�

（
20
23
年
３
月
現
在
）

本
部

学
内
保
育
園

学
内
保
育
園 保
育
園

保
育
園

情
報

科
学

部

（
東
図
書
館
内
）

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
東
分
室

２
階
　
事
務
室

　
　
　
端
末
室

　
　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

３
階
　
セ
ミ
ナ
ー
室

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
本
館

１
階
　
事
務
室

２
階
　
端
末
室

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
室

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室

北
第
３
福
利
会
館

北
第
３
福
利
会
館

法
学
部

法
学
部

経
済
学
部

経
済
学
部



―
教
養
4
1
―

教育
推進

グル
ープ

教養
教育

担当
総合

科学
系支

援室
学生

支援
担当

２
．
総
合
科
学
部
付
近
配
置
図

馬 木 八 本 松 線
広
大
西
口

共
用
棟
４

―
教
養
4
2
―

EV
…

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

身
障

者
用

ト
イ

レ身
障

者
用

ト
イ

レ身
障

者
用

ト
イ

レ

３
．
総
合
科
学
部
講
義
室
配
置
図

Ｋ
２

0
1

CA
LL

教
室

CA
LL

教
室

入
口

入
口 入

口

３
．
総
合
科
学
部
講
義
室
配
置
図

Ｋ
１１


1

講
 義

 室
Ｋ

１１2



講

 義
 室
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西
講
義
棟
（
Ｊ
）

Ｊ
２
０
２

外
国
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

長
室
・
事
務
室

身
障
者
用
ト
イ
レ

CA
LL
教
室

Ｊ
２
０
３

外
国
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

支
援

室

入
口

個 室 更 衣 室

―
教
養
4
4
―

Ｈ
1
1
0

ゼ
ミ
室
Ⅱ
Ｈ
1
0
9

ゼ
ミ
室
Ⅰ

Ｈ
2
1
1

アク
セシ
ビリ
ティ
セン
ター

研
究
/
実
験
室

万
有

引
力

実
験

室

Ｘ
線

実
験

準
備

室

Ｈ
１０


６

化
学

実
験

準
備

室

Ｈ
１０


４

物
理
学

学
生
実
験
棟
（
Ｈ
）

入
口



―
教
養
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5
―

事
務
棟
（
Ｍ
）

総
合
科
学
系
支
援
室

（
運
営
支
援
担
当
）

室
長
室

身
障
者
用
ト
イ
レ

身
障
者
用

ト
イ
レ

拾
得
物
棚

証
明
書
自
動
発
行
機

レ
ポ
ー
ト
BO
X

教
育
推
進
グ
ル
ー
プ

教
養
教
育
担
当

総
合
科
学
系
支
援
室

（
学
生
支
援
担
当
）

多
目
的
室

学
部
長
室

客
員
教
員

控
　
　
　
室

学
生
交
流
室

入
口

入
口

客
員
教
員

控
　
　
　
室

―
教
養
4
6
―

掲
示
板
（
東
講
義
棟
K
２
階
）
拡
大
図

①
一
般
情
報

②
講
義
情
報

※
�な
お
，
教
養
教
育
科
目
の
休
講
・
補
講
・
期

末
試
験
日
程
等
の
講
義
情
報
は
，
掲
示
で
は

な
く
「
M
y 
も
み
じ
」
で
通
知
し
ま
す
。

　
�詳
し
く
は
p.
教
養
17
「
学
生
情
報
の
森
　

も
み
じ
に
つ
い
て
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

４
．
教
養
教
育
に
関
す
る
掲
示
板
位
置
図
（
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）

馬 木 八 本 松 線

広
大
西
口

入 口

共
用
棟
４
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５
．
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
図

診
療
棟

正
門

梁
山
泊（
レ
ジ
デ
ン
ト
ハ
ウ
ス
）

臨
床
管
理
棟

研
究
棟
Ａ研
究
棟
Ｂ

研
究
棟
Ｃ

医
学

資
料
館

ひ
ろ
し
ま
医
工
連
携
・
先
進
医
療

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
棟

霞
会
館

霞
図
書
館霞
体
育
館

保
健
学
研
究
棟

広
仁
会
館

薬
学
部

講
義
棟

講
義
棟
Ｄ

薬
学
部
研
究
棟

薬
用
植
物
園

中
央
研
究
棟

原
爆
放
射
線

医
科
学
研
究
所
研
究
棟

放
射
線
先
端
医
学

実
験
棟

霞
総
合
研
究
棟

施
設

管
理
棟

臨
床
第
２

研
究
棟

共
用
棟
１共
用
棟
２

臨
床

講
義
棟基
礎
第
２

研
究
棟

基
礎

講
義
棟

基
礎
・
社
会
医
学
棟

臨
床
研
究
棟

凌
雲
棟

入
院
棟

東
門

広
島
大
学
病
院
バ
ス
停

P

P
P

1
階
　
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ

教
員
控
室

学
生
ス
ペ
ー
ス
２

学
生
ス
ペ
ー
ス
１

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

男
ト
イ
レ
女
ト
イ
レ

１
Ｆ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ

凌
雲

棟

―
教
養
4
8
―

R2
04

講
義
室

R2
03

講
義
室

R2
02

講
義
室

R2
01

講
義
室

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

男
ト
イ
レ
女
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ

２
Ｆ

R3
04

講
義
室

R3
03

講
義
室

R3
02

講
義
室

R3
01

講
義
室

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

男
ト
イ
レ
女
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ

３
Ｆ

R4
03

講
義
室

R4
02

講
義
室

R4
01

講
義
室

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

男
ト
イ
レ
女
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ

４
Ｆ

R4
04

講
義
室

R5
01

講
堂

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

男
ト
イ
レ
女
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ

５
Ｆ
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６
．
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
図

東
千

田
キ
ャ
ン
パ

ス
配

置
図

（ 東 　 千 　 田 　 公 　 園 ）

東
千

田
地

区
支

援
室

（
１
階

）

日
赤

病
院

前

←
広

島
駅

宇
品

港
→

入 構 ゲ ー ト

慰
霊

碑

警
備

員
室

総
合

校
舎

S
棟

総
合

校
舎

A
棟

総
合

校
舎

Ｂ
棟

総
合

校
舎

Ｃ
棟

東
千

田
未

来
創

生
セ
ン
タ
ー

Ｍ
棟

総
合

校
舎

L
棟

３
Ｆ

▲

▲ ▲

車
椅

子
用

リ
フ
ト
階

段

１
Ｆ

ホ
ー

ル

男
子

ト
イ
レ

女
子

ト
イ
レ

２
Ｆ

印
刷

室

法
科

大
学

院
院

生
自

習
室

車
椅

子
用

リ
フ
ト
階

段

女
子

ト
イ
レ

男
子

ト
イ
レ

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

女
子

ト
イ
レ

男
子

ト
イ
レ

会
議

室
事

務
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室

セ
ン
タ
ー

長
室

セ
ミ

ナ
ー

室

課
外

活
動

施
設

１

男
子

ト
イ
レ

教
員

室

教
員

室

課
外

活
動

施
設

２

３
Ｆ

湯
沸

室

院
生

計
算

機
室

経
済

学
プ
ロ
グ
ラ
ム

院
生

室

教
員

室
教

員
室

教
員

室

法
務

研
修

生
自

習
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室

教
員

室

教
員

室

教
員

室

女
子

ト
イ
レ

尚
志

会

日
本

銀
行

連
携

講
座

職
員

宿
舎

管
理

人
室

教
員

室

２
Ｆ

B
1
1
2

計
算

機
室

印
刷

室

ﾘｰ
ｶ
ﾞﾙ
･ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ
･ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
法

律
相

談
室

）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
室

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
相

談
室

教
員

室
教

員
室

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

院
生

控
室

教
員

室
女

子
ト
イ
レ

身
障

者

用

ト
イ
レ

警
備

員
室

男
子

ト
イ
レ

【
総

合
校

舎
Ｃ
棟

】

人
事

グ
ル
ー

プ
環

境
担

当

広
島

大
学

校
友

会
東

千
田

事
務

室

事
務

室

教
員

室

１
Ｆ

教
員

室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

【
総

合
校

舎
Ｂ
棟

】

屋
上

平
和

セ
ン
タ
ー

―
教
養
5
0
―

①
③

２
Ｆ

教
員

室
第

９
演

習
室

　
【
総

合
校

舎
Ｓ
棟

】

　
【
総

合
校

舎
Ｓ
棟

】

書
　
庫

地
域

経
済

シ
ス
テ
ム

研
　
　
究

セ
ン
タ
ー

金
融

庁
連

携
講

座
Ｅ
Ｖ

第
２

演
習

室

第
１

演
習

室

教
員

室
教

員
室

第
４

演
習

室
第

３
演

習
室

教
員

室
教

員
室

女
子

ト
イ
レ

身
障

者
用

ト
イ
レ

Ｅ
Ｖ

女
子

ト
イ
レ

１
Ｆ

東
千

田
地

区
支

援
室

教
員

室

教
員

室

教
員

室

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

男
子

ト
イ
レ

講
義

室

法
学

部
長

　
室

相
談

室

教
員

室
教

員
室

女
子

ト
イ
レ

男
子

ト
イ
レ

法
科

大
学

院
院

生
自

習
室

E
V

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム

心
理

実
験

室
②

法
科

大
学

院
院

生
自

習
室

身
障

者
用

ト
イ
レ

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

教
員

室

男
子

ト
イ
レ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究

セ
ン
タ
ー

▲

身
障

者
用

ト
イ
レ

教
員

室

ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ

ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ
長

室

E
V

▲

教
員

室

男
子

ト
イ
レ

教
員

室

女
子

ト
イ
レ

【
総

合
校

舎
A
棟

・
S
棟

】

グ
ル

ー
プ
学

習
室

図
書

館

（
東

千
田

図
書

館
）

証
明

書

自
動

発
行

機

男
子

ト
イ
レ

女
子

ト
イ
レ

４
０
２
講

義
室

（
双

方
向

・
Ａ
Ｖ
講

義
室

）

第
６
演

習
室

放
送

大
学

３
Ｆ

E
V

中
会

議
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
男

子
ト
イ
レ

女
子

ト
イ
レ

大
会

議
室

実
務

法
学

専
攻

長
室

体
　
育

　
室

器 具 庫

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

【
総

合
校

舎
Ａ
棟

】

多
目

的
室

６
Ｆ

E
V

５
Ｆ

E
V

男
子

更
衣

室
女

子
更

衣
室

第
７
演

習
室

経
済

学
部

夜
間

主
ｺ
ｰ
ｽ

主
任

室

男
子

ト
イ
レ

女
子

ト
イ
レ

放
送

大
学

４
Ｆ

E
V

４
０
４
講

義
室

４
０
３
講

義
室
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▲ ▲

教
員

室
教

員
室

E
V

男
 子

 ト
イ

レ
女

 子
 ト

イ
レ

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

１
Ｆ

学
生

室
学

生
室

学
生

室
男

 子
 ト

イ
レ

女
 子

 ト
イ

レ

E
V

湯
　

　
沸

コ
ー

ナ
ー

手
　

　
洗

コ
ー

ナ
ー

学
生

室

学
生

ロ
ッ

カ
ー

室

ラ
ウ

ン
ジ

ﾊ
ﾞﾘ

ｱ
ﾌ

ﾘｰ

ト
 イ

 レ

食
　

　
堂

教
員

室
教

員
室

ﾊ
ﾞﾘ

ｱ
ﾌ

ﾘｰ

ト
 イ

 レ

５
Ｆ

学
生

室

教
員

室

コ
モ

ン
ス

ペ
ー

ス

E
V

ﾊ
ﾞﾘ

ｱ
ﾌ

ﾘｰ

ト
 イ

 レ

印
刷

室
資

料
室

湯
　

　
沸

コ
ー

ナ
ー

教
員

室

３
Ｆ

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

男
　

子

ト
イ

レ教
員

室

【
総

合
校

舎
Ｌ
棟

】

▼

渡
り

廊
下

教
員

室

コ
モ

ン
ス

ペ
ー

ス

E
V

E
V

E
V

ﾊ
ﾞﾘ

ｱ
ﾌ

ﾘｰ

ト
 イ

 レ

書
庫

２
Ｆ

女
子

ト
イ

レ

４
Ｆ

教
員

室 ﾊ
ﾞﾘ

ｱ
ﾌ

ﾘｰ

ト
 イ

 レ

男
 子

 ト
イ

レ
女

 子
 ト

イ
レ

学
生

室

E
V

E
V

男
子

ト
イ

レ

学
生

室
学

生
室

コ
モ

ン
ス

ペ
ー

ス

教
員

室
教

員
室

教
員

室

学
生

室

玄
関

ホ
ー

ル

渡
り

廊
下

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
書

籍
販

売
コ

ー
ナ

ー

湯
　

　
沸

コ
ー

ナ
ー

印
刷

室

教
員

室
教

員
室

資
料

室

オ
ー

プ
ン

キ
ッ

チ
ン

学
生

室
学

生
室

応
接

室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

教
員

室
教

員
室

ア
リ
ー

ナ

湯
　

　
沸

コ
ー

ナ
ー

事
務

室
会

議
室

（
１

）
会

議
室

（
２

）
会

議
室

（
３

）

会
議

室
（
４

）

多
目

的
ス

ペ
ー

ス
（
１

）

多
目

的
ス

ペ
ー

ス
（
２

）

女
子

更
衣

室

男
子

更
衣

室 女
　

子

ト
イ

レ

器
具

庫E
V

男
 子

 ト
イ

レ
女

 子
 ト

イ
レ

６
Ｆ

E
V

E
V

―
教
養
5
2
―

１
Ｆ

２
Ｆ

３
Ｆ

４
Ｆ

【
東

千
田

未
来

創
生

セ
ン
タ
ー
Ｍ
棟

】

B
IB

L
A

 S
en

d
a

グ
ル
ー

プ
ワ
ー

ク
室

端
末

室
（
旧

計
算

機
室

1
）

M
2
0
4

講
義

室

保
健

管
理

セ
ン
タ
ー

東
千

田
分

室

E
V

E
V

M
2
0
2

講
義

室

M
2
0
1

講
義

室

男
子

ト
イ
レ

▼

▼

女
子

ト
イ
レ

男
子

ト
イ
レ

M
2
0
3

講
義

室

女
子

ト
イ
レ

身
障

者
用

ト
イ
レ

教
員

控
室

身
障

者
用

ト
イ
レ

M
3
0
4

講
義

室
M

3
0
3

講
義

室
M

4
0
2

講
義

室
M

4
0
1

講
義

室

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
3
-
3

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
6

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
6

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
3
-
1

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
4

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
5

E
V

M
3
0
2

講
義

室

E
V

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
5

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
4

女
子

ト
イ
レ

男
子

ト
イ
レ

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
3
-
2

身
障

者
用

ト
イ
レ

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
2

身
障

者
用

ト
イ
レ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
4
-
2

男
子

ト
イ
レ

女
子

ト
イ
レ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
3
-
3

M
3
0
1

講
義

室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ム
3
-
1

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
4
-
1

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

ル
ー

ム
3
-
2
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所
　
属
　
学
　
部

電
話
番
号

E-
m
ai
lア
ド
レ
ス

総
合
科
学
部

総
合
科
学
科

08
2-
42
4-
63
15

so
uk
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

国
際
共
創
学
科

08
2-
42
4-
79
88

文
学

部
08
2-
42
4-
66
13

bu
n-
ga
ku
-si
en
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

教
育

学
部

08
2-
42
4-
67
25

ky
oi
ku
-g
ak
us
i@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

経
済

学
部

昼
間

コ
ー

ス
08
2-
42
4-
72
17

sy
ak
ai
-g
ak
u-
sie
n@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

理
学

部
08
2-
42
4-
73
15

ri-
ga
ku
-si
en
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

工
学

部
08
2-
42
4-
75
24

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

生
物
生
産
学
部

08
2-
42
4-
79
15

se
i-g
ak
u-
sie
n@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

情
報

科
学

部
08
2-
42
4-
76
11

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

教
育
推
進
グ
ル
ー
プ

教
養
教
育
担
当

08
2-
42
4-
42
18

gs
yu
ga
ku
-g
ro
up
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

７
．

教
養

教
育

担
当

及
び

各
学

部
学

生
支

援
担

当
の

連
絡

先

　
教
養
教
育
科
目
の
履
修
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は
，
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
教
養
教
育
担
当
及
び
霞
地
区
運
営

支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
（
学
生
生
活
・
教
養
担
当
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
，
学
部
が
定
め
る
履

修
基
準
な
ど
に
関
す
る
質
問
・
相
談
に
つ
い
て
は
，
所
属
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
，
E-
m
ai
lを
送
る
と
き
に
は
，
必
ず
学
生
番
号
と
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

（
東

広
島

市
） 

受
付
時
間
：（
月
～
金
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
教
養
教
育
担
当
は
総
合
科
学
部
事
務
棟
１
階
（
場
所
は
p.
教
養
45
参
照
）
に
あ
り
ま
す
。

所
　
属
　
学
　
部

電
話
番
号

E-
m
ai
lア
ド
レ
ス

医
学

部
08
2-
25
7-
50
49

ka
su
m
i-g
ak
u-
m
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

歯
学

部
08
2-
25
7-
56
14

ka
su
m
i-g
ak
u-
d@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

薬
学

部
08
2-
25
7-
57
77

ka
su
m
i-g
ak
u-
p@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

霞
キ

ャ
ン

パ
ス

（
広

島
市

） 
受
付
時
間
：（
月
～
金
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

所
　
属
　
学
　
部

電
話
番
号

E-
m
ai
lア
ド
レ
ス

法
学

部
夜
間
主
コ
ー
ス

08
2-
54
2-
69
98

se
nd
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

経
済

学
部

夜
間
主
コ
ー
ス

08
2-
54
2-
69
61

東
千

田
キ

ャ
ン

パ
ス

（
広

島
市

） 
受
付
時
間
：（
月
～
金
）
12
時
30
分
～
21
時
15
分

所
　
属
　
学
　
部

電
話
番
号

E-
m
ai
lア
ド
レ
ス

法
学

部
昼

間
コ

ー
ス

08
2-
54
2-
70
71

se
nd
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
��c
e.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

東
千

田
キ

ャ
ン

パ
ス

（
広

島
市

） 
受
付
時
間
：（
月
～
金
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分
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Ⅰ
．
広
島
大
学
の
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Hハ

イ
プ
ロ
ス
ペ
ク
ツ

iP
R
O
SP
EC
TS

®
」

１
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
と
は

　
 　
広
島
大
学
で
は
，
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
実
現
と
， 

卒
業
生
の
質
の
確
保
及
び
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
，「
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
』」
と
い
う
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
は
，

広
島
大
学
の
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
愛
称
で
す
。

　
　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
で
は
，

　
○
 ま
ず
入
学
時
に
，
卒
業
ま
で
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
知
識
や
能
力
を
「
到
達
目
標
」
と
い
う
形
で

示
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
到
達
目
標
の
実
現
に
向
け
て
，所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）

に
従
い
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　
○
 到
達
目
標
に
対
し
て
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
今
ど
の
く
ら
い
到
達
し
て
い
る
の
か
，
定
期
的
に
確

認
し
て
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
，
そ
の
確
認
結
果
に
基
づ
い
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
　
 例
え
ば
，
確
認
の
結
果
，
弱
い
点
が
見
つ
か
れ
ば
，
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
学
習
を
す

れ
ば
良
い
か
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
，
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　
 　
以
上
を
踏
ま
え
，
み
な
さ
ん
は
到
達
目
標
の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
そ
れ
以
上
の
知
識
や
能
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
卒
業
ま
で
の
主
な
流
れ

　
 　
授
業
を
受
け
る
た
め
に
は
，
学
期
の
始
め
に
履
修
手
続
を
行
い
ま
す
。
授
業
を
受
け
て
学
期
末
試
験

等
に
合
格
す
れ
ば
，
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 　
そ
し
て
，主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
p.
ハ
イ
プ
ロ
３
参
照
）
で
示
さ
れ
て
い
る
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
，

学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を

見 て 受 験 す る 学 部 を 選 択

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 決 定

入 学 式

ガ イ ダ ン ス （ ス ム ー ズ な 大 学

生 活 へ の 移 行 ）

授 業 開 始

授 業 科 目 の 履 修 手 続

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ ャ ン プ

（ ４ ・ ５ 月 ）

TOEIC® L&R IP テ ス ト
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

選
択
の
た
め
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
，
希
望
調
査
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定

各 学 期 末 に チ ェ ッ ク

◎ 授 業 科 目 の 成 績 評 価

◎ プ ロ グ ラ ム 毎 に 定 め ら れ た

　
到 達 目 標 に 対 す る 到 達 度 の 評 価

卒 業 時 に 最 終 的 な

到 達 度 の 評 価 を チ ェ ッ ク

卒 業 式 （ 学 位 記 授 与 式 ）

卒 業 論 文 作 成 （ 課 さ な い 主

専 攻 プ ロ グ ラ ム も あ る ）

卒 業 論 文 作 成 の た め の

研 究 室 の 決 定

卒 業 論 文 発 表 会

入
学
 

卒
業

入
学
と
同
時
に
決
定
す
る

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

入
学
後
（
１
年
終
了
時
，
又
は
そ
の
後
）

に
決
定
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
p.ハ
イ
プ
ロ
7～
9参
照
）

（
p.ハ
イ
プ
ロ
7～
9参
照
）

希 望 者 は 副 専 攻 プ ロ

グ ラ ム ・ 特 定 プ ロ グ ラ

ム を 登 録



Ⅱ
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
の
構
成

　
 　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３

種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
た
め
に
全
員
が
登
録
し
ま
す
。
一
方
，
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
そ
の
履
修
を
希
望
す
る
学
生
の
み
登
録
し
ま
す
。

　
 　
以
下
に
示
す
よ
う
に
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
理
解
し
て
，
学
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

１
．
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
１
）
目
　
的

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
を
卒
業
す
る
た
め
に
履
修
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
教
育
課
程
）
の
こ
と
を
い
い
，
学
士
号
の
取
得
を
目
的
と
し
て
，
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育

が
一
貫
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
が
提
供
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
員
１
つ
登
録
 

し
ま
す
。

　
　
 　
な
お
，所
属
す
る
学
部
・
学
科
等
以
外
が
提
供
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
し
た
い
場
合
は
，

そ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
学
部
・
学
科
等
へ
，
転
学
部
・
転
学
科
等
を
行
う
必
要
が
 

あ
り
ま
す
。

　
２
）
学
期
毎
の
評
価
，
卒
業

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
学
期
毎
に
履
修
し
た
各
授
業
科
目
で
評
価
（
p.
ハ
イ
プ
ロ
７
～
９
参

照
）
が
行
わ
れ
，
自
ら
の
到
達
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
主
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
示
さ
れ
て
い
る
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
，
学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
３
）
そ
の
他

　
　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
専
門
教
育
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
１
）
目
　
的

　
　
 　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し
て
異
な
る
分

野
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
な
お
，
そ
の
履
修
を
希
望
す

る
学
生
の
み
登
録
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

目
　
　
　
　
　
的

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
の
学
習
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
（
高
度
な
英
語

能
力
を
養
成
す
る
も
の
な
ど
），
又
は
，
②
資
格
（
学
芸
員
や
学
校
図
書
館
司
書

教
諭
な
ど
）
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
２
）
共
通
点
・
相
違
点

　
　
 　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
，
そ
の
他
，
次
の
よ
う
な
共
通
点
・
相
違
点
が
あ

り
ま
す
。

　
　
①
共
通
点 項
目

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
点

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
の
関
係

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
っ
て
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
を
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
要
件
単
位
に
算

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
自
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履

修
基
準
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

登
録
手
続

説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
履
修
開
始
時
期
」
に
合
わ
せ
，
毎
年
１
月
上
旬

か
ら
２
月
上
旬
（
※
）
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
を
申
請
し
，
登
録
許
可
を
受
け

た
場
合
に
，
翌
年
度
か
ら
履
修
を
開
始
し
ま
す
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
，「
M
y

も
み
じ
」
の
掲
示
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
の
履
修

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
う
ち
，
入
学
か
ら

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
前
ま
で
に
修
得
し
た
単
位
が
あ
れ
ば
，
そ
の
単
位

は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

○
 授
業
時
間
割
の
関
係
で
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業

科
目
の
一
部
が
履
修
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
も
本
学
共
通
の
平
均

評
価
点（
GP
A
）（
p.
ハ
イ
プ
ロ
７
～
９
参
照
）の
計
算
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

成
績
証
明
書
へ
の
記
載
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
さ
れ
る
と
「
履
修
中
」
で
あ

る
旨
，
記
載
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
条
件
を
満
た
す
と
，「
修
了
」
し

た
旨
，
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
 一
部
の
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
登
録
申
請
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
H
iP
RO
SP
EC
T
S®

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）



　
　
②
相
違
点

項
目

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

登
録
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

１
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
登
録
で
き
ま
す
。
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
で
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

選
択
範
囲

自
身
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
か
ら
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

原
則
，
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
条
件

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位

を
修
得
し
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
た
場

合
に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
を
修

得
し
，
卒
業
又
は
離
籍
（
退
学
な
ど
）
し

た
場
合
に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

修
了
証
書
の
交
付

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
み
修
了
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
３
）
履
修
開
始
ま
で
の
流
れ

　
　
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
始
め
る
ま
で
の
流
れ
は
，次
の
と
お
り
で
す
。

時
　
期

詳
　
　
　
　
　
　
　
細

１
月
上
旬
か
ら

２
月
上
旬

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
申
請
方
法
等
を
「
M
y

も
み
じ
」
で
確
認

○
登
録
の
た
め
の
要
件
，
時
期
等
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
説
明
書
で
確
認

　
　
　
↓

○
必
要
に
応
じ
て
事
前
に
チ
ュ
ー
タ
ー
又
は
指
導
教
員
に
相
談

　
　
　
↓

○
 副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
を
申
請

　
　
　
↓
　

○
登
録
許
可
の
審
査
結
果
を
確
認

翌
年
度
前
期

○
 登
録
許
可
を
受
け
た
場
合
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
開

始

　
４
）
そ
の
他

　
　
 　
登
録
を
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書
を
必
ず
よ
く
読
み
，
到
達
目
標
な
ど
を
し
っ
か
り
理
解

し
た
上
で
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
，
登
録
す
る
際
に
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
，
チ
ュ
ー
タ
ー
や
所

属
す
る
学
部
の
学
生
支
援
担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
の
３
つ
の
資
料

　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
を
，
次
の
と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

記
載
内
容

確
認
方
法

詳
述
書

各
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
，
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
到
達
目

標
），
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程

編
成
・
実
施
の
方
針
），
学
修
の
成
果
，
取
得

可
能
な
資
格
　
等
）

H
iP
RO
SP
EC
T
S®
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

説
明
書

各
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
各
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
，到
達
目
標
，登
録
時
期
，

登
録
要
件
，
授
業
科
目
　
等
）

シ
ラ
バ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
各
授
業
科
目
の
詳
細

（
授
業
計
画
，
予
習
・
復
習
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
，

テ
キ
ス
ト
，
成
績
評
価
の
基
準
　
等
）

「
M
y
も
み
じ
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
※
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
U
RL

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
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/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/s
yu
se
nk
ou

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/h
uk
us
en
ko
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/p
ro
g/
pr
og
ra
m
/t
ok
ut
ei



【
本
学
共
通
の
平
均
評
価
点
（
G
P
A
）
算
出
公
式
】

　（
注
）
 分
母
が
「
総
登
録
単
位
数
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
む
や
み
に
多

く
の
授
業
を
履
修
登
録
す
る
と
，
履
修
し
き
れ
な
く
な
り
GP
A
が
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

GP
A
 ＝
 
秀
の
単
位
数
×
４
＋
優
の
単
位
数
×
３
＋
良
の
単
位
数
×
２
＋
可
の
単
位
数
×
１
×
10
0

総
登
録
単
位
数
×
４

Ⅲ
．
評
価
の
方
法

　
 　
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
，
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
学
習
成
果
の
評
価
方
法

を
導
入
し
た
こ
と
で
す
。
 

　
 　
広
島
大
学
は
，
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
を
導
入
し
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
到
達
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
，
各
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
，
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
授
業
科
目

の
成
績
評
価
に
加
え
て
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
定
め
ら
れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価
を
行
い

ま
す
。
 

　
 　
こ
れ
に
よ
り
，み
な
さ
ん
は
自
分
自
身
が
身
に
つ
け
た
力
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
，

今
後
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

１
．
授
業
科
目
の
成
績
評
価

　
 　
み
な
さ
ん
は
，
履
修
基
準
に
従
っ
て
授
業
科
目
を
履
修
し
，
試
験
を
受
け
て
，
必
要
な
単
位
を
修
得

し
て
い
き
ま
す
が
，
み
な
さ
ん
の
学
習
成
果
の
評
価
は
，
ま
ず
そ
の
授
業
科
目
毎
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
が
授
業
科
目
の
成
績
評
価
で
す
。

　
 　
成
績
評
価
は
，
秀
（
S）
，
優
（
A
），
良
（
B）
，
可
（
C）
，
不
可
（
D
）
の
５
段
階
評
価
と
し
，
秀
，

優
，
良
，
可
を
合
格
と
し
ま
す
。
成
績
評
価
の
結
果
は
，
学
期
毎
に
通
知
し
ま
す
。

　
 　
な
お
，
各
授
業
科
目
で
行
わ
れ
る
成
績
評
価
の
基
準
等
は
，
シ
ラ
バ
ス
に
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
本
学
共
通
の
平
均
評
価
点
（
G
P
A
：
G
ra
de
 P
oi
nt
 A
ve
ra
ge
）

　
 　
授
業
科
目
の
成
績
評
価
を
ま
と
め
た
指
標
と
し
て
，
全
学
的
に
算
出
方
法
を
統
一
し
た
平
均
評
価
点

（
GP
A
：
Gr
ad
e 
Po
in
t A
ve
ra
ge
）
を
通
知
し
ま
す
。
算
出
公
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
 　
こ
の
GP
A
は
，
履
修
指
導
に
活
用
す
る
他
，
奨
学
金
，
授
業
料
免
除
，
成
績
優
秀
者
及
び
学
生
表

彰
等
の
選
定
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

GP
A
の
具
体
的
な
計
算
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 Ａ
さ
ん
の
場
合
　
適
正
な
履
修
計
画
に
基
づ
き
授
業
科
目
を
登
録
し
た
場
合

登
録
し
た
単
位
：
20
単
位
（
10
科
目
（
各
２
単
位
））

前
期
成
績
：
秀
／
10
単
位
，
優
／
４
単
位
，
良
／
２
単
位
，
可
／
４
単
位

 Ｂ
さ
ん
の
場
合
　
無
理
な
履
修
計
画
で
多
く
の
授
業
科
目
を
登
録
し
た
場
合

登
録
し
た
単
位
：
30
単
位
（
15
科
目
（
各
２
単
位
））

前
期
成
績
：
秀
／
０
単
位
，
優
／
10
単
位
，
良
／
２
単
位
，
可
／
12
単
位
，（
不
可
／
６
単
位
）

【
G
P
A
の
計
算
対
象
と
な
る
も
の
】

　
５
段
階
評
価
（
欠
席
を
含
む
。）
が
付
さ
れ
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
GP
A
の
計
算
対
象
に
な
り

ま
す
。
な
お
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
履
修
し
た
授
業
科
目
も
GP
A
の

計
算
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
G
P
A
の
計
算
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

　
成
績
評
価
欄
が
「
認
定
」
と
な
っ
て
い
る
授
業
科
目
は
，
５
段
階
評
価
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
，
GP
A
の
計
算
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
，
履
修
手
続
の
際
に
，
履
修
届
出
区
分
を
「
単

位
不
要
」
と
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
そ
も
そ
も
単
位
が
出
ま
せ
ん
の
で
G
P
A
の
計
算
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
参
考
：「
認
定
」
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
】

　
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
を
含
む
。）
を
本
学

の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
，
単
位
認
定
す
る
が
，
５
段
階
評
価
を
付
さ
な
い
場
合
，
当
該
授

業
科
目
の
成
績
欄
は
，「
認
定
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
取
扱
い
は
，
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
・
 入
学
前
に
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
英
語
以
外
の
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等

及
び
編
入
学
し
た
場
合
を
含
む
。）
を
本
学
の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
単
位
認
定
す
る
場
合
，

５
段
階
評
価
は
付
さ
な
い
。

　
・
 入
学
後
に
他
大
学
等
で
行
っ
た
学
修
又
は
修
得
し
た
単
位
（
外
国
語
技
能
検
定
試
験
等
を
含
む
。）
を

本
学
の
授
業
科
目
の
履
修
と
見
な
し
て
単
位
認
定
す
る
場
合
，
原
則
と
し
て
５
段
階
評
価
は
付
さ
な

い
が
，
協
定
等
に
よ
り
５
段
階
評
価
を
付
す
根
拠
が
そ
れ
相
応
に
あ
る
場
合
に
限
り
，
５
段
階
評
価

を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。（
各
学
部
で
取
扱
い
が
異
な
り
，
５
段
階
評
価
を
付
す
場
合
は
，
GP
A
の

計
算
対
象
と
な
る
。）

10（
秀
）×
４
＋
４（
優
）×
３
＋
２（
良
）×
２
＋
４（
可
）×
１
 ×
10
0 
＝
 7
5.0
0

20
×
４

０（
秀
）×
４
＋
10（
優
）×
３
＋
２（
良
）×
２
＋
12（
可
）×
１
 ×
10
0 
＝
 3
8.3
3

30
×
４



３
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
に
定
め
ら
れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価

　
 　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
詳
述
書
に
明
示
さ
れ
た
到
達
目
標
の
具
体
的
な
項
目
に
つ
い
て
，
到
達

度
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 　
到
達
度
の
評
価
は
，「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）」
，「
優
秀
（
V
er
y 
Go
od
）」
，「
良
好
（
Go
od
）」

の
３
段
階
で
評
価
し
，
そ
の
結
果
は
，
学
期
毎
に
通
知
し
ま
す
。

　
 　「
優
」
や
「
可
」
な
ど
の
成
績
評
価
か
ら
は
，
そ
の
授
業
科
目
の
履
修
の
成
果
は
分
か
り
ま
す
が
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
げ
る
到
達
目
標
に
対
し
て
，
自
分
が
今
ど
の
程
度
達
成
で
き
て
い
る
か
は
分
か
り
づ

ら
い
と
思
い
ま
す
。
到
達
度
の
評
価
を
知
る
こ
と
で
，
到
達
目
標
の
実
現
に
向
け
て
，
具
体
的
に
ど
う

い
う
能
力
が
ど
の
程
度
身
に
つ
き
，
何
が
足
り
な
い
の
か
を
把
握
で
き
，
ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
て
，
次

の
タ
ー
ム
の
学
習
に
向
け
た
履
修
計
画
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 　
到
達
度
の
評
価
は
，
学
期
毎
に
更
新
さ
れ
，
卒
業
時
に
通
知
さ
れ
る
評
価
内
容
が
，
最
終
の
到
達
度

を
表
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
，例
え
ば
あ
る
段
階
で
「
良
好
（
Go
od
）」
と
い
う
評
価
を
一
旦
受
け
て
も
，

そ
の
後
が
ん
ば
っ
て
学
習
を
続
け
た
結
果
，
卒
業
時
に
は
「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）」
と
い
う
評

価
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
，
逆
に
あ
る
段
階
で
「
極
め
て
優
秀
（
Ex
ce
lle
nt
）」
と
い
う
評
価

を
受
け
て
い
て
も
，
そ
の
後
の
努
力
を
怠
っ
た
結
果
，
評
価
が
下
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
学
期
毎

に
通
知
さ
れ
る
到
達
度
の
評
価
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
卒
業
ま
で
が
ん
ば
っ
て
学
習
を
続
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
成
績
評
価
，
G
P
A
及
び
到
達
度
の
評
価
の
確
認
方
法

　
　
成
績
評
価
，
GP
A
及
び
到
達
度
の
評
価
は
，「
M
y
も
み
じ
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⅳ
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
・
履
修
に
あ
た
っ
て
は
，
必
ず
事
前
に
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書

（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）
に
目
を
通
し
，
到
達
目
標
等
を
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
部

国
際
共
創
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

哲
学
・
思
想
文
化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
学
部

歴
史
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
理
学
・
考
古
学
・
文
化
財
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
・
中
国
文
学
語
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

欧
米
文
学
語
学
・
言
語
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

初
等
教
育
教
員
養
成
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
理
科
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
数
学
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
技
術
・
情
報
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
国
語
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
科
学
（
英
語
）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
本
語
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
間
生
活
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

音
楽
文
化
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

造
形
芸
術
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

心
理
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

公
共
政
策
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

現
代
経
済
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
済
学
部

数
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
部

化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

機
械
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
部

輸
送
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

材
料
加
工
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

電
気
シ
ス
テ
ム
情
報
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

電
子
シ
ス
テ
ム
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

応
用
化
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
学
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
基
盤
環
境
工
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

建
築
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

水
圏
統
合
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
産
学
部

応
用
動
植
物
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

食
品
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

分
子
農
学
生
命
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

計
算
機
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
科
学
部

デ
ー
タ
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

知
能
科
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム



Ⅴ
．
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧

　【
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部
等

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

学
芸
員
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
博
物
館

総
合
科
学
部

文
学
部

教
育
学
部

理
学
部

生
物
生
産
学
部

社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
部

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
設
キ
ャ
ン
パ
ス

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

開
設
学
部
等

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

Gl
ob
al
 P
ea
ce
 L
ea
de
rs
hi
p 
Pr
og
ra
m

教
育
本
部

ひ
ろ
し
ま
平
和
共
生
リ
ー
ダ
ー
育
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
教
員
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
部

A
I・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
基
礎
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

AI
・デ
ータ
イノ
ベー
ショ
ン教
育研
究セ
ンタ
ー

英
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

基
本
統
計
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
科
学
部

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

基
本
情
報
処
理
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
部

霞
キ
ャ
ン
パ
ス

食
品
臨
床
試
験
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
薬
学
部

　【
資
格
の
取
得
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
・
履
修
に
あ
た
っ
て
は
，
必
ず
事
前
に
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
書
 

（
p.
ハ
イ
プ
ロ
６
参
照
）
に
目
を
通
し
，
到
達
目
標
等
を
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る
資
格

　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
，
前
述
の
と
お
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学

習
を
目
的
と
し
た
も
の
，及
び
，資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
，
資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
そ
の
資
格
の
概
要
は
次
表
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
だ
け
で
は
，
そ
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
修
了
に

必
要
な
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
後
に
所
定
の
手
続
等
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
，
説
明
書
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

資
　
　
格

（
関
連
す
る
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

資
　
格
　
の
　
概
　
要
　
等

学
芸
員

（
学
芸
員
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
学
芸
員
は
，
博
物
館
法
に
基
づ
き
博
物
館
に
置
か
れ
る
専
門
的
職
員
で
，

博
物
館
資
料
の
収
集
，
保
管
，
展
示
及
び
調
査
研
究
そ
の
他
こ
れ
と
関
連

す
る
事
業
に
従
事
す
る
職
務
で
す
。
博
物
館
法
上
の
博
物
館
に
は
，
い
わ

ゆ
る
歴
史
博
物
館
，
考
古
館
，
美
術
館
の
ほ
か
に
，
動
物
園
，
植
物
園
，

水
族
館
，
科
学
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
学
芸
員
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
，
学
士
の
学
位
を
有
し
，
文
部
科
学

省
令
で
定
め
ら
れ
た
博
物
館
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
，
こ
れ
ら
の
科
目
を
取
得
で
き
る
よ
う
編
成
さ
れ
た
の
が
学
芸
員
資

格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
な
お
，
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
だ
け
で
は
学
芸
員
に
な
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
学
芸
員
の
資
格
と
は
，
免
許
状
の
よ
う
な
も
の
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
，
博
物
館
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
学
芸
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

社
会
調
査
士

（
社
会
調
査
士
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
社
会
調
査
士
は
，
社
会
調
査
の
知
識
や
技
術
を
用
い
て
，
世
論
や
市
場

動
向
，
社
会
事
象
等
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
有
す
る
調
査
の
専

門
家
の
こ
と
で
す
。

　
社
会
調
査
士
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
，社
会
調
査
協
会
が
定
め
る
「
社

会
調
査
士
の
た
め
の
必
修
科
目
」
の
単
位
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
，
こ

れ
ら
の
科
目
で
編
成
さ
れ
た
も
の
が
，
社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

学
校
図
書
館
司
書
教
諭

（
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
学
校
図
書
館
は
，
児
童
生
徒
に
今
日
求
め
ら
れ
る
「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
人
間
性
」
な
ど
の
［
生
き
る
力
］
の
育
成
に
，
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

や
読
書
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
学
校
に
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

司
書
教
諭
は
，
こ
の
学
校
図
書
館
の
専
門
的
職
務
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
。

　
司
書
教
諭
の
資
格
を
得
る
に
は
，
ま
ず
，
教
員
免
許
状
を
取
得
し
教
諭

で
あ
る
こ
と
，そ
し
て
，学
校
図
書
館
法
に
規
定
す
る
司
書
教
諭
の
講
習（
以

下
，「
講
習
」
と
い
う
）
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
図
書
館
司

書
教
諭
講
習
規
程
で
定
め
ら
れ
た
，
こ
の
講
習
で
修
得
す
る
必
要
の
あ
る

科
目
で
編
成
さ
れ
た
も
の
が
，
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得
特
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

社
会
教
育
士

（
社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
）

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
社
会
教
育
士
と
は
，
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
，
学
び
を
通
じ
て
，

人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
中
核
的
な
役
割
を
は
た

す
専
門
人
材
の
称
号
で
す
。
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
，
地
域
の
思
い
に

寄
り
添
っ
た
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
，
地
域
活
動
や

市
民
活
動
が
持
続
的
に
展
開
し
て
い
く
支
援
を
し
ま
す
。
世
間
に
お
け
る

社
会
教
育
士
の
認
知
度
は
未
だ
低
い
で
す
が
，
社
会
教
育
士
に
は
，
公
的

機
関
だ
け
で
な
く
，
N
PO
，
企
業
，
学
校
な
ど
の
他
，
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
士
の
称
号
取
得
者
は
同
時
に
，
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
の

取
得
者
と
な
り
ま
す
。
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
事
務
局

に
は
，
社
会
教
育
法
に
基
づ
き
社
会
教
育
を
行
う
者
に
専
門
的
技
術
的
な

助
言
と
指
導
を
す
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
専
門
職
員
と
し
て
，
社
会
教
育

主
事
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
主
事
に
任
用
さ
れ
る
に
は
，
社
会

教
育
主
事
基
礎
資
格
の
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
，
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
だ
け
で
は
社
会
教
育
主
事
と
し
て
任
用
さ
れ
る
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
教
育
主
事
基
礎
資
格
を
取
得

し
た
後
，
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
に
職
を
得
て
社
会
教
育
関
連
の
職
務

を
一
定
期
間
経
験
す
る
な
ど
し
た
上
で
は
じ
め
て
，
社
会
教
育
主
事
と
し

て
任
用
さ
れ
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。



Ⅵ
．
H
iP
R
O
S
P
E
C
T
S
®
関
係
規
則
等

１
．
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則

 
平
成
18
年
２
月
14
日

 
規
則
第
５
号

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
規
則
は
，広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第
２
号
。
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。）

第
19
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　（
目
的
）

第
２
条
　
本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
を
明
示
し
，
そ
の
到
達
度
の
評
価
を
組
み
込
ん
だ
体

系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
，
学
生
に
多
様
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　（
名
称
）

第
３
条
　
本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
H
iP
RO
SP
EC
T
S（
ハ
イ
プ

ロ
ス
ペ
ク
ツ
））
と
称
す
る
。

　（
種
類
）

第
４
条
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
は
，
そ
の
教
育
目
的
に
よ
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ

ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

第
５
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
学
位
の
取
得
を
目
的
と
し
て
，
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
を
全
学

年
間
に
一
貫
的
及
び
調
和
的
に
複
合
さ
せ
る
よ
う
に
編
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

第
６
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
学
士
課
程
教
育
の
多
様
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
，
学
生
の
多
様

な
能
力
，
適
性
及
び
学
習
意
欲
に
応
え
，
学
生
に
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
と
併
行
し
て
異
な
る
分

野
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
等
を
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編

成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

第
７
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
又
は
資

格
の
取
得
を
目
的
と
し
て
編
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

　（
開
設
及
び
編
成
）

第
８
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
単
一
の
学
部
で
，
又
は
学
部
を
ま
た
が
っ

て
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
単
一
の
学
部
等
（
学
部
，
研
究
科
，
附
置
研
究
所
，
全
国
共
同
利
用
施
設
又

は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
，
又
は
学
部
等
を
ま
た
が
っ
て
開
設
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
規
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
第
12
条
か
ら
第
14
条
ま
で
に
規
定
す
る
担
当

教
員
会
は
，
原
則
と
し
て
開
設
す
る
前
年
度
の
７
月
末
ま
で
に
第
15
条
に
規
定
す
る
詳
述
書
等
を
作
成

し
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
学
部
等
を
通
じ
て
，
理
事
（
教
育
担
当
）
の
承
認
を
得
る
も

の
と
す
る
。

第
９
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
到
達
目
標
と
そ
の
意
義
，
育
成
し
よ
う
と
す
る
人
材
像
を
明
示
し
て

編
成
す
る
も
の
と
し
，
修
了
要
件
単
位
は
通
則
第
44
条
第
１
項
に
示
す
単
位
数
と
す
る
。

２
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
部
が
定
め
る
。

第
10
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
一
つ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
授
業
科
目
の
う
ち
か
ら
，

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
又
は
概
要
等
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
と
し
て
，
到
達
目
標
を
明
示
し
て
編
成
す

る
も
の
と
し
，
修
了
要
件
単
位
は
16
単
位
以
上
で
，
30
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
と
す
る
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

第
11
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
授
業
科
目
又
は
新
規
に
開
設
し
た
授

業
科
目
に
よ
り
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
専
門
的
に
扱
わ
な
い
分
野
の
学
習
や
資
格
の
取
得
を
目
的

と
し
て
，到
達
目
標
を
明
示
し
て
編
成
す
る
も
の
と
し
，修
了
要
件
単
位
は
10
単
位
程
度
を
目
安
と
す
る
。

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　（
実
施
体
制
）

第
12
条
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
あ
る
実
施
体
制
を
保
証
す
る
た
め
の
教
員
組
織
と
し
て
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
担
当
教
員
会
を
置
く
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
は
，
当
該

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
あ
る
実
施
体
制
を
保
証
す
る
た
め
の
教
員
組
織
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
学
部
等
が
支
障
が
な
い
と
判
断
し

た
と
き
は
，責
任
者
を
置
き
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
13
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
は
，
当
該
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
教
員
の
う
ち
，

専
門
教
育
科
目
を
担
当
す
る
本
学
専
任
教
員
に
よ
っ
て
組
織
す
る
も
の
と
し
，
そ
の
業
務
を
総
括
す
る

た
め
，
主
任
を
置
く
。

２
　
二
つ
以
上
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
教
育
科
目
を
担
当
す
る
教
員
は
，
原
則
と
し
て
一
つ
の
主

た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
，
そ
の
担
当
教
員
会
の
構
成
員
と
な
る
。

第
14
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
会
は
，
当
該
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
担
当
教
員
で
組
織
す

る
も
の
と
し
，
そ
の
業
務
を
総
括
す
る
た
め
，
主
任
を
置
く
。

　（
詳
述
書
等
）

第
15
条
　
前
３
条
に
規
定
す
る
担
当
教
員
会
は
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
，
そ
の
到
達
目
標
並
び
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
選
択
に
必
要
な
情
報
及
び
履
修
方
法
等
を
定
め
，次
に
掲
げ
る
詳
述
書
等
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
1）
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）

　（
2）
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）

　（
3）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
別
記
様
式
第
３
号
）

　（
シ
ラ
バ
ス
）

第
16
条
　
教
員
は
，
担
当
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
履
修
す
る
上
で
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
と

し
て
，
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
登
録
）

第
17
条
　
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
入
学
と
同
時
に
決
定
さ
れ
登
録
す
る
も
の
並
び
に
入
学
後
に
選
択
及

び
登
録
す
る
も
の
が
あ
り
，
学
生
は
一
つ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
学
生
が
そ
の
履
修
を
希
望
し
，
許
可
さ
れ
た
場
合

に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
）

第
18
条
　
学
生
が
，
他
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
す
る
こ
と
を
志
望
す
る
と
き
は
，
次
の
各
号
に
よ

り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。



　（
1 ）
他
学
部
が
開
設
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
志
望
す
る
と
き
は
，
通
則
第
36
条
の
規
定
に
よ
り
，

転
学
部
の
許
可
を
受
け
た
上
で
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
2 ）
所
属
学
部
が
開
設
す
る
他
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
志
望
す
る
と
き
は
，
転
学
科
等
を
伴
う
場
合

は
，
通
則
第
37
条
の
規
定
に
よ
り
転
学
科
等
の
許
可
を
受
け
た
上
で
変
更
す
る
も
の
と
し
，
転
学
科

等
を
伴
わ
な
い
場
合
は
，
当
該
学
部
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
学
生
の
評
価
）

第
19
条
　
平
均
評
価
点
（
GP
A
：
Gr
ad
e 
Po
in
t 
A
ve
ra
ge
）
は
，
授
業
科
目
の
成
績
評
価
に
基
づ
き
算

出
し
，
総
合
的
な
成
績
評
価
の
指
標
と
し
て
，
学
期
ご
と
に
学
生
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
授
業
科
目
の
成
績
評
価
の
ほ
か
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
度
の
評
価
を
行
い
，
学
期
ご
と
に
学
生
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
２
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
学
生
の
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　（
点
検
・
評
価
）

第
20
条
　
担
当
教
員
会
は
，
到
達
度
の
評
価
結
果
そ
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
等
を
基
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
点
検
・
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　（
改
善
）

第
21
条
　
担
当
教
員
会
は
，
前
条
の
点
検
・
評
価
を
基
に
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
担
当
教
員
会
が
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
軽
微
な
改
善
を
除
き
，
当

該
学
部
等
を
通
じ
て
理
事
（
教
育
担
当
）
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　（
廃
止
）

第
22
条
　
学
部
等
は
，
第
20
条
の
点
検
・
評
価
を
基
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
理

事
（
教
育
担
当
）
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
雑
則
）

第
23
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
部
等
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

1　
概
要

2　
到
達
目
標

3　
登
録
時
期

4　
登
録
要
件

5　
受
入
上
限
数

6　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

7　
修
了
要
件

8　
責
任
体
制

9　
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
1）
他
大
学
等
に
お
け
る
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
2）
  広
島
大
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
の
認

定
単
位
数
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

１
　
概
要

２
　
到
達
目
標

３
　
登
録
時
期

４
　
登
録
要
件

５
　
受
入
上
限
数

６
　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

７
　
修
了
要
件

８
　
責
任
体
制

９
　
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
1）
他
大
学
等
に
お
け
る
既
修
得
単
位
等
の
認
定
単
位
数
等

　（
2）
  広
島
大
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
の
認

定
単
位
数
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

（
和
文
）

（
英
文
）

１
　
取
得
で
き
る
学
位
　

２
　
概
要

３
　
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
到
達
目
標
）

４
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
）

５
　
開
始
時
期
・
受
入
条
件
　

６
　
取
得
可
能
な
資
格

７
　
授
業
科
目
及
び
授
業
内
容

８
　
学
習
の
成
果

９
　
卒
業
論
文
（
卒
業
研
究
）

10
　
責
任
体
制

別
記
様
式
第
１
号
（
第
15
条
第
１
号
関
係
）

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書

 
開
設
学
部（
学
科
）名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

別
記
様
式
第
２
号
（
第
15
条
第
２
号
関
係
）

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

 
開
設
学
部（
学
科
）名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

別
記
様
式
第
３
号
（
第
15
条
第
３
号
関
係
）

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

 
開
設
学
部
等
名
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
述
書



２
．
広
島
大
学
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
細
則

平
成
18
年
３
月
14
日

副
学
長
（
教
育
・
研
究
担
当
）
決
裁

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
細
則
は
，
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
５
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）
第
10
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
，副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
名
称
及
び
開
設
学
部
）

第
２
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
及
び
そ
の
開
設
学
部
は
，
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　（
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
）

第
３
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
は
，
規
則
第
15
条
第
２
号
に
定
め
る
副
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
（
以
下
「
説
明
書
」
と
い
う
。）
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
登
録
）

第
４
条
　
学
生
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
，
一
つ
に
限
り
副
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
登
録
し
て
い
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
前
項
の
登
録
に
関
す
る
手
続
は
，
各
学
年
次
終
了
時
の
所
定
の
時
期
に
行
う
も
の
と
し
，
そ
の
登
録

の
可
否
は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
学
生
は
，
第
１
項
の
登
録
を
す
る
前
に
修
得
し
た
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
単
位
を
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
が
定
め
る
。

５
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て
い
る
間
，
成
績
証
明
書
に
副
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
中
で
あ
る
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
履
修
手
続
）

第
５
条
　
各
学
期
に
開
講
す
る
授
業
科
目
及
び
そ
の
担
当
教
員
名
等
は
，
開
設
学
部
が
そ
の
学
期
の
始
め

に
公
示
す
る
。
 

第
６
条
　
学
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
各
学
期
の
開
設
学
部
が
指
定
す
る
期
間

内
に
所
定
の
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
第
１
年
次
に
入
学
し
た
者
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
７
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第

２
号
）
第
31
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）
 の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議
に
基
づ
き
，
要
修
得
単
位
数
の
２
分
の
１
未
満
の
範
囲
内
で
定
め
，
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
本
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し

て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
に
限
る
。）
 の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の

議
に
基
づ
き
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
修
了
の
判
定
等
）

第
８
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
は
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
，
か
つ
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
者
に
つ
い
て
，
修
了
の
判
定
を
行
う
。

２
　
開
設
学
部
の
長
は
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
者
に
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
（
別

記
様
式
）
を
授
与
す
る
。
 

３
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
場
合
，
成
績
証
明
書
に
副
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
単
位
数
の
計
算
の
基
準
）

第
９
条
　
各
授
業
科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履

修
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
６
号
），
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

　（
試
験
及
び
追
試
験
）

第
10
条
　
試
験
及
び
追
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科

目
履
修
規
則
，
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

　（
単
位
の
取
扱
い
）

第
11
条
　
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
り
，
主
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
重
複
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
雑
則
）

第
12
条
 こ
の
細
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
）

（
略
）

別
記
様
式
（
第
８
条
第
２
項
関
係
）

第
　
　
　
　
号

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
修
了
証
書

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
・
学
科
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

　
本
学
○
○
学
部
の
○
○
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

こ
と
を
認
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

広
島
大
学
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
 印
　
　
　
　
　



３
．
広
島
大
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
細
則

平
成
18
年
３
月
14
日

副
学
長
（
教
育
・
研
究
担
当
）
決
裁

　（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
細
則
は
，
広
島
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
５
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）
第
11
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
広
島
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　（
名
称
及
び
開
設
学
部
等
）

第
２
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
及
び
開
設
す
る
学
部
等
（
学
部
，
研
究
科
，
附
置
研
究
所
，
全
国
共

同
利
用
施
設
又
は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
 （
以
下「
開
設
学
部
等
」と
い
う
。）

は
，
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。
 

　（
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
）

第
３
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
は
，
規
則
第
15
条
第
３
号
に
定
め
る
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
説
明
書
（
以
下
「
説
明
書
」
と
い
う
。）
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
登
録
）

第
４
条
　
学
生
は
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
　
前
項
の
登
録
に
関
す
る
手
続
は
，
各
タ
ー
ム
末
又
は
各
学
期
末
の
所
定
の
時
期
に
行
う
も
の
と
し
，
登

録
時
期
及
び
登
録
の
可
否
は
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
学
生
は
，
第
１
項
の
登
録
を
す
る
前
に
修
得
し
た
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
の
単
位
を
当
該
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者

が
定
め
る
。
 

５
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て
い
る
間
，
成
績
証
明
書
に
特
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
中
で
あ
る
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
履
修
手
続
）

第
５
条
　
各
学
期
に
開
講
す
る
授
業
科
目
及
び
そ
の
担
当
教
員
名
等
は
，
開
設
学
部
等
が
そ
の
学
期
の
始

め
に
公
示
す
る
。
 

第
６
条
　
学
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
各
学
期
の
開
設
学
部
等
が
指
定
す
る
期

間
内
に
所
定
の
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　（
第
１
年
次
に
入
学
し
た
者
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
７
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
広
島
大
学
通
則
（
平
成
16
年
４
月
１
日
規
則
第
２

号
）
第
31
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議
（
担
当
教
員
会
を
置
か
な
い
場
合
は
，
責
任
者
の
意
見
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）
に
基
づ
き
，
要
修
得
単
位
数
の
２
分
の
１
未
満
の
範
囲
内
で
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る

説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
既
修
得
単
位
等
（
本
学
に
お
け
る
既
修
得
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て

修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
に
限
る
。）
の
認
定
単
位
数
等
は
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
の
議

に
基
づ
き
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
修
了
の
判
定
等
）

第
８
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
は
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
，
か
つ
，
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
者
に
つ
い
て
，
修
了
の
判
定
を
行

う
。
た
だ
し
，
卒
業
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
も
，
所
属
す
る
学
部
の
長
が
認
め
，
か
つ
，

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
記
載
し
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
，
修

了
の
判
定
を
行
う
。
 

２
　
開
設
学
部
等
の
長
は
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
者
に
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
（
別
記

様
式
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
所
属
す
る
学
部
の
長
は
，
学
生
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
場
合
，
成
績
証
明
書
に
特
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
旨
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

　（
単
位
数
の
計
算
の
基
準
）

第
９
条
　
各
授
業
科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科
目
履

修
規
則
（
平
成
18
年
２
月
14
日
規
則
第
６
号
），
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し
た
授
業

科
目
の
単
位
数
の
計
算
は
，
広
島
大
学
通
則
第
19
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
基
準
に
基
づ
き
，
当
該

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
が
定
め
，
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
説
明
書
に
明
記
す
る
も

の
と
す
る
。
 

　（
試
験
及
び
追
試
験
）

第
10
条
　
試
験
及
び
追
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
教
養
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
広
島
大
学
教
養
教
育
科

目
履
修
規
則
，
専
門
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
各
学
部
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
11
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し
た

授
業
科
目
の
試
験
は
，原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
の
授
業
の
終
了
し
た
タ
ー
ム
末
に
行
う
。
た
だ
し
，

授
業
科
目
に
よ
り
レ
ポ
ー
ト
又
は
平
常
の
成
績
を
も
っ
て
試
験
の
成
績
に
代
え
る
こ
と
が
あ
る
。
 

２
　
試
験
の
方
法
及
び
期
日
は
，
開
設
学
部
等
が
あ
ら
か
じ
め
発
表
す
る
。
 

３
　
授
業
実
施
時
数
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
，
受
験
を
認
め
な
い
。
た
だ
し
，

所
定
の
手
続
を
経
て
欠
席
し
た
場
合
で
，
そ
の
欠
席
が
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
，
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

第
12
条
　
第
10
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
開
設
学
部
等
が
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
新
規
に
開
設
し

た
授
業
科
目
に
つ
い
て
，次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
，

追
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
1）
　
配
偶
者
又
は
３
親
等
内
の
親
族
の
死
亡
に
よ
る
忌
引
 

　（
2）
　
負
傷
又
は
疾
病
（
入
院
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
に
限
る
。）
 

　（
3）
　
天
災
そ
の
他
の
非
常
災
害
 

　（
4）
　
交
通
機
関
の
突
発
事
故
 

　（
5）
　
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
 

２
　
追
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
原
則
と
し
て
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
１
週
間
以
内
に
，

所
定
の
追
試
験
受
験
願
に
そ
の
理
由
証
明
書
を
添
え
て
開
設
学
部
等
の
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

３
　
追
試
験
受
験
を
許
可
さ
れ
た
者
は
，
原
則
と
し
て
担
当
教
員
の
指
定
す
る
日
時
に
追
試
験
を
受
験
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



４
　
追
試
験
の
実
施
期
間
は
，
当
該
授
業
科
目
の
試
験
実
施
後
３
週
間
以
内
と
す
る
。
 

　（
単
位
の
取
扱
い
）

第
13
条
　
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
修
得
し
た
単
位
は
，
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
基
準
に
よ
り
，
主
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要
件
単
位
に
重
複
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　（
雑
則
）

第
14
条
　
こ
の
細
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
教
員
会
又
は
責
任
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
） 
　

（
略
）

別
記
様
式
（
第
８
条
第
２
項
関
係
）

第
　
　
　
　
号

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
修
了
証
書

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
・
学
科
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

　
本
学
の
○
○
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

こ
と
を
認
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

広
島
大
学
　
　
　
　
　
長
　
 　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　
　
　

Ⅶ
．
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

■
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

■
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
そ
の
他
，
H
iP
RO
SP
EC
T
S®
に
関
す
る
質
問
は
，
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
（
学
生
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。な
お
，E
-m
ai
lを
送
る
と
き
に
は
，必
ず
学
生
番
号
と
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

E
-m
ai
lア
ド
レ
ス

Gl
ob
al 
Pe
ac
e L
ea
de
rs
hip
 P
ro
gr
am

教
育
推
進
グ
ル
ー
プ

（
学
生
プ
ラ
ザ
内
）

（
08
2）
42
4-
61
56

gs
yu
ga
ku
km
-g
ro
up
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

A
I・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
基

礎
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

英
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育

成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
芸
員
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
調
査
士
資
格
取
得
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ひ
ろ
し
ま
平
和
共
生
リ
ー
ダ
ー
育
成

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
術
・
社
会
連
携
部

（
地
域
連
携
部
門
）

（
08
2）
42
4-
58
71

ch
iik
ire
nk
ei
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

グ
ロ
ー
バ
ル
教
員
養
成
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
67
25

ky
oi
ku
-g
ak
us
i@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格
取
得

特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
教
育
士
（
社
会
教
育
主
事
基

礎
資
格
）
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

基
本
統
計
学
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
系
総
括
支
援
室

（
情
報
科
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
76
11

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

基
本
情
報
処
理
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究

セ
ン
タ
ー

（
08
2）
42
4-
45
59

di
ve
rs
ity
-c
en
te
r@
hi
ro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
特

定
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
73
17

ri-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

食
品
臨
床
試
験
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生

支
援
グ
ル
ー
プ

（
薬
学
部
担
当
）

（
08
2）
25
7-
57
77

ka
su
m
i-g
ak
u-
p@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

提
供
学
部

問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

E
-m
ai
lア
ド
レ
ス

総
合
科
学
部

総
合
科
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
63
15

so
uk
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

文
学
部

人
文
社
会
科
学
系
支
援
室

（
文
学
事
務
室
）

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
66
13

bu
n-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

教
育
学
部

教
育
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
67
25

ky
oi
ku
-g
ak
us
i@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

法
学
部
昼
間
コ
ー
ス

東
千
田
地
区
支
援
室

（
法
学
部
昼
間
コ
ー
ス
担
当
）
（
08
2）
54
2-
70
71

se
nd
a-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

経
済
学
部
昼
間
コ
ー
ス

人
文
社
会
科
学
系
支
援
室

（
経
済
学
事
務
室
）

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
72
17

sy
ak
ai
-g
ak
u-
sie
n@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

理
学
部

理
学
系
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
73
15

ri-
ga
ku
-si
en
@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

工
学
部

工
学
系
総
括
支
援
室

（
工
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
75
24

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

生
物
生
産
学
部

生
物
学
系
総
括
支
援
室

（
学
士
課
程
担
当
）

（
08
2）
42
4-
79
15

se
i-g
ak
u-
sie
n@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp

情
報
科
学
部

工
学
系
総
括
支
援
室

（
情
報
科
学
部
担
当
）

（
08
2）
42
4-
76
11

ko
u-
ga
ku
-g
ak
ub
u@
offi
ce
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp



Ⅷ
．
T
O
E
IC
®
 L
&
R
 IP
テ
ス
ト
の
全
学
実
施
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
で
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
，
T
O
EI
C®
 L
&
R 
IP
テ
ス
ト
の
全
学
一
斉
実
施
を
行
っ
て
お
り
，
学
部
生
全
員
が
受
験
し
ま
す
。
受

験
期
は
，
１
年
次
５
月
及
び
３
年
次
以
降
の
２
回
で
す
。（
２
回
目
の
受
験
期
は
所
属
学
部
・
学
科
等
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
，
以
下
の
「
学
生
向
け
の
情
報
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
入
学
し
て
す
ぐ
の
，
広
島
大
学
に
お
け
る
英
語
学
習
の
ス
タ
ー
ト
時
と
言
え
る
ス
コ
ア
，
そ
し
て
卒
業

時
の
ス
コ
ア
と
し
て
，
英
語
力
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
，
ス
コ
ア
は
，
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
，
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
に

役
立
ち
ま
す
の
で
，
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
自
分
の
力
を
，
一
般
的
に
通
用
す
る
ス
コ
ア
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
○
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
テ
ス
ト
結
果
で
，就
職
や
大
学
院
入
学
に
際
し
て
自
己
PR
に
使
用
で
き
る
。

　
○
 高
ス
コ
ア
を
得
る
と
，
教
養
教
育
科
目
の
外
国
語
科
目
（
英
語
）
の
単
位
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

学
生
向
け
の
情
報

　
 最
新
の
情
報
は
も
み
じ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
」
→
「
T
O
EI
C®
 L
&
R 
IP
情
報
」

（
ht
tp
s:/
/m
om
iji
.h
iro
sh
im
a-
u.
ac
.jp
/m
om
iji
-to
p/
le
ar
ni
ng
/t
oe
ic
ip
.h
tm
l）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅸ
．
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
情
報
科
学
部
で
は
，
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
体
系
的
な
分
析
手
法

や
情
報
処
理
技
術
に
関
し
，
情
報
科
学
部
開
設
専
門
教
育
科
目
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
応
じ

た
計
算
機
科
学
，
デ
ー
タ
科
学
，
知
能
科
学
教
育
を
「
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
」
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
情
報
科
学
部
が
推
奨
す
る
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
に
よ
り
修
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
知
識
は
，
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
領
域
で
の
卒
業
研
究
，
大
学
院
で
の
学
習
，
就
職
後
の
業
務
等
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ

れ
る
は
ず
で
す
。

　
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
，
情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
を
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

情
報
科
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
科
目
と
し
て
推
奨
す
る
授
業
科
目
表

科
　 　
目
　 　
区
　 　
分

授
　
　
業
　
　
科
　
　
目

単
　 　 　
位

　 　 　
数

履
修
期

（
開講
ター
ム）

パ
ッ
ケ
ー
ジ

総 合 科 学 系

デ ジ タ ル ・ ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー ズ 系

心 理 学 系

情 報 と 社 会 系

経 済 学 系

生 物 生 命 系

地 球 惑 星 系

医 療 系

機 械 ・ 輸 送 工 学 系

情 報 工 学 系

応 用 化 学 ・ 生 物 工 学 ・ 化 学 工 学 系

社 会 基 盤 環 境 工 学 系

建 築 系

生 物 生 産 系

情 報 科 学 部 専 門 教 育 科 目

確
率
論
基
礎

2
2セ
メ（
4T
）
○

○
推
測
統
計
学

2
3セ
メ（
1T
）

○
○

カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
・
デ
ー
タ
分
析
（
CD
A
）

2
3セ
メ（
2T
）

○
○

線
形
モ
デ
ル

2
3セ
メ（
2T
）
○

○
〇

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
Ⅰ

2
5セ
メ（
2T
）

○
シ
ス
テ
ム
最
適
化

2
4セ
メ（
3T
）
○

○
○

〇
○

多
変
量
解
析

2
4セ
メ（
3T
）
○
○
○

○
○

○
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
設
計

2
4セ
メ（
3T
）

○
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
構
造

2
4セ
メ（
3T
）

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

2
4セ
メ（
4T
）

○
○
○

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
く
仕
組
み

2
4セ
メ（
4T
）

○
数
値
計
算

2
4セ
メ（
4T
）
○

○
〇

確
率
モ
デ
リ
ン
グ

2
4セ
メ（
4T
）
○

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

2
4セ
メ（
4T
）
○

○
〇

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

2
5セ
メ（
1T
）

○
○

〇
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
5セ
メ（
2T
）

○
計
量
経
済
学

2
5セ
メ（
2T
）

○
画
像
処
理

2
5セ
メ（
2T
）

情
報
社
会
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

2
5セ
メ（
2T
）

○
自
然
言
語
処
理

2
5セ
メ（
2T
）
○
○

ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
6セ
メ（
3T
）

○
人
工
知
能
と
機
械
学
習

2
6セ
メ（
3T
）

○
○

○
○

並
列
分
散
処
理

2
6セ
メ（
3T
）
○

時
系
列
分
析

2
6セ
メ（
3T
）

○
○

確
率
過
程
論

2
6セ
メ（
4T
）
○

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

2
6セ
メ（
4T
）

○
○

○
数
理
解
析

2
3セ
メ（
2T
）

生
物
・
医
療
統
計

2
6セ
メ（
4T
）

○
○

情
報
処
理
と
産
業

2
3セ
メ（
1T
）

○
デ
ー
タ
科
学
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
4セ
メ（
3T
）

○
〇

（
注
）　
○
を
付
し
た
授
業
科
目
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
別
に
推
奨
す
る
授
業
科
目
を
示
す
。
な
お
，
履
修
期
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
，
履
修
年
度
の
時
間
割
を
確
認
す
る
こ
と
。



　
そ
れ
ぞ
れ
の
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
奨
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
以
下
に
示
し
ま
す
。
な
お
，
所
属
 

（
又
は
希
望
）
す
る
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
の
記
載
が
な
い
場
合
も
，
授
業
科
目
の
履
修
は
可
能
な
の
で
，

積
極
的
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
総
合
科
学
部
）
総
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
科
学
系

（
文
学
部
）
欧
米
文
学
語
学
・
言
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
系

（
教
育
学
部
）
心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

心
理
学
系

（
法
学
部
）
公
共
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
法
曹
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム

情
報
と
社
会
系

（
経
済
学
部
）
現
代
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
済
学
系

（
理
学
部
）
生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
命
系

（
理
学
部
）
地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
惑
星
系

（
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
）
医
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
理
学
療

法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
作
業
療
法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
歯
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
口
腔
保
健
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
，
口
腔
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
薬
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
薬
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

医
療
系

（
工
学
部
）
機
械
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
輸
送
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
材
料
加
工

プ
ロ
グ
ラ
ム
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

機
械
・
輸
送
工
学
系

（
工
学
部
）
電
気
シ
ス
テ
ム
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
電
子
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

情
報
工
学
系

（
工
学
部
）
応
用
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
， 
生
物
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
， 
化
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

応
用
化
学
・
生
物
工
学
・
化
学
工
学
系

（
工
学
部
）
社
会
基
盤
環
境
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

社
会
基
盤
環
境
工
学
系

（
工
学
部
）
建
築
プ
ロ
グ
ラ
ム

建
築
系

（
生
物
生
産
学
部
）
水
圏
統
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
応
用
動
植
物
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，

食
品
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
分
子
農
学
生
命
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

生
物
生
産
系

Ⅹ
．
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
の
全
学
実
施
に
つ
い
て

　
広
島
大
学
で
は
，
学
部
１
年
次
生
全
員
が
学
外
の
企
業
・
団
体
等
で
の
社
会
体
験
，
就
業
体
験
，
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
「
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
，

大
学
に
お
け
る
学
修
と
社
会
で
の
経
験
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
，
今
後
，
み
な
さ
ん
が
大
学
生
活
を
よ
り

有
意
義
に
送
る
よ
う
喚
起
す
る
と
と
も
に
，
将
来
の
進
路
選
択
・
自
己
の
職
業
適
性
等
に
つ
い
て
考
え
る

契
機
と
す
る
も
の
で
す
。

　
体
験
内
容
や
受
入
先
，
実
施
方
法
等
は
所
属
学
部
・
学
科
等
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
下
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

学
　
　
部

初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
実
施
方
法

総
合
科
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。

文
学
部

学
生
便
覧
の
「
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
の
実
施
に
つ
い
て
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
各
授
業
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
初
「
小
学
校
教
育
実
習
入
門
」
の
一
部
で
実
施

教
特
「
小
学
校
教
育
実
習
入
門
」，
「
特
別
支
援
学
校
教
育
実
習
入
門
」，
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一

部
で
実
施

教
二
教
三
教
四
教
教

「
中
・
高
等
学
校
教
育
実
習
入
門
」
の
一
部
で
実
施

※
教
日
，
教
造
，
教
教
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
も
活
用
し
て
実
施

教
心
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施

法
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
 M
y 
も
み
じ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
済
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。

理
学
部

内
容
に
つ
い
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
M
y 
も
み
じ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
学
部

夏
季
休
業
期
間
中
，
医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
３
学
部
合
同
で
，
医
療
機
関
等
で
の

合
同
早
期
体
験
実
習
を
実
施
し
ま
す
（
医
学
部
医
学
科
及
び
薬
学
部
は
授
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
ま
す
）。
詳
細
は
M
y 
も
み
じ
で
通
知
し
ま
す
。

歯
学
部

薬
学
部

工
学
部

詳
細
は
，
各
類
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。
な
お
，
工
学
特
別
コ
ー
ス
は
各
類
に

組
み
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

工
一
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
，
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
含
む
）
を
実
施

工
二

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
，
又
は
，
施
設
・
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
含
む
）

を
実
施

工
三

施
設
・
工
場
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
含
む
）
を
実
施
。
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
。

工
四
「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
，
社
会
基
盤
施
設
ま
た
は
建
築
物
の
見
学
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
含
む
）
を
実
施



表
中
に
お
け
る
教
育
学
部
，
工
学
部
の
各
類
・
学
科
等
の
略
号
一
覧

学
　
　
部

初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）
実
施
方
法

生
物
生
産
学
部

「
教
養
ゼ
ミ
」
の
一
部
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

情
報
科
学
部

学
生
便
覧
の
「『
学
部
教
育
』
初
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
社
会
体
験
）」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

略
号

類
・
学
科
等

略
号

類
・
学
科
等

教
初

第
一
類（
学
校
教
育
系
）
初
等
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス

教
教

第
五
類（
人
間
形
成
基
礎
系
）
教
育
学
系
コ
ー
ス

教
特

第
一
類（
学
校
教
育
系
）特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス

教
心

第
五
類（
人
間
形
成
基
礎
系
）
心
理
学
系
コ
ー
ス

教
二

第
二
類（
科
学
文
化
教
育
系
）

工
一

第
一
類（
機
械
・
輸
送
・
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
）

教
三

第
三
類（
言
語
文
化
教
育
系
）

工
二

第
二
類（
電
気
電
子
・
シ
ス
テ
ム
情
報
系
）

教
日

第
三
類（
言
語
文
化
教
育
系
）
日
本
語
教
育
系
コ
ー
ス

工
三

第
三
類（
応
用
化
学
・
生
物
工
学
・
化
学
工
学
系
）

教
四

第
四
類（
生
涯
活
動
教
育
系
）

工
四

第
四
類（
建
設
・
環
境
系
）

教
造

第
四
類（
生
涯
活
動
教
育
系
）
造
形
芸
術
系
コ
ー
ス
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